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　　　幕間　回想録　～Physicist recollects about him～







　共同研究者の目から見たウィッテンがいかなる人物だったかと問われれば、これはもう、「どこにでもいそうな普通の人間だった」と答えざるを得ない。月並みで、ありきたりで、面おも白しろみの欠片かけらも無いつまらない表現だが、他ほかに適切な言葉が存在しないのだから仕方が無い。

　物理学者である私と大脳生理学者であるエリザと共ともに情報制せい御ぎよ理り論ろんを作り上げた、人じん類るい史し上じよう最高の数学者。

　人々が無責任に口にするその肩書きを耳にする度たびに本人が陰でどんな顔をしていたか、画像データの一つも残しておかなかったのが全く残念でならない。

　最初の接点は西せい暦れき二一七六年の冬。フリードリッヒ・ガウス記念研究所で物理部門の教授職しよくにあった私のもとに送り付けられた一通のメールだった。差出人はカール・アンダーソン教授。研究所付属のアカデミーで数学の教きよう鞭べんを執っていたカールは、研究生の一人ひとりが書いた博士論文について私に査さ読どくを依頼してきたのだった。

　その頃ころの私は双ふた子ごの息子むすこと娘を授かり、代だい償しように妻を失ったばかりだった。生せい来らい病弱だった妻のこと。覚悟していたとはいえ喪そう失しつ感かんは拭ぬぐいようも無く、私は胸の空白を埋め合わせるように育児と研究に没ぼつ頭とうしていた。多忙を理由に一度は断りのメールを送ろうかとも考えたが、カールとは学生時代からの古い付き合い。全く目を通さずに突き返すのはまずかろうとともかくファイルを開いた私は、最初の五行を読んだだけで、そのわずか八ページの論ろん文ぶんに秘められた途方も無い才能に驚きよう嘆たんした。

　すぐさま論文の著者、アルフレッド・ウィッテンという名の研究生に連絡を取った。

　何度かのメールのやりとりを経て直接会って修正箇所について話し合うことが決まり、私は秘書に当日の予定を全すべてキャンセルするよう命じた。

　忘れもしない二月二十日の朝。ノックの音と共ともに研究室に現れた来客は、どういう訳わけか小こ柄がらな金髪の少年だった。緊きん張ちようしきった顔でこっちを見上げる少年を誰だれかに用事を言いつけられた初等部の学生と勘かん違ちがいした私は、今日きようは来客があるので君の相手をしてはいられない、という旨むねをぞんざいに告げた。

　少年はやはり緊張したまま、アルフレッド・ウィッテンです、と名乗った。

　ほう、とかろうじて答えるのに、確たしか十五秒ほどかかった。

　私は少年を部へ屋やに通して茶を出し、すぐさま通信端末でカールを呼び出した。カールは驚おどろいた顔で、知らんのか、と呟つぶやき、少年が確かにウィッテンであること、間違い無く数日前に送った論文の著者であること、年は十二歳だが飛び級に飛び級を重ねてすでに大学院の博士課か程ていを終えようとしていて、研究所内では結構な有名人であることなどをかいつまんで説明した。

　ディスプレイの向こうでカールが示す学がく籍せき簿ぼのデータと背後の応接テーブルで落ち着き無く部屋を見回す少年の顔を何度も見比べ、通信を切った。

　お待たせした、と少年の向かいに座った時は、それでもまだ半信半疑だった。

　ともかく問もん題だいの論文をディスプレイに呼び出して「始めよう」と告げると、少年はまるっきり初等部の学生の顔で「はい」とうなずいた。私は何度か逡しゆん巡じゆんしてから論文のあるページを開き、少年が考え出したというロジックの肝きも、最も難なん解かいと思われる一つの数式について解説を求めた。

　その瞬しゆん間かんのことは、はっきりと覚えている。

　私の言葉を聞いた少年はあからさまに安心した顔で体の力を抜き、「あ、そんなことですか」と無む邪じや気きに笑ったのだった。

　少年はテーブルの隅すみから入力用のペン型デバイスを取り上げると、立体映像で表示された自分の論文に書き込みを加えながら解説を始めた。物理学と数学の境界領域の最先端、おそらくまともに理解出来る人間など世界で五人といないであろうその数式を、少年は教科書の分からない問題を友人に説明するような気安さで見る間に解体していった。

　まるっきり初等部の学生としか思えないたどたどしい口く調ちようと、語られる論理の圧倒的なまでの見事さ──そのギャップに、私は思わず笑った。

　笑いながら、これは本物だと思った。

　私は少年の解説の中から特に重要な幾つかの式を拾い上げ、注ちゆう釈しやくとして論ろん文ぶんに付記するようアドバイスした。少年が論文を書き直している間に私は自分の端末のデータバンクを漁あさり、当時抱えていた数十の研究テーマの中から行き詰まりを感じていた一つを選えらんで資料を呼び出した。

　はたして、少年はすぐに食い付いてきた。

　少年は自分の論文を放り出し、ディスプレイに映し出された書きかけの論文を新しいコミック雑誌か何かのように見上げた。

　何でも良いからと意見を求める私に、少年は完全に思い付きの顔であるアイディアを口にした。私はすぐさまその着想を数式に翻ほん訳やくし、そこにとっさの閃ひらめきで数個の要素を付け加えた。少年は「なるほどー」と感心してさらに一つ別な数式を書き足し、私はその式に数行の注釈を書き加えた。

　一年以上も前から頭を悩ませてきた問もん題だいが、解決した瞬しゆん間かん。

　私はソファーから飛び上がって少年に握手を求め、君の方は何か無いのかと尋たずねた。

　少年は少し迷った顔をしてからテーブルのタッチパネルに手を伸ばし、書きかけの別な論文を呼び出した。目の前に示された論文を一読した私は、おそらく数学者である少年には思いつかないであろう、あるアプローチを提案した。少年はゲームの攻略法を教わった子供の顔で目を丸くし、大急ぎでまた別な論文を取り出した。少年と私の論文合戦は昼を越え、夕刻を越え、ついには舞ぶ台たいを私の自宅に移して翌日にまで及んだ。双ふた子ごの赤ん坊が眠る揺りかごの傍かたわらで、私と少年は二十時間以上も互いの研究について語り合った。

　──それが、最初の出会い。

　以来十年以上、彼とは長い付き合いになった。

　私は彼を度たび々たび自宅に招き、議ぎ論ろんのついでに手料理など振ふる舞まうようになった。天てん涯がい孤独で研究所の食堂の常連だった彼は半分食べ物に誘われる格好で我わが家やに通い、最後には私と互いの家の鍵かぎを交換するまでになった。私と彼の議論はたいてい翌日の朝まで続き、共著で発表した論文は百を超えた。エリザベート・ザインがこの輪わに加わってからは舞台は研究所に移ったが、私の子供が初等学校に入ると今度は息子むすこの方が彼の研究室に通うようになった。

　少年だった彼は見る間に年を重ねて若者になり、その才能は日一日と輝かがやきを増し──

　それでも、彼はどこまでも彼であり、やはり普通の人間だった。

　ひと度論理と数式の世界を離はなれれば、そこにいるのは平凡極きわまり無い、年相応の当たり前の若者に過ぎなかった。休日には同世代の友人と若者らしい遊びに興きようじ、時にはシティ間の政治問題に憤いきどおる。新たな技術が実用化されたと聞けばそれが自分の研究とは無関係な物であっても喜び、時には自分の研究は世の中の役に立っているのだろうかと思い悩む。

　論文一つ、数式一行で世界に多大な影えい響きようを与え続ける天才にはおよそ似つかわしくない、おそらく世せ間けん一般の尺しやく度どで測れば「好ましい」と評価されるであろう人物像。




　……それを、危あやういと感じるようになったのは、いつ頃ごろからだっただろう。




　　　　††††††††††††††




　科学者は人間ではない、とはエリザベート・ザインの名言だ。

　さすがにそこまで言い切ることは出来ないが、私も、似たような考えは持っている。

　私にとって理り論ろんとは、画家が使う絵の具のような物だ。いかに日々の研究を積つみ重ねて誰だれも見たことの無い色、誰も見たことの無い光こう沢たくの絵の具を作り出そうとも、それでどのような絵を描くかは絵の具を手にした者の自由。まして、そうやって描かれた絵によって誰かの人生が変わったからと言って、責任の一端でも絵の具職しよく人にんに求めることなど出来ようはずが無い。

　ところが、この当たり前の理り屈くつが、どういう訳わけか人々には理解されない。

　科学技術を毛嫌いして自然回帰を訴える連中の中には人じん類るいの歴史を引き合いに出し、有史以来多くの時代でその時々の最新の科学技術がまず戦争のために利用された事実を根拠として、科学を邪じや悪あくな物と主張する愚おろか者ものさえいる。

　科学の理論、自然界の法則はいかなる存在理由も無くただそこに「在ある」物。仮にその理論を最初に見つけた科学者が兵器としての利用を目指して研究を積み重ねていたのだとしても、彼が見いだしたその数式のどこかに「この理論は人殺しに使え」と書かれていた訳では無い。

　新たな技術を平和目的ではなく兵器として利用することを選せん択たくしたのは、最終的には世界であり、そこに生きる人間自身。

　理論や、それを生み出した科学者に責任を求めるなど、筋違いも甚はなはだしい。

　私はそれでも俗物根性が抜けきらない人間だから自分の絵の具で描かれた絵が「夢」や「ロマン」に満みち溢あふれた物であって欲しい、という程度の願がん望ぼうは持ち合わせているが、例えば私の基き礎そ理論が誰かの手で応用に応用を重ね、巡り巡って新型の爆ばく弾だんを生み出すきっかけになったからと言って、その爆発で死んだ人々の墓はかに参ろうなどとは思わない。エリザなどはその辺の功罪の「罪」どころか「功」の方まで完全に突き抜けていて、彼女の研究を元にして生み出された画期的な脳のう外げ科か治ち療りよう術じゆつによって命を救われた患者団体の表敬訪問を、「そんなくだらない話は余よ所そでやれ」と叩たたき返したことすらある。

　少なくとも私や彼女にとって、科学とはそういう物。

　たとえ他人に無責任と罵ののしられようと、自分の発見した理論の行く末、その理論によって生み出される数多あまたの罪など、知ったことでは無いのだ。

　私は、自分で言うのもどうかと思うが、逸いつ脱だつした人間だ。世間の評価や大衆の声などには毛ほどの価値も見いだしてはいない。だが、断言するが、人類の最先端に立つ科学者とはそうあるべきだ。誰だれも知らない全く未知の理り論ろんを発見すれば、それは良い結果だけではなく必ず悪い結果も生む。人類はそうやって発展してきてこれからも発展していくのであって、立ち止まっている時間などどこにも無い──それが、私の信念だ。

　だが、ウィッテンは違った。

　どこまでも普通の人間であるウィッテンは、年を重ねて世界が見えるようになるに従って、自分の研究がもたらす結果について思い悩むようになっていった。

　あるいは彼がただの数学者のままであったなら、その悩みは彼一人ひとりの内に収まる程度の物だったかも知れない。現実世界との間に幾つもの応用技術を挟み、最終的にどのような結果をもたらしているのか捉とらえがたい純粋数学の世界にとどまっていれば、彼には別な道が用意されていたのかも知れない。

　だが、彼は関かかわってしまった。

　世界の常じよう識しきを塗り替え、全すべてを変える画期的な理論の創始者の一人として、彼は否いや応おう無しに世界と向き合わなければならない立場に立たされてしまった。

　私は彼に何度も、深く考えないようにと忠告した。あのエリザでさえ一度ならず彼と話し、あまり余計なことに首を突っ込まないようにと彼女らしからぬ気き遣づかいを見せた。だが、彼は聞かなかった。アルフレッド・ウィッテンは絵の具職しよく人にんの本ほん分ぶんを踏み越えて、自らの力で美しい絵を描こうとした。

　私には、結局、それを止めることが出来なかった。




　……ただ、普通の人間であったこと。

　おそらくはそれが、彼の最大の不幸だった。






　　　第五章　空の庭園　～World scrambled～







　立体映像ディスプレイの向こうに広がる闇やみの氷原を、吹雪ふぶきが舞まった。

　シティ・ロンドン第二十階層軍事区画、ペンウッド教室。頭上に映し出されるその光景に、リチャードは一いつ瞬しゆんだけタッチパネルを繰あやつる手を止めた。

　映像の隅すみに映し出された時計とけいが「二月二十一日午後三時」を告げる。北ほつ極きよく海かい上で展開されたロンドン自治軍とシンガポール自治軍の戦い──その劇げき的てきな結末からすでに六時間が経過している。

　荒こう涼りようとした氷原にはどうにか機き能のうを回復した両軍の飛ひ行こう艦かん艇ていとフライヤーが次々に集結し、互いに半円陣を形成している。直径百キロ、あの謎なぞの光の柱が立ち上った一帯を完全に包囲した両軍はしかし、さらなる異常を恐れてどちらも前進出来ないまま睨にらみ合いを続けている。

「先生、ウィリアム・シェイクスピアの機体の回収、完了したそうです」

　研究員の声に顔を上げ、そうか、と答える。落らく胆たんした研究員の表情に、口にしかけた質問の答えを悟さとる。

「ファンメイとエドは、行方ゆくえ不ふ明めいか」

　はい、とうなずく研究生を前に腕を組む。撤てつ退たいした飛行艦艇やフライヤーに残された記き録ろくの断片とファンメイの通信素子の固有パターンを突き合わせて解析した結果、少女は墜つい落らく地点から移動したことが分かっている。

「自己診断のログを見ると、船体機能のほとんどが四時間ほど完全に停止してたみたいですね。あの状況で温度管理が止まるとメイちゃんはともかくエドくんは間違い無く凍死ですから、たぶん、脱出して助けを呼ぼうとしたんじゃないかと」

「となると、問もん題だいはその後か」

　おそらくエドを連れたのだろうファンメイは、徒歩と思われる速度で南に二キロほど移動したところで消息を絶っている。

　何が起こったのかは不明。

　二人ふたりの生死については……これはもう、信じるより他ほかに手が無い。

「科学者が神頼みとは世も末だな。──で、シェイクスピアは」

「外装の生体水銀メルクリウスは七十パーセントほど回収出来たらしいですけど、どうも墜落の衝しよう撃げきでコアブロックの機き械かい部分がいかれたみたいで整せい備び部ぶが大おお慌あわてです。その代わり、ってのも変ですけど、かろうじて生きてた船外カメラのデータを解析してるんで、メイちゃん達のことが何か分かるかも知れないって」

「なるほど」うなずき、研究室をぐるりと見回して両手を大きく叩たたき「おーい、手が止まっとるぞお前達。今は目先の作業に集中する時だ」

　こっちのやりとりを真剣に見つめていた数十人の研究員が、慌あわてた様よう子すで自分の端末に向き直る。彼らの今の役目は数千台のフライヤーの再起動と動作テスト。本来は軍の整せい備び部ぶが担当するべき仕事だが、この状況ではさすがに手が足りない。

　ペンウッド教室に限らずこの研究棟にいる者のほとんどが、今は軍用ポートの格納庫に収用されたフライヤーや飛ひ行こう艦かん艇ていを遠えん隔かく操そう作さで復旧する作業に追われているはずだ。

「メイちゃんとエドくんはうちのアイドルですからね。大たい抵ていのことなら大丈夫だ、って頭では分かってても心配なんですよ、みんな」机の前の研究員がどこか疲れた顔で息を吐き、立体映像の氷原を再び見上げて「にしても……何だったんでしょうね？　結局」

「うむ……」

　研究員の言っているのが六時間前に起こった正体不明の大だい規き模ぼ情報制せい御ぎよのことだと理解し、生返事を返す。研究室から立体映像越しに見た、氷原から空に向かって噴ふき上がる巨大な光の柱。研究員達は知らないことだが、その光に呑のまれたファンメイとエドの友人二人ふたりが、やはり行方ゆくえ不ふ明めいになっている。

　視し線せんを手元のディスプレイに移し、タッチパネルを叩く。

　研究員はそれに気付かず、視線を上に向けたまま、

「演算機き関かんを解析した結果だとあの情報制御は空間構造の操作に関係した何かで、船が止まったのは単に情報が大き過ぎて巻き添えを食らっただけじゃないか？　って話ですけど。シンガポール軍の新兵器、にしては向こうもこっちと同じくらい慌ててたし。……やっぱあれですかね？　賢けん人じん会かい議ぎが何かシンガポールにも秘密で」

　そこでようやく反応が無いのに気付いた様子で、

「って、先生？」

「──よし、出た」

　え？　と眉まゆをひそめる研究員を前に、リチャードは立ち上がる。

　自分の端末が弾はじき出したデータを研究員全員の前に送り付け、頭上にも大きく表示して、

「全員、作業の手は止めずに少しそれを見て欲しい。六時間前に起こった情報制御、あのバカでかい光の柱の解析結果だ」

　机の前の研究員が目を丸くし、「先生！　いつの間に！」と身を乗り出してくる。他ほかの研究員達が一様に驚おどろいた顔で手を止め、すぐに慌てた様子でタッチパネルの操作を再開する。

　リチャードはうなずき、ポケットからタバコを取り出す。

　口にくわえて火を点つけ、ゆっくりと煙を吹かし、

「結けつ論ろんから言うと、あそこで行われた情報制御は空間構造の改変だ。五次元方向と六次元方向に空間をねじ曲げ、通常の三次元空間のルールを無視してターゲットを任意の場所に転送する。……問もん題だいは誰だれが転送されたか、そしてどこに転送されたか、だが」

「誰、ってことは、転送されたのは人間なんですか？」

　研究員の一人ひとりが上げるその声に、リチャードは「そうだ」とうなずく。タバコを挟んだままの指でタッチパネルを叩たたき、別なデータを全員の前に映し出す。

　乏しい観かん測そくデータを繋つなぎ合わせ、解析を重ねて導みちびき出した、転送された「五名」の存在情報の詳細なリスト。

　ほど無く、研究員が「あ」と声を上げる。

「これ！　これ、賢けん人じん会かい議ぎの騎き士しじゃないですか！」

「ホントだ……って、ちょっと待って！　こっちは賢人会議の代表の、あの女の子よ！」

　北ほつ極きよく海かい上の戦せん闘とうはこの研究室でも当然モニターしていたから研究員達も騎士のデータは嫌いやというほど見ているし、代表の少女の個人データは半年前のメルボルンでの事件で世界中に流出している。

「え、でも、後の三人は？」

「一人は正体不明、他ほかの二人ふたりは……まあ、おいおい説明する」研究員の一人が呟つぶやく言葉にリチャードは答え「ともかく、賢人会議の主要メンバーのうち二人が転送された。これは間違い無い。そして、その転送先は」

　立体映像ディスプレイに映し出された北極の模も式しき図ずの上に、光の柱が立ち上る。空間構造を表す格子模様がねじ曲がり、転送された五人を表す五つの光点がその空間に空あいた穴を通ってまっすぐ上へ、雲の中へと向かっていく。

　そんな馬ば鹿かな、という誰かの呟き。

「事実だ」リチャードは指先でタバコをくるりと回し「彼らは雲の内部、大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいへと転送された」

　研究員達の顔にありありと困こん惑わくの色が浮かぶ。それでも作業の手を止めないのはさすが……と言っても、その程度の芸当が出来ないようではペンウッド教室の研究員は務まらない。

「あの……先生」と、部へ屋やの隅すみの研究員が片手でタッチパネルを叩きながらもう片方の手をあげ「このデータ、この情報制御を引き起こした中心なんですけど……」

「そう、そこが一番の問題だ」

　リチャードはうなずき、北極海を覆おおう氷原の一点、情報の流れから逆算したこの大だい規き模ぼ演算の大元をカーソルで示す。

　研究員達が、今度こそ息を呑のむ。

　氷原の下に隠された、直径数百メートルほどの球形の「何か」。

　ファンメイとエドが最後に消息を絶った、ちょうどその地点──

「私はすぐに司令部に向かう」

　タバコを灰皿ですり潰つぶし、リチャードは歩き出す。

　呆ぼう然ぜんとディスプレイを見つめる研究員達の間を早足に抜け、ドアの前に立って振り返ることもせずに、

「ウェイン班の五人は今のデータを元に資料を作成して十五分以内に私の携けい帯たい端末に転送。他ほかの者は演算機き関かんの再起動作業を継続しつつ、ファンメイ達が消えた場所を中心にデータを解析し直してくれ」
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　失礼します、という兵士の声が、扉とびらの向こうから聞こえた。

　真ま昼ひるは携帯端末を操そう作さする手を止めて、顔を上げた。

　円卓の向かいに座ったフェイが、無機質な声で「入れ」と答える。音も無くスライドするドアの向こうから士官服の兵士が駆かけ寄り、手にしたディスクをフェイに手渡す。

　機密度が高過ぎてネット回かい線せんに乗せることが出来ないデータをやりとりするための処置。

　兵士が部へ屋やの外に出たのを横目に確かく認にんし、フェイはディスクを手元の端末に差し入れる。

「シンガポール自治軍情報部の報告だ。六時間前の『大だい規き模ぼ情報制せい御ぎよ』と『光の柱』について解析が完了したと、先ほど連絡があった」

　円卓の中央に出現する立体映像の資料。細かなフォーマットの違いこそあれ、中身は真昼の目の前に表示されているデータとほぼ等しい。

　フェイはそれを見上げ、一つうなずき、

「空間構造の改変による物質転送。貴き殿でんの解析の通りだな、参さん謀ぼう殿どの」言葉を切り、口元に手を当て「しかし、いかに遠征地で機材が乏しい状況とはいえ、データ解析の速度で軍が個人に後おくれを取るとは。我わが軍の情報部を怠たい慢まんと責めるべきだろうな、これは」

「大使の判断にお任せします」真昼は冗じよう談だんめかして答え、すぐに声のトーンを落として「ともかく……結けつ論ろんは出たようですね」

「そのようだな」フェイはうなずき「賢人会議そちらの代表殿と騎き士しの少年、それに我が軍に紛まぎれ込んでいた例のエージェント──三人は雲の上、大気制御衛えい星せいの内部と考えざるを得ない」

　シンガポール自治軍所属航こう空くう母ぼ艦かん『カドゥルー』艦内、貴き賓ひん室しつ。昨日きのうの夜にシティ・シンガポールと賢けん人じん会かい議ぎの会談が行われたその場所で、真昼はフェイと向かい合っている。

　サクラとディーは正体不明の情報制御によって雲の上に転送され、セラはその真下の地上付近で行方ゆくえ不ふ明めいとなり──

　つまり、今の真昼は完全な丸腰。仮にシンガポール軍が方針を変更してこの場で賢人会議の参謀を抹まつ殺さつすることに決めたとしても、真昼には為なす術すべが無い。

「セラの消息は、何か掴つかめましたか？」

「参謀殿も知っての通りだ。情報制御の中心となった付近で通信素子の反応が途と絶だえた。Ｄ３と言ったか？　戦場に飛散していた彼女のデバイスは八個残らず回収したが、それ以上は何も」フェイは無表情に答え「現在、フライヤーを中心に地上部隊が再さい編へんされている。完了次第、問もん題だいの地点を掌しよう握あくすべく進攻を開始する」

「これは……意外なお言葉ですね」

　あくまでも軽い口く調ちようで、真ま昼ひるは言葉を返す。

　余裕の笑えみを顔に貼はり付けたまま、全権大使の表情を慎しん重ちように値踏みし、

「てっきり僕達はお払い箱かと考えていたのですが」

「今回の会かい談だんのためにシンガポールは多大な代価をすでに支払っている。手ぶらでは帰れん」フェイは感情をいっさい含まない声で答え「故ゆえに、その代価が許容量を超えない範はん囲いにある限り、会談は継続されるし救出の努力もする」

「なるほど」その範囲を超えたら命は無いってことか、と真昼は理解し「では、当面は地上部隊の成果待ちということになりますね」

「空間転送を引き起こした『何か』が氷原の下に隠れているのは間違い無い。解析から推定される外形は直径二百メートルの球体。何らかの演算装置だろうが、それを手中に収めるのが第一手だ」フェイは端末を操そう作さして北ほつ極きよく海かいの地図を目の前に表示し「問題はロンドン自治軍の動きだが、参さん謀ぼう殿どのの見解は？」

「衛えい星せいに転送された五人がことごとくロンドンと無関係な人間であることを考えると、向こうは『光の柱』に関する調ちよう査さを後回しにして軍の再編を急いでいるのではないか……という楽らつ観かん的てきな予想も可能ではありますが」答えて、真昼は口元を苦笑の形にし「まあ、こちらが掴つかんでいる程度の情報はすでに向こうも把は握あくしている、と考えるのが妥だ当とうでしょうね。この場合」

「余計なところに気が回る者がロンドン軍にも必ずいる──そう考えるべきだろう」フェイはうなずき「その場合、向こうには当然、我わが軍より先にその演算装置を掌握して交渉の材料として利用する、という選せん択たく肢しが発生することになる」

「ここでロンドン軍に転送システムを取られると、さすがに今後の展開が読み切れません」真昼はフェイにまっすぐ顔を向け「出来れば、地上部隊の方々に期待したいところですが」

「言われるまでも無い。参謀殿にはその前提で策を練って頂いただく」そこで言葉を切り、フェイはやはり無表情のまま「時に、一つ尋たずねるが」

「はい？」真昼は首を傾かしげ「何でしょう。もちろん、答えられることと答えられないことがありますが」

「簡かん単たんな問いだ」フェイは円卓の向こうで両手を組み「衛星に転送された五人の魔ま法ほう士し。賢けん人じん会かい議ぎの二人ふたりと正体不明のエージェント一人ひとり。それを除いた残りの二人に、参謀殿は面めん識しきがおありでは無いか？」

　しまった、という言葉が、真っ先に頭に浮かんだ。

　自分のこれまでの発言を一からトレースし、真昼は瞬しゆん時じに失言を悟さとった。

「これはまた。どうしてそんなことを？」

　完かん璧ぺきな平静を装よそおって質問を返す。

「先ほど参さん謀ぼう殿どのが『衛えい星せいに転送された五人はいずれもロンドンと無関係』と言われたのでな」フェイは内面の見えない顔で真ま昼ひるが思った通りの言葉を口にし「あの二人ふたりが何者かは不明だと記き憶おくしているが、参謀殿がロンドンの手の者では無いと言い切るには何か根拠があるのかと」

「……先日のニューデリーの事件で賢けん人じん会かい議ぎと敵対していた魔ま法ほう士しです。その時の行動から、他ほかのシティとは無関係と判断しましたが」

　どうにか淀よどみ無く言葉を紡つむぐ。この程度の情報は調しらべればすぐに分かってしまうこと。

　真実の一部を開示することで本当に隠したい情報を隠いん蔽ぺいする──交渉ごとの基本だ。

「そういうことか」はたして、フェイはとりあえず納得した顔でうなずき「了解した。衛星内にロンドン自治軍の関係者がいないと確かく定ていするのであれば、向こうの動きも予測しやすい」

　そう言って、シティ・シンガポール全権大使は円卓から立ち上がる。

　ディスプレイを消去してデータディスクを端末から抜き取り、こっちを見下ろして、

「私は指揮官に状況を確認するため、司令室に向かう。作戦開始前には連絡を差し上げる故ゆえ、参謀殿にはそれまでこの部へ屋やでおくつろぎ頂いただきたい」

　一方的に言い置いて振り返り、扉とびらに向かって歩き出す。

　静かな開閉音に続いて、遠ざかっていく足音。

「行った……かな？」

　それを確認し、真昼は小さく一つ息を吐いた。

　……失敗したなあ……

　どこかに隠れているかも知れない監かん視しカメラを気にしつつ、それでも我が慢まん出来ずに円卓に頬ほお杖づえをつく。言こと葉ば尻じりを捕らえられるなんて、一番自分らしくないミス。一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だということは分かっていたから、十分に警けい戒かいしていたはずなのに。

　つまりは、それだけ追い込まれているということ。

　今回の作戦が始まる前にあらゆる状況は想定してシミュレートしたつもりだったが、さすがにこんな事態は予想の範はん疇ちゆうに含まれてはいなかった。

　……それで、ここからどうする……

　衛星に転送されたはずのサクラとディーを救出する手段は不明、それどころか現状では連絡を取ることさえ出来ない。さらにその衛星には何な故ぜか錬れんとフィアまでもが送り込まれていて、二人と自分の関係をシンガポール軍なりロンドン軍なりに知られることは重要なカードをタダで手渡してしまうことを意味する。

　一方で、氷原のただ中で消息を絶ったセラについては、その後の足取りは一切不明。

　最後に通信素子の信号が確認された場所から考えてサクラ達を衛星に送り込んだ転送システムに関係しているのは間違い無いだろうが、こちらはどこにいるのかすら分からないから、下へ手たをすれば衛えい星せいより遥はるかにタチが悪い。

　いずれにせよ、この局面で一番の焦点になるのは、氷原の下に隠されているはずの『何か』。

　そのことを考えると、さすがに頭が痛くなってくる。

　……この状況で打てる最善手は……

　問もん題だいのポイントをロンドン自治軍に押さえられてしまうのが最悪なのは当然だが、仮に氷原の戦せん闘とうをシンガポール自治軍が制したとしても事態はあまり好転しない。シンガポールにはまだこちらと交渉を続ける意思があるようだが、あの合理的な全権大使ならば間違い無く、手に入れた転送システム──衛えい星せいに送られたサクラとディーの生せい命めい線せんとなるかも知れない装置を餌えさに、こちらに高圧的な条件を突き付けてくる。

　素す早ばやく、シンガポール自治軍よりもロンドン自治軍よりも早く手を打っていかなければ、間違い無く状況に取り残される。

　そのためには、ともかく情報を集めなければ始まらないのだが、

　……ダメだ……

　駒こまが足りない。とにかくもう、圧倒的に動かせる駒が足りない。今の自分は囚とらわれ人も同然で、入手可能な情報の元はほとんどフェイ大使のみ。ロンドン自治軍の情報はおろか当面の協力者であるシンガポール軍の情報も自由に手にすることはままならず、さらに、仮に情報を入手出来たとしてもその情報を元にして実際に状況を動かしていく実行力が無い。

　アフリカ海の本拠地にいる魔ま法ほう士し達を招集するという手は使えない。ここからアフリカ海まではおよそ一万キロ。二つの軍の無線封ふう鎖さが張り巡らされたこの状況で下手に遠えん距きよ離り通信を行えば、ロンドンとシンガポール、それどころか他ほかの全すべてのシティに対して自分達の隠れ場所を知らせることになりかねない。

　後一人ひとり。

　せめて後一人、シンガポールからもロンドンからも自由に動ける協力者が──

「……祐ゆう一いち……」

　思わず声に出して呟つぶやく。そうだ。光の柱が出現する直前、転送システムが隠されていると思われるその地点に、黒衣の騎き士しは一人で立っていた。何な故ぜこんなところに、とあの時は疑問しか浮かばなかったが、今にして思えば大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに通じる入り口の真上に彼がいた、などという事実が偶ぐう然ぜんであるはずが無い。

　仮に祐一がこの事態を予見していたとしたら。

　そこまでいかなくとも、今回の件に何らかの関かかわりを持っているのだとしたら。

　……とすると……

　無む意い識しきに、口元に指を当てる。黒衣の騎士を味方に引き入れる手段を頭の中で模も索さくする。幸い、という言葉は適当ではないが、今回はディーとセラが共ともに行方ゆくえ不ふ明めいになっている。あの二人ふたりを助けるため、となれば祐一も嫌いやとは言わないはず。この戦場においておそらく最強クラスの個人戦力。それを味方に付ければ──

「……なかなか難むずかしいかな……」

　一度だけ、ため息を吐ついた。

　この状況下でシンガポール軍とロンドン軍を出し抜き、展開をこちらの支配下に置く──そのための方策を、真ま昼ひるは全力で探し始めた。
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　立体映像で書かれた『コンディションチェック終了』の文字が、テーブルの中央に唐とう突とつに出現した。

　続いて隣となりに現れた横よこ線せん三本のマンガ顔が、お辞じ儀ぎするようにひらりと角を揺らした。

『みなさまお待たせしました。全システムの正常動作を確かく認にん。本ほん艦かんはいつでも出航可能です、が……』

　そこで、天てん井じようのスピーカーの音声が途と切ぎれる。

　HunterPigeon管制システムの疑ぎ似じ人格『ハリー』は両目と口をほんの少しだけ曲げて困こん惑わく顔がおを表現し、自分自身の立体映像を回転させてテーブルの周りに集つどった面々を見渡し、

『待ってました、という状況では無いようですね。これは』

「……まーな」

　テーブルに頬ほお杖づえをついたまま、空あいた方の手を適当に振ってヘイズは答える。

　何となしに頭をかき、隣に座るクレアに顔を向け、

「で？　シンガポール軍とロンドン軍、どんな感じだ？」

「ダメね。相変わらず、どっちも包囲陣形がっちがち」

　答えて、少女が顔を上げる。

　クレアは両手を頭上で組んで、んっ、と大きく伸びをし、飾り物の瞳ひとみでこっちを見返して、

「飛ひ行こう艦かん艇ていとかフライヤーとか展開してるのはもちろんだけど、問もん題だいはノイズメイカーね。直径百キロぐらいの範はん囲いで空から地面の下まで完全に覆おおって、おじいちゃん達の町を完全に封じ込めてる。……ま、あんな大だい規き模ぼで訳わけ分かんない情報制せい御ぎよ見せられた後だし、当たり前って言えば当たり前なんだけど」

　細い指がテーブルの隅すみから伸びる有ゆう機きコードをつまみ、端子を自分のうなじに押し当てる。少女が脳内で見ている映像──Ｉ－ブレインの絶対知覚によって捉とらえられた北ほつ極きよく海かいの今の様よう子すが、立体映像ディスプレイを介してヘイズの目の前に映し出される。

　復旧作業を終えて続々と集結する両軍の飛行艦艇とフライヤー。ノイズメイカーの影えい響きようで時おりちらつく包囲陣の映像の前には、少女の知覚が遮さえぎられているために完全に「闇やみ」として表現された半球型の広大な領域。

　ヘイズは憂ゆう鬱うつな気分でそれを眺め、視し線せんをテーブルの向かいに移し、

「旦だん那なならどうだ？　あそこに一人ひとりで突っ込んで町までたどり着くとか、いけるか？」

「やってみよう……と言いたいところだが、おそらく不可能だ」

　同じ映像を腕組みして見上げたまま、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちが答える。

　ロングコートを脱いだ黒衣の騎き士しは難むずかしい顔でディスプレイの向こうの闇やみを睨にらみ、

「面めん倒どうなことになったな。俺おれがあの場に留とどまっていれば、もう少し動きようもあったんだが」

「いや、そこは仕方ねーだろ。空間転送に巻き込まれたんだからよ。下へ手たすりゃ旦那まで衛えい星せいに飛ばされててもおかしく無かった訳わけだし、とりあえずオレが拾える場所に落ちただけでもラッキーと思わねーと」

　北ほく緯い六十九度、西経八度。大たい気き制せい御ぎよ衛星の入り口が隠された北ほつ極きよくの町から千キロ以上も離はなれたグリーンランド島沿岸の海中に、ヘイズとクレア、そして祐一を乗せたHunterPigeonは潜ひそんでいる。時刻は午後四時。ロンドンとシンガポールの両軍を襲おそった大だい規き模ぼ情報制御──転送システムの起動から、すでに七時間が経過している。

　町の状況は、残念ながら不明。

　軍が厳げん重じゆうに張り巡らせた通信妨害の影えい響きようで、あの町とも、ロンドンのリチャードとも、一切連絡が取れない状況が続いていた。

「あー、めんどくせー。やっぱ軍の真ま似ねして撤てつ退たいとかしねーで、強引に町の傍そばに不時着でもしとくのが正解だったか？」

「ちょっとちょっと。そんなことしたらあたし達、今いま頃ごろは両方の軍に囲まれてもっとヤバいことになってると思うんだけど……」

　氷原から空の衛星に向かって立ち上った巨大な光の柱。その大き過ぎる情報に呑のまれて演算機き関かんに異常を来きたしたHunterPigeonは、同様の障害を被こうむって混乱に陥おちいった軍の目を盗んで戦場を逃れた。最低出力の低速巡航でどうにかグリーンランド沖まで脱出し、海中で自己修復を行っていたHunterPigeonはそこで、ノイズに偽ぎ装そうされた通信を受けた。

　発信元をたどってフライヤーでグリーンランド島の中心付近に向かったヘイズとクレアは、雪山の頂上に佇たたずむ黒衣の騎士の姿を発見した──と、それが今から五時間ほど前の話だ。

「そういや、何で旦那だけ吹っ飛ばされたんだ？　錬れんとフィアとそれにディー、だっけか？　あの三人が衛星に飛ばされた、ってのはまあ置いとくにしても、周りにいたフライヤーとかは演算機関止まっただけだったしよ」

　情報制御の発動直後に光の中から消えた錬達については、クレアの捉とらえた情報を解析した結果から衛星に転送されたらしいということが分かっている。ついでに、あの三人と目の前の騎士が知り合いだということもついさっき聞いたばかりなのだが、ややこしくなるのでとりあえずそこには触れないでおく。

「おそらく、俺が三人に一番近い場所にいたからだろう」祐一は難しい顔のまま天てん井じようを睨み「光の柱が出現した瞬しゆん間かんに、体が丸ごとねじ切られるような、異様な感触がしたのを覚えている。三人に近付こうとしたが思うように距きよ離りが詰められず、強引に自己領域を展開したところで吹き飛ばされたが……あるいは、俺おれの情報制せい御ぎよと転送システムの間で妙な相互作用でも発生したのかも知れんな」

「なるほどねー」隣となりで聞いていたクレアがうなずき「そういえば、転送の瞬間にあの三人はお互いに直接触れ合ってた、って言ってたわよね、あんた」

「ああ」祐ゆう一いちは少女に顔を向け「錬れんがフィアを抱きかかえて、背中をディーが支えていた。周囲の他ほかの物を巻き込まずにあの三人だけが転送されたところから考えて、転送システムはあの三人の誰だれかを目標に選び、残りの二人ふたりは接触していたために同時に飛ばされた……という推測が成り立つが」

「そこが良く分かんないのよねー」クレアは額ひたいに指をあてて、んー、と考え「状況考えればあの三人がたまたま飛ばされた、ってのは有り得ないと思うけど、じゃあ何がどうなってんの？　あの転送システムが作られたのって大戦よりもずっと前でしょ？　そのシステムが、何であの三人の誰かを選えらぶ訳わけ？」

「その辺は、今はさっぱりだな。転送システム調しらべねーと」ヘイズは横から口を挟み「ってことで、どうやって軍の包ほう囲い網もう突破してあの町に戻るか、って話になる訳だけどよ」

「強引に突入出来ない、ってのが一番のネックよね。下へ手たに動いてあの町が戦場になったんじゃ、何やってるのか分かんないし」

「ああ。……だが、軍に一切感付かれること無く突破出来るほどあの包囲網は甘くないぞ。兵士達も、今いま頃ごろは厳げん戒かい態たい勢せいのはずだしな」

『ですが、あまりのんびりもしていられないのではありませんか？　少なくとも賢けん人じん会かい議ぎの騎き士しが行方ゆくえ不ふ明めいになったのは間違い無いのですから、シンガポール軍は戦力が回復し次第、調ちよう査さ隊たいを派は遣けんすると思われますが』

「いや、そりゃ分かってるけどよ……」

　そこで会話が途と切ぎれ、一同はそれぞれの顔で黙だまり込む。

　と──

『……あー、あー、HunterPigeon応答せよ。繰くり返す、HunterPigeon……』

　天てん井じようのスピーカーから唐とう突とつに響ひびく、ヘイズにとってはよく聞き知った男の声。

「え？　な、なになに？」

「っとぉ！　先生か！」驚おどろいてこっちの腕を掴つかむクレアを横目にヘイズは襟えり元もとの通信素子を引き寄せ「待ってたぜ！　何しろ通信妨害がシティ・ロンドン本体までカバーしてて、こっちからじゃ連絡のつけようが無くてよ！」

『その通信妨害に穴を開けて隠し回かい線せんを通すのに少し手間取った』スピーカーの向こうの男──リチャード・ペンウッドはノイズ混じりの声で答え『ともかく音声だけは送れる状態にしたが。……それで、そっちはどうなってる？』

「あ？　ああ──」

　転送システム起動後のこちらの動きを、簡かん単たんに説明する。

　リチャードは『なるほど』と答え、

『こっちはこっちで説明せねばならんことが色いろ々いろ在あるが……そうだな、ともかくお前達、ロンドン自治軍に合流しろ』

「は？」唐とう突とつな言葉に、思わず他ほかの面々と顔を見合わせ「いや、先生、合流っつっても、ロンドンは厳げん戒かい態たい勢せいだろ？　そりゃオレも一回は自治軍の軍服着たけどよ、円満に除隊したって訳わけでもねーし、この状況でのこのこ出て行くってのは……」

　世せ界かい樹じゆ事件後のヘイズの処しよ遇ぐうは「いちおう脱走扱いだが、誰だれも追わないし罪にも問わない」という何とも玉たま虫むし色いろなところに落ち着いていたはず。

　当然それを知っているはずのリチャードはスピーカーの向こうで『あー』と声を上げ、

『この場合の合流、というのは言葉の綾あやだ。お前さん達はその調ちよう子しで隠れたまま北ほつ極きよくまで移動して、もうすぐ始まるうちの軍事行動に陰から手を貸してくれればいい』

「軍事行動……？」

　何か、とてつもなく嫌いやな予感がする。

　隣となりで目を見開くクレアを片手で制し、ヘイズは訳も無く声を潜ひそめて、

「いや……ちょっと待ってくれよ先生。軍事行動ってなどういうことだ？　ひょっとして」

『北極の地下に隠れている、謎なぞの施設の制圧だ』あっさりとリチャードは答え『ほんの数分前に最さい高こう議ぎ会かいの決定が下った。北極に埋もれているのが情報制せい御ぎよを利用した転送システムで、賢けん人じん会議の主要メンバーが衛えい星せいに送られたらしい、ということが判明したのでな。これを確かく保ほしてシンガポール、というより賢人会議に対する交渉材料として利用しようというのが議会の考えだ』

「だーっ！」ヘイズは思わず叫び「ちょっと待て先生！　前の通信でちょっと話したよな。あそこの地下は……」

『危険な物が埋まっとるんだろう？　それは、すでに軍も議会も承知だ』こっちの言葉をどう勘かん違ちがいしたのか、リチャードは淀よどみ無く答え『地下施設を刺し激げきせんよう、制圧部隊は歩兵と魔ま法ほう士し中心で大だい規き模ぼな砲ほう撃げきは避けることになっとる。シンガポールの方も、当然、そういう編へん成せいで来ることになるだろう。……実を言うとあの辺あたりでファンメイとエドが行方ゆくえ不ふ明めいになっててな。そういう意味でも、小規模な地上戦が中心になるのは都つ合ごうが……』

「だからそうじゃねーんだよ！」

　ファンメイとエドの話は聞き捨てならないが、後回しにする。とにかくリチャードの話す展開はマズい。ロンドン軍が侵攻し、シンガポール軍も侵攻するとなればあの町は戦場になる。住民達はもちろん黙だまってはいない。まして、部隊に魔法士が混ざっているとなれば、あの老人達は全力で攻こう撃げきを仕掛けるだろう。

　施設内に侵入したロンドン軍とシンガポール軍は正体不明の第三勢力に攻撃を受け、当然、全力で反撃する。

　その結果何が起こるかと言えば、それは──

「先生！　作戦中止だ！　今すぐ軍を引かせてくれ！」

『な、何を言っとるんだお前さんは──』リチャードは驚おどろいた様よう子すで『施設に損害は与えんと言っとるだろう。そもそも、こちらが軍を引いてもシンガポールは遠えん慮りよ無く進軍してくる。向こうがこちらほど穏おん便びんに制圧するつもりが無ければ、そちらの方が問もん題だい……』

「だからよ──！」

　思わず両手で顔を覆おおって叫ぶ。隣となりでいらいらとこっちを睨にらんでいたクレアがとうとう「あーもう！」と声を上げ、身を乗り出して襟えりから通信素子をむしり取ろうとする。

「ちょっとあんた貸しなさいよ！　あたしが説明するわ！」

「だーっ、やめろ！　ますます訳わけ分かんないことになんだろうが！」

「待て、この場合、説明には俺おれが適任だ」

『何だ？　どうした？　おいヘイズ！　何をやっとるんだお前さん達は』

『リチャード様申し訳ありません、説明は僭せん越えつながら私が』

　両手を絡めて通信素子を取り合うヘイズとクレアの前で、祐ゆう一いちが立ち上がってテーブルを乗り越えようとする。

　深まる混乱。五人それぞれの声が、HunterPigeonの船室に好き勝手に響ひびき渡り、




『──えーっと、お取り込み中悪いんだけど、私も混ぜてくれない？』




　ぴたりと、全員の声が止まった。

　いきなりスピーカーから飛び込んできた闖ちん入にゆう者しや──五人の誰だれの者でもないその声に、ヘイズはクレアと両手を繋つないだまま硬直した。

「……月つき夜よ、か？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく声は祐一の物。瞬しゆん間かん、ヘイズの頭の中で記き憶おくの回路が繋がる。

「天あま樹ぎ錬れんの姉あね貴きか！　あのモスクワの兄にいちゃんの捕ほ虜りよの！」

『そっちはあの赤毛のお兄さんね。……いや、助かったわ。ロンドンもシンガポールも通信妨害かけまくりで、やっとまともに信号拾えたと思ったらあんた達ってのは』

　スピーカーの向こうの声──天樹月夜は朗ほがらかに応こたえ、『って、あれ？　何で祐一が……』と小さく呟つぶやいて、

『ま、いいわ。とりあえず合流しましょ？　フライヤーで行くから、そっちの座標教えて欲しいんだけど』




　　　　††††††††††††††




　まず状況を整せい理りしよう、というサクラの言葉に、全員がうなずいた。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの内部、ガラスの天てん蓋がいに覆おおわれた半球型の広い空間。陽光が降り注ぐ明るい部へ屋やの中央に、錬れんはフィアと寄り添って座った。

　隣となりにイルがどかっと腰を下ろし、ディーが反対側におずおずと座る。最後に残ったサクラが難むずかしい顔でしばし考え、結局、イルとディーの間に正座する。

　車座になった五人の頭上には、立方体型で三次元に表示されたディスプレイが一つ。

　大戦前の古いデザインで構成されたディスプレイの中央には、ワイヤーフレームで描かれた球形の構造物が映し出されている。

「説明するまでも無いが、これが我われ々われが今いる大気制御衛星の外がい観かんだ」

　サクラの声。

　少女は球体の地図を険けわしい顔で見上げ、一つ息を吐いて、

「私が以前見た大戦前の資料では直径およそ二百メートルの完全に近い球形。戦後に幾つかのシティが観かん測そくしたデータもこれに一致するから、間違い無いと考えて良いだろう。そして……」

　白い指が床ゆかに置かれた携けい帯たい端末を取り上げ、タッチパネルを叩たたく。端末からはケーブルが一本垂れ下がり、床の真ん中に埋め込まれた接続端子へと繋つながっている。

　五人でドームを探たん索さくして見つけた、この衛星内のデータベースに通じる貴重な回かい線せん。

　サクラの操そう作さに従って球形の地図が四つの層に均等に輪わ切ぎりされ、一番上、錬達がいる半球型のドームを含んだ一層が目線の高さまで降りてくる。

「我々がいるのはこの衛星の一番上、皮肉な話だが、地球で言えば北ほつ極きよくに当たる場所だ。データベースによれば衛星は四層構造。この最上層が衛星に滞在する研究者のための居住・実じつ験けん施設で、後の三層には大気制御システムと、この衛星を浮かべている反重力システムが詰め込まれているらしい」

　拡大表示されたガラスのドームの中央、五人が座るその場所に赤いマーカーが浮かぶ。居住施設はドームの周囲をドーナツ型に取り囲んでいて、錬を含めた五人はその施設内のあちこちでバラバラに気を失っていた。最初に目を覚ましたのが錬でその時に確かく認にんした脳内時ど計けいの時刻が『午後一時』だったから、あの戦場で正体不明の情報制御に巻き込まれて意い識しきを失ってから四時間ほど経過していた計算になる。

　続いて動き出した他ほかのメンバーと合流し、ようやく施設内を隅すみから隅まで調しらべ終えたのが、ほんの数分前のこと。

　結果として分かった施設の構造は目の前にある地図と完全に同じ。残念ながらというか当然というか、自分達以外の人間の姿はどこにも発見することは出来なかった。

「ともかく、我われ々われは何らかの力でこの大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに転送されてきた。状況から考えてあの戦場で空間転送の情報制御が発動したのは間違い無いとして、問もん題だいは『何な故ぜ我々だけが転送されたのか』ということだが……」

　そこで、サクラは錬れんに視し線せんを向ける。

　こっちの顔をじっと睨にらみ、眉み間けんにしわを寄せて、

「転送の瞬しゆん間かんに『アリス』という声を聞いたというのは、確たしかか」

「間違い無いよ」錬はうなずき「確かに聞こえた。『アリスの座標を確かく認にん』って。それから……何て言うか、体を引き延ばされるみたいな変な感じがして」

「私とほぼ同じ状況だな」

　口元に指を当て、思し案あん顔がおで応じるサクラ。ニューデリーで戦ってからほんの二週間と少し。こっちに言いたいことは山ほどあるだろうしそれは錬も同じだが、争っていられる状況で無いのは互いに正しく理解している。

「となると、やはり転送の目標とされたのは私と貴方あなたと考えて間違い無さそうだが……」こっちを見つめて首をひねり、サクラは視線を隣となりのイルに向け「『アリス』という単語、心当たりがあると言ったな？」

「おお、言うた言うた」白髪の少年はシンガポールの軍服姿でうなずき「前にそこの天あま樹ぎ錬の姉あね貴きと人喰い鳩HunterPigeonの兄にいちゃんと話した時に出てきたんや。えーっと……」

　ちょい待てよ、と呟つぶやき、少年が小さな丸メガネのサングラスを外はずす。

　フレームの先に指を触れ、どういう理り屈くつか小さな紙片を引っ張り出し、

「ほれ、ここに書いてあんねん。情報制御理り論ろん作った人らの名前と一いつ緒しよに」

　床ゆかの上に広げられた紙片に、イル以外の四人の視線が集中する。

　──瞬間。

　四人はほとんど同時に目を見開いた。




　──計画……大気制御衛星に偽ぎ装そう……天樹にはウィッテンから連絡。アリスを──




「え……」

　言葉の意味を理解するのに、一瞬だけ時間がかかった。

　錬はとっさに声を上げ、その先に続けるべき言葉を見失ってぽかんと口を開けた。

「えっと……何、これ、どういう……」

　かろうじてそれだけ絞り出し、視線で他ほかの三人に助けを求める。が、驚おどろいているのはフィアもディーもサクラも同じであるらしく、三人は一様に口をぱくぱくさせ、何度も深呼吸を繰くり返して、

「あ、あの！　イルさん、これっていったい──！」

「大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに偽ぎ装そうって！　何の話なんですかイル──！」

「あ、貴方あなたという人は！　何な故ぜこうい大事な情報をもっと早く出さないのだ──！」

「ちょ、ちょい待てや！　何でおれが怒られてんねん！」

　三人に同時にまくし立てられて、目を白黒させるイル。

　なおも言いい募つのろうとする面々を「落ち着け！　落ち着けて！」と必死になだめ、少年は短い白髪をわしわしとかき、

「っていうか、おれもそんな詳しい話出来へんで。ニューデリーの事件の時にあの赤毛の兄にいちゃんに聞いただけで」

「いいから話せ。情報の価値はこちらで判断する」

　完全に尋じん問もん口く調ちようのサクラに、イルは、へーへー、とうなずき、

「そもそもこいつは、あの兄ちゃんがロンドンの近くで見つけたもんらしくてな……」

　ヘイズから聞いたという、紙片の出所について説明する。

「……エリザベート・ザインの研究施設だと？」サクラは怪け訝げんな顔をし「しかも、情報制御理り論ろん発表より前に作られた、論理回路式の隠かくし部べ屋や？　何だそれは。貴方は自分が何を言っているのか分かって……」

「せやから、おれに聞くな言うてるやろ」イルは面めん倒どうくさそうに右手をひらひら振り「っていうかお前はどうやねん、天あま樹ぎ錬れん。赤毛の兄ちゃんがこの紙切れ見つけたんって、ロンドンの世せ界かい樹じゆ事件の時やって言うてたぞ。お前も何か関かかわってたんやろ？　そん時、あの兄ちゃんから何か聞かへんかったんか？」

「え、そうなの？」思わぬ繋つながりに錬は目を丸くし「そう言われても、あの時はヘイズとは敵同士だったし、色いろ々いろ誤解が解けたと思ったらすぐに別れて旅に出ちゃったし」

「そうです。だから私も錬さんも、そんなことがあったって今初めて……」

　隣となりから口を挟むフィアに、イルは「そーかー」と口をへの字に曲げる。

　うーん、と腕組みして指の関節を鳴らし、そこでふと視し線せんを隣に向けて、

「ほんで、お前は何でいきなり静かになっとんねん」

「……え……」

　答えるサクラの声は、何故か覇は気きの感じられない物。

　少女は視線をうつむかせ、独り言のように、

「そうか……世界樹を停止させた魔ま法ほう士しというのは、貴方だったか……」

「あ──！」

　思わず錬は大声を上げる。事件が多過ぎて絡まっていた記き憶おくの糸がようやく解ける。三ヶ月前の世界樹事件の発ほつ端たん。シティ・ロンドンで実じつ験けん体たいとして暮らしていたエドに世界樹の存在を教え、軍を裏切るように仕向けたのは……

「そっか！　エドを騙だまして軍と戦わせて、もうちょっとで世界が滅びそうになったのって！」

「人聞きの悪い物言いはやめてもらいたい！」サクラは猛然と顔を上げ「あれは私にとっても全く不測の事態だった！　私はただ、彼の自立を促うながすきっかけになればと思っただけ。世せ界かい樹じゆが危険な失敗作だとは知らなかったし、そもそも、本当に存在するとは思っていなかった！」

「何無責任なこと言ってるの！　あんたのせいでエドがどんなに辛つらい目に遭あったと思ってるの！　だいたい、自分でけしかけたんなら、エドが軍に追われて困ってる時に何で助けに来なかったの！」

「あの時はモスクワ軍との全面戦争の最中で、身動きの取りようが無かった！　ロンドンでの事件を知ったのはずっと後になってからで、エドワード・ザインはすでに世界樹の中で訪ねることも出来なかった！　……それでも許せないと言うのなら逆に訊きくが、私は何もしない方が良かったのか？　彼は私に出会う前のままロンドンで人形のように生きていた方が良かったと、貴方あなたはそう言うのか──！」

「そんなこと言ってない！　だけど──」

「ストップ！　そこまで、サクラも錬れん君もちょっと落ち着いて！」

　なおも言いい募つのろうとする錬の目の前に、銀ぎん髪ぱつの少年が割って入る。

　ディーは片手で錬の、もう片方の手でサクラの視界を遮さえぎり、静かな声で、

「二人ふたりとも、事情は良く分からないけどその話は後で。今は、目先の状況を整せい理りするのが先だよね？」

「……その通りだな、ディー」

　少年の言葉にしぶしぶという顔でうなずいて、サクラが正座のまま居住まいを正す。そう来られては錬も言葉を続けようが無く、仕方無しに浮かしかけた腰を下ろす。

「錬さん……」

　心配そうな顔で、こっちの手に自分の手を重ねるフィア。

「大丈夫だよ」そんな少女に笑え顔がおを返し、錬は一同に向き直って「話の続きだね。……えっと、その紙がロンドンの近くで見つかった物、ってとこからで良いんだっけ」

「せやせや」ようやく話が戻ってきたのが嬉うれしいのか、イルは満足そうにうなずき「おれにも何が何やらさっぱり分からへんけど、とにかく、『アリス』は大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいと関係あるみたいやし、たぶん情報制御理り論ろんの生みの親とも繋つながってる。お前ら二人ふたりとも『アリス』いう言葉を聞いて、それで大気制御衛星に飛ばされてんから、こらもう偶ぐう然ぜんなはずあらへんやろ？」

「や、そんなこと言われても……」

　思わず呟つぶやく錬を余よ所そに、ディーとフィアが「確たしかに」という顔でうなずく。が、心当たりが全く無い錬にはどうにも実感がわかない。それはサクラも同じであるらしく、少女はいかにも怪け訝げんそうな顔で白髪の少年を見つめて、

「勝手に断定されては困るぞ幻影イリユージヨンNo.17。少なくとも私には『アリス』などという言葉に心当たりは無い」

「そうだよ。だいたい、あの声聞いたのって僕とサクラだけなんでしょ？　偶ぐう然ぜんじゃないって言うんなら、僕ら二人ふたりだけが引っかかるような何か……」

　言いかけて錬れんは「あ」と口を開ける。全く同じ事実に思い至ったらしく、サクラもすぐに目を見開く。

「……あった。『悪あく魔ま使つかい』、だ」

　ぽつりと呟つぶやく錬。

「待て！　いや待て天あま樹ぎ錬！」たちまちサクラはまなじりを吊つり上げ「有り得ないことだ！　貴方あなたはこの衛えい星せいが魔法士の誕たん生じようより前に建造された物であることを忘れているのではないか？　確たしかにその紙には貴方の生みの親と私の父とう様の名前が記されているが、だからといってここで我われ々われのＩ－ブレインが関係してくるはずが」

「せやけど、この紙切れが見つかった場所の問もん題だいがあるで」すかさず口を挟むイル「情報制せい御ぎよ理り論ろんが発表される前に論理回路が実用化されとったんは間違いないねんから、お前らの方のそれも無関係って言い切るんは早いんとちゃうか？」

「いや、それは……」

　難むずかしい顔で黙だまり込むサクラ。

　そんな少女を前にイルは真ま面じ目めな顔でうなずき、

「ま、何にしてもさっぱり情報が足らへんわな」そう言って視し線せんを他ほかの三人に向け「ってことで、この衛星徹てつ底てい的てきに調しらべよか、いうんがおれの案や。ひょっとしたらどっかに飛ばされてきた時の逆で地上に行けるみたいな装置があるかも知れへんし、お前らも、ここから雲の電でん磁じ場ば突っ切って地上までダイブいうんは最後の手段にしたいやろ？」

　確かに、と錬はうなずく。例えば自分やフィアが能力を使えばこの高度から地上まで降りること自体はそう難むずかしく無いが、雲を突っ切っている最中にＩ－ブレインが重大な損傷を被こうむる可能性が否定出来ない以上、そんな無む茶ちやは出来ない。

　と、「でも、調べるって言っても」と隣となりで聞いていたディーが首を傾かしげ、

「入れる部へ屋やは全部隅すみから隅まで見て回ったし、壁かべも床ゆかも天てん井じようもみんなで完かん璧ぺきにチェックしましたよね？　これ以上どこを調べたら……」

　と、何な故ぜかイルに対しては丁てい寧ねいな口く調ちようで話す少年。そういえばこの二人がどういう関係なのか、錬はよく知らない。元々は同じシティ・マサチューセッツのファクトリー出身だという話は聞いているが、それも今は敵同士。先日のニューデリーの事件でも激はげしい戦いを演じたはずの二人なのだが、そんな険悪な空気はどちらからも欠片かけらも感じられない。

　……っていうか、何かディーの方がイルをものすごく信頼してるみたいな……

　納得いかない気分で考える錬の前で、白髪の少年は立体映像の地図に向かって腕組みし、

「せやな。確かにこの居住区画は残らず調べたし、手がかりはなーんもあらへんかった。このデータベースも地図以外にまともな情報入ってへんし、これ以上探っても何か出てくるとは思われへん。……ってことは、や」

　思わせぶりに言葉を切り、足あし下もとの床ゆかを爪つま先さきでつついて、

「この下、大たい気き制せい御ぎよシステムとか反重力システムとかが入ってるいう階層を調しらべてみなしゃーないやろ」

「下……ですか？」これにはフィアが怪け訝げんな顔をし「あ、あの！　でもこの地図だと、私達がいるこの階層から下の大気制御システムがある階層に降りられる場所ってどこにも無いんです。それに、下の階層って端から端まで機き械かいが隙すき間まも無いくらいぴったり詰まってるって描かいてありますから、無理やり降りるにしてもその機械をどうにかして、どこかに入る隙間を作らないといけないと思うんですけど……」

　と、イルは「せやねんなー」と頬ほおをかき、

「さすがにこんだけぎちぎちに詰まってるとなぁ。機械とか構造材とか透とう過かして降りられるだけ降りても、結局、どこにも隙間無かったら動かれへんようなって、Ｉ－ブレインの疲労限界きてアウトやし」と分からない事を呟つぶやき「ってことで、やっぱ実力行使や。こうなったらここにおる戦力で、適当に床とその下の機械ぶっ壊こわして隙間作るしかあらへんやろ」

「え？」呟くイルに、目を丸くするフィア。「ぶっ壊す、ですか？」

「せや、ちびっこ」イルはそんな少女を余裕の態度で制し「そらもちろん、この下には地上に通じる転送システムとかそういう大事なもんが隠れてるかも知れへんねんから、それは壊さんように気ぃ付ける。けど、それ以外のほとんどの部分は大気制御システムのパーツやねんから、適当に壊してもどうってことあらへんやろ」

「……は……？」その言葉に、隣となりで聞いていたサクラが目を丸くし「待て幻影イリユージヨンNo.17！　何を無む茶ちやなことを言っているのだ貴方あなたは！」

「いや、そない驚おどろかんでも」イルはひらひらといい加減に手を振り「どうせ最終的には、この衛えい星せい落とすんやろ？　せやったら、今、適当にちょっと壊したかて別にどうってこと……」

「バカか貴方は──！」

　たちまち声を張り上げるサクラ。

　少女はタイル張りの固い床を両手で力任せに叩たたき、

「全く呆あきれて物が言えない！　以前から短たん慮りよな男だとは思っていたが、ここまで考え無しとは驚かせてくれるな幻影No.17！」

「な、何やねん！」そんなサクラの反応がよほど予想外だったのか、イルはちょっと腰を引き気味で「そないおかしなこと言うたか？　この衛星が今も雲吐き出しとんのは間違いあらへんねんから、何にしても壊した方がええんは確かく実じつ……」

「それが短慮だと言っているのだ！」サクラは正座からずずいっと身を乗り出してイルに詰め寄り「いいか？　シティの観かん測そくによればこの衛星は確たしかに遮しや光こう性せい気体を絶えず大気中に散布しているが、そもそもこの気体は自然界で分解するのに千年程度の時間が必要な物だ。仮に衛星が機き能のうを停止したとしても今ある雲は消滅しないし、問もん題だいは何一つ解決しない！」

「いや、そらそうやけど、落として損するいうことは……」

「少しは物を考えたらどうなのだ貴方あなたは！」サクラは眉み間けんにこれでもかとしわを寄せ「いいか？　この世界を覆おおう雲は衛えい星せいが存在せずとも構造を維持し続けることが出来る。にもかかわらず、北ほつ極きよくと南なん極きよくに存在する衛星は暴ぼう走そう事故から十年以上経たった今でも遮しや光こう性せい気体を吐き出し続けている。一説にはこの衛星は周囲の遮光性気体をいったん取り込んでから散布することで北極と南極の間に循じゆん環かん系けいを作り出しているのではないかという話もあるが、それも仮定の一つに過ぎない──我われ々われは、この衛星が現在の地球においてどんな役割を負って、何のために機能し続けているのか、本当のところは何一つ知らないに等しいのだぞ？」

　一息にそう吐き出して、サクラは深呼吸する。

　イルの顔に自分の顔をぎりぎりまで寄せ、ドスの利いた声で、

「内部調ちよう査さも済ませずに闇やみ雲くもに破は壊かいして、後で重要なシステム、それこそ雲を除去出来るような手段でも隠されていたことが分かったら、貴方はどう責任を取るつもりなのだ？」

「どうって……そら、お前……！」

　かろうじてそう絞り出し、助けを求めるようにこっちを振り返るイル。

　その後を瞬しゆん時じに追って、サクラも錬れん達に鋭するどい視し線せんを投げ、

「貴方達もまさか、『せっかく来たのだからついでに衛星を破壊してしまおう』などと短たん絡らく的てきなことを考えていたのではあるまいな」

「え……」

　実は考えていた。錬は平静を装よそおうとして失敗し、全力で少女から視線を逸そらす。見れば、ディーとフィアはサクラと同じことを考えていたらしく、それぞれに「まったくだ」という顔でうなずいている。

　何だかものすごく恥ずかしい。

「まったく……」そんな錬とイルを前に、サクラは深々と息を吐き「ともかく、当面はこの施設に物理的な損傷を与える可能性のある行動は慎つつしんでもらいたい。最終的に『衛星を破壊した方が良い』という結けつ論ろんにたどり着く可能性が高いことはもちろん否定しないが、その前に調しらべるべきことは山のようにある」

「そない言うけど……ほんならこれからどないすんねん」と、イルはおそるおそるという口調で「その地図見た通り、この階層と下の階層は完全にバラバラになってるぞ。整せい備び要員が入るための入り口は衛星の外側についとるみたいやけど、おれらが雲の中突っ切ってそこまで行く、いうんも無む茶ちやな話やし」

　そこで言葉を切り、ん？　と首を傾かしげて、

「っていうか、この衛星の構造なんかおかしないか？　研究員の人らが来る時は普通はこの階層を使ってたはずやのに、何でそこから下の階層に直接降りる方法があらへんねん。何かあって下の機き械かいをいじらなあかん、いうことになったらどないするつもりやってん」

「その疑問は私も感じていた」サクラはうなずき「この衛えい星せいに使われている技術が幾つかのシティの独自開発であったことからその機き密みつ保持のため──と仮定すればいちおうの筋は通るが、それにしても度が過ぎている。誰だれかが下の階層に何かを隠そうと考えたのなら、これ以上うってつけの条件は無いが……」

　呟つぶやいて、少女は床ゆかに置き去りにされたままの紙片を見下ろす。

　──大たい気き制せい御ぎよ衛星に偽ぎ装そう──

　そう書かれた部分をしばし無言で見つめ、サクラは息を吐き、

「やはり、何らかの手段で下の階層に降りたいところだな、ここは」

「いうことは、やっぱしこの床ぶっ壊こわして……」言いかけて、イルは首をすくめ「冗じよう談だんや冗談。んな怖い顔すんなや」

「貴方あなたの冗談には、時々殺意を感じるのだが」仏ぶつ頂ちよう面づらでサクラは嘆たん息そくし「……まあいい。いずれにせよ、まずはこの階層をもう一度調ちよう査さし直すべきだろうな。望みは薄うすいが、何か見落としがあるかも知れん」

　それで異い論ろんは無いか、と言う少女の言葉にイルとディーがうなずき、錬れんも慌あわててそれに倣ならう。どの道、ここまでおかしな状況に投げ出されてしまっては選せん択たく肢しなど幾つもあるはずが無い。

　と。

　……錬さん……

　唐とう突とつに、頭の中で声。

　……どうかしたの？　フィア……

　特に慌てることも無く、思考で答える。普通の人ならいきなり心の声で話しかけられれば驚おどろいて顔色ぐらい変えるかも知れないが、少女とずっと一いつ緒しよに過ごしてきた錬にとってはすでに日常の一コマ。顔色どころか心拍数一つ乱さないのだから、すぐ傍そばで見ているはずの他ほかの三人にも当然気付かれない。

　……はい。あの、実は手がかりみたいな物があるんです……

　……手がかり？……

　はい、というフィアの声と共ともに、頭の中に映像イメージが流れ込んでくる。少女がこの衛星の中で見た夢と、意い識しきを取り戻してから錬に出会うまでのほんの数分間の出来事。古びた机に残された一枚の写真と小さなディスク。ディスクに同調したフィアのＩ－ブレインがかいま見た過去の光景。

　どこかの研究室らしき場所で語り合う四人の姿。情報制御理論の生みの親である三人の科学者、天あま樹ぎ健けん三ぞう、エリザベート・ザイン、アルフレッド・ウィッテンと、そしてもう一人ひとり……

　……アリス？……

　フィアがイメージしたその名に錬は驚き、

　……すごいじゃない！　でも、何で今まで黙だまって……

　そんな言葉が頭に浮かぶが、すぐに自分で納得する。少女がディスクの中を読むために使った同どう調ちよう能力は本来『マザーコアとして最適化』されたもの。サクラやディーにはすでに知られているはずだから問もん題だい無いにしても、ここにはモスクワのエージェントである幻影イリユージヨンNo.17がいる。フィアに対する態度におかしな点は無いし月つき夜よがその事実を明かすとも思えないからイルはまだ少女の正体を知らないはずで、それは今後も隠しておくに越したことは──

「おーい、何で今度はお前らが黙っとんねん」

「え！　うん、ちょっと忘れてたことがあって」

　さすがに不ふ審しんそうにこっちを見るイルに、錬れんは慌あわてて答える。隣となりのフィアに顔を向け、出来るだけわざとらしくならないように気を付けて、

「ほらフィア！　さっき預けたあれ！　あれ出して！」

「え？　……あ！　はい、ええっと……」

　少女は一いつ瞬しゆんきょとんと目を丸くし、すぐに話の流れを把は握あくした様よう子すで上着のポケットに手を差し入れる。他ほかの三人が何事かと注目する前で、フィアは取り出した写真とデータディスクをこっちにおずおずと手渡す。

「フィアを見つけた部へ屋やに落ちてたんだよ。ディスクの中身は分かんないけど、何か手がかりになるかも」

「お前なぁ。こういう大事なもんはもっと早はよ出してもらわんと……」

　さっきの仕返し、とでもいうようにやれやれと首を振るイルの後ろで、サクラとディーが難むずかしい顔をする。フィアの能力を知っている二人ふたりには、話の流れが読めたのかも知れない。

　ごめんごめん、と笑いながら、写真とディスクを床ゆかの上、紙片の隣に置く。

「これは……」とサクラが真っ先に写真の方に反応を示し「以前に何かの資料で見たことがある。情報制せい御ぎよ理り論ろんの創始者、天あま樹ぎ健けん三ぞうとエリザベート・ザインだな」

　写真の左右に写る男と女を示すサクラの指先に、他の四人の視し線せんが集中する。

「ほんまか」

「間違い無い。私が見た資料より随ずい分ぶん若い頃ころのようだが」

　イルの言葉にそう答え、サクラは写真の中央に座る金髪の少年と黒髪の少女に視線を向け、

「となると、この二人は……」

「男の子の方がアルフレッド・ウィッテン、ってこと？」錬は横から口を挟み「確たしかウィッテンって、他の二人に比べてものすごく若かったんだよね。何となく計算は合いそうだけど」

「そう……なのか……？」と、サクラはいかにも複雑そうな顔で「確かに年ねん齢れい差さを考えればそのぐらいかという気はするし、どことなく父とう様に似ているようにも見えるが……」

　むうぅ、と唸うなる少女の前で、錬も写真を見下ろす。右上に写る東洋人の男。自分の生みの親である科学者、天樹健三──と頭では理解しても、何しろ自分が目覚めた時にはすでに死んでいた相手だから大した感かん慨がいはわかない。

　が、サクラにとってはまた話が違うのかも知れない。

　少女は写真の中央の少年を指先で何度も撫なで、

「では……隣となりに写っているのは？」

　その言葉に、五人の視し線せんがいっせいに移動する。古びた写真の中央、ウィッテンらしき少年と手を繋つなぐ、同おない年どしくらいの少女。柔らかな黒髪に抜けるように白い肌の、東洋人とも西洋人ともつかない容よう貌ぼうの……

「ねえ」と、ぽつりとディー「この子、サクラに似てないかな」

「ディー、頼むからおかしなことを言わないで欲しい」と、サクラは口では反はん論ろんしつつ自分でも薄うす々うす感じていたらしい顔で「まあ、確たしかに特徴的な容貌ではあるが……」

　そう呟つぶやいたきり、黙だまり込む。他ほかの四人も何とも言えずに、写真の少女とサクラの顔を横目にちらちらと見比べる。

「あー！　もう、そんな埒らちがあかん話はどうでもええねん！」と、唐とう突とつにイルが両手を叩たたき「とりあえずこの写真は分かった！　次はそっちのディスクやろ？」

「そ、そうですね」

　ディーが慌あわてた様よう子すでうなずき、データディスクを取り上げる。サクラの前に置かれた携けい帯たい端末を引き寄せ、『西せい暦れき二一七七年十月』とかかれたディスクを中に押し込む。

　途と端たんに、立体映像ディスプレイに展開される膨ぼう大だいな量のテキスト。

「これって……日記、ですか？」

　中身を知っているはずのフィアが驚おどろいた声を上げる。おそらく少女が見た映像というのはこのデータを元にＩ－ブレインが再構成した物で、中に詰まっているのが日記形式の文書データだということまでは把は握あくしていなかったのだろう。

「そのよう……だな」サクラが曖あい昧まいにうなずき「最初の日付は二一七七年十月一日。ラベルの表記と同じだが、この衛えい星せいが打ち上げられる二年も前の日記が何な故ぜここに……」

　何気ない所しよ作さで伸びた少女の手が、ディスプレイの表面に触れ、




　──『アリスを認証』と、どこかで声が聞こえた。




　重苦しい轟ごう音おんが、ガラスのドームを震ふるわせた。

　床ゆか下したから伝わる断続的な振動に、五人の魔ま法ほう士しは飛とび退すさって身構えた。

「な、何や！」

　イルの叫びに答えるように、ドームの中心で動きが生まれる。五人が取り囲む中央、この衛星のデータベースに通じる接続端子が埋め込まれた一点を中心にタイル張りの床が円形に陥かん没ぼつし、十字に分ぶん離りして四方に広がっていく。

　その下からせり上がってくるのは、円筒形の大型エレベータ。

　表面に隙すき間ま無く論ろん理り回路を刻み込まれたエレベータの扉とびらが、音も無く開く。

「これは……隠いん蔽ぺい用ようの論理回路か……？」

　サクラの呟つぶやきに応こたえるように、目の前に出現する立体映像ディスプレイ。

『──お帰りなさい、アリス──』

　五人の魔ま法ほう士しは顔を見合わせ、扉の奥を覗のぞき込んだ。




　機き械かい合成の音声が、目的階への到着を告げた。

　体感の加速度で考えて百メートルは下っただろうか。柔らかなクリーム色に統一されたエレベータの中を見回し、錬れんは小さく息を吐いた。

「終点……か？」

「みたいやな」

　先頭を行くサクラとイルが、扉を前に言葉を交わす。その次にディーが続き、錬は一番後ろでフィアと寄り添っている。

　見つめる五人の前で、扉がゆっくりと左右に開き──

「……な……」瞬しゆん間かん、息を呑のむサクラ「バカな……何だここは……」

　隣となりのイルが「おいおい……」と呟き、エレベータの外に進み出る。両手を目一杯広げてその場でぐるりと一回転し、

「こらまた広いなぁ、おい！　びっくりやわ！」

　わざとらしく叫ぶ少年の声に、錬もようやく頭の線せんが繋つながる。傍そばで呆ぼう然ぜんとしているフィアの手を引いて、おそるおそる扉をくぐる。

「なに……これ……」

　無む意い識しきに口から漏れる呟き。

　目の前に広がる光景──草木が生い茂る広大な空間を、何度も何度も左右に見渡す。

　広さはどう少なく見み積つもっても直径一キロ以上。つまり、錬が今いるはずの大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいのサイズに比べて軽く五倍は広い。完全な円形らしき空間の端は崖がけや山肌などの自然を模もした壁かべになっていて、頭上のずっと遠くまでそびえ立っている。緑みどり色いろの地平線を構成しているのは一面に敷しき詰められた天然の芝生しばふで、色とりどりの花々がそこかしこで揺れている。

「庭……ううん、公園ですか……？」

「いや、確たしかに公園っていうか、え、でも……」

　フィアの問いに自分でも良く分からない答えを返し、半ば無意識に歩を進める。エレベータの前からはレンガ色のタイルを敷き詰めた広い道が一直線に伸び、その両側には広こう葉よう樹じゆの高い並木が整せい然ぜんと連なっている。周囲を時おり行き交う幾つもの銀ぎん色いろの光は庭園の整備のために配置されているらしいロボットで、小さな半球型の体でハサミとスコップを操あやつり、芝生を丁てい寧ねいに整ととのえていく。

　ゆっくりと視し線せんを上に向け、遥はるか彼方かなた、どう考えても衛えい星せいの中に収まるはずの無い高い天てん井じようを見上げる。エレベータの通り道であるレンガ模も様ようの円柱は草原から一直線に天井に向かって伸び、途中から自然な形で色を消して上の方では見えなくなっている。

　柔らかな青い光を放つ天井が本物の空では無いことに訳わけも無く安心し、すぐに、その光の波長が自然の陽光をそのまま取り込んだ物であることに気付く。

「どないなっとんねん、これ。ひょっとして、あのエレベータ乗ってる間にまた空間転送食らったとか、そういうオチ……」

「違うみたいです」

　半笑いで呟つぶやくイルに、答える声はディーの物。

　少年はいつの間にかエレベータの裏に回り、土台部分の、地面からせり出した円形の金属部品を見つめている。

「この部品、エレベータ本体に彫られた情報偽ぎ装そう・隠いん蔽ぺい用のとは違う論ろん理り回路が描かれてます。このパターンってどうも地面の下全体に広がってるみたいで……空間転送するだけだったらエレベーターの途中だけに細さい工くすれば十分ですよね？」

「え……？」

　ほら、とディーが指さす先、庭園の端にそびえる山肌の一角に視線を向け、錬れんは息を呑のむ。

　ロボットの補修が間に合っていないのだろう。土が崩れてむき出しになった金属の壁かべに稠ちゆう密みつに刻まれた、足あし下もとにあるのと同じパターンの文もん様よう。

　この空間を包み込むように広がる、巨大な論ろん理り回路。

　ということは、つまり──

「衛えい星せい内のどこかの場所を空間構造制せい御ぎよで無理やり引き延ばして、この空間を作り出してるってこと？」

「そう理解するしかないようだな。……納得はいかないが」

　呟つぶやく錬れんにそう答え、サクラは視し線せんをゆっくりと動かす。つられて錬も、そして他ほかの三人も同じ方向を見る。

　エレベータからまっすぐに延びる道のずっと先、草原のただ中に建てられた、レンガ造りの大きな家。
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「……行くべきだろうな、ここは」

　少女の言葉にうなずく一同。

　作り物か自然かも分からない風が吹き抜け、木々の梢こずえをざわめかせた。






　　　第六章　虚構の戦場　～Master of life～







　どことも知れない長い道を、一人ひとりで歩いている。

　ふわふわとおぼつかない、雲の上を歩くような足取りで、曲がりくねった道を進んでいく。

　薄うす闇やみの道は大きな川に沿っていて、静かな水音が絶えず聞こえている。ゆったりと流れる風は少しだけ冷たく、背中の黒い翼つばさが自然と震ふるえる。

　随ずい分ぶん長い間忘れていた、翼の感触。

　どこか希き薄はくなその感覚を不ふ思し議ぎとも思わず、ぼんやりとした意い識しきのままに歩き続ける。

　──メイ。

　耳元で、懐なつかしい少年の声。

　立ち止まって振り返り、影かげ法ぼう師しのような姿を見つけて、笑う。

　──シャオ。

　影法師の少年が小さくうなずき、目の前をすり抜けて道の傍かたわらに座る。その後を虚うつろな意識で追いかけ、少年と並んで腰を落とす。

　と、そこはいつしか、川のほとり。

　緩ゆるやかに流れる水みな面もの上に、ぶらりと足を垂らす。

　──元気か？

　同じように足を揺らしながら、少年が問う。少しだけ答えに迷い、視し線せんをうつむかせて、たぶん、と答える。

　少年は、何だか困った顔で、

　──へこんでるんだな。

　水面に映る自分の顔を見つめたまま、うん、とうなずく。

　少年はますます難むずかしい顔で、

　──友達、出来たんだろ？

　出来た、と答えると、少年が影かげ法ぼう師しのまま腕組みする。

　闇やみに融とけるような爪つま先さきで水面を弾はじき、川の流れを揺らめかせて、

　──ケンカとか、したのか？

　違う、と首を振り、背中の翼つばさを伸ばす。羽の先で水面に円を描き、小さな渦うずを作る。

　あの子は親友、もちろんケンカなんかしない。しないけれど。

　──負けたのか。

　静かな声に、うん、とうなずく。

　生まれて初めて感じる、この気持ち。

　ずっと並んで歩いていると思っていた相手が気が付かないうちに背中も見えないぐらい遠くに行ってしまったみたいな、そんなもやもやした焦しよう燥そう感かん。

　──でも、メイはがんばってるだろ？

　影法師の少年は首を傾かしげて、そんな言葉を口にする。闇に隠れて朧おぼろな少年の口元が、ひどく心配そうに見える。

　お前はちゃんとがんばっているだろう、と。

　運命に弄もてあそばれて、友達を全すべて失って、自分自身すら何度も死と再生を繰くり返して、その運命を乗り越えた後もずっと病やんだ体と戦い続けて。

　それでも必死でがんばって来たのだろうと問うその声に、小さく、うん、とうなずく。

　少年は首を傾げたまま、小さく息を吐いて、

　──がんばってるだけじゃ、ダメか？

　気き遣づかうようなその声に、分かんない、と答える。水面に映る自分の顔が、笑っているみたいな泣いているみたいな、奇妙な形に揺れる。

　小さな不安が、心の奥で転がる。

　わたしは今のままでいいんだろうか、という疑念が、棘とげのように突き刺さってどうしても抜けない。

　──まだまだ、がんばり足りないのか？。

　そんなことは無い、と、自うぬ惚ぼれかも知れないけど思う。がんばって、がんばって、誰だれにも負けないくらいがんばってやっとここまでたどり着いたのだと、胸を張ってそう思う。もう死の恐怖に怯おびえる必要は無い。優やさしい人達に囲まれて、自由に動く体があって、安心して眠れる居場所があっていつも一いつ緒しよの男の子がいて、普ふ段だんは遠く離はなれているけど大切な親友もいる。

　遠い島で運命に絶望したあの時とは違う、病やまいに倒れて暴ぼう走そうの恐怖に怯おびえたあの時とも違う。目の前の少年が、そして他ほかの友達が望んでも得られなかった幸せを、自分は全部持っている。

　そして、それなのに、自分は迷う。

　このまま、ただ幸せで良いんだろうかと、どうしてもそんなことを考えてしまう。

　──メイは、幸せに慣なれてないだけじゃないのか？

　そうかも知れない、と思うけれど、それだけじゃない、とも思う。少なくともあの子は違う。金きん色いろの髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみの、自分の親友の女の子。自分と同じくらい辛つらい目にあって、その中でやっと幸せを手に入れて、なのにそこから一歩踏み出す道を選えらんだあの子。

　負けたくない、と思う。

　負けないためには、どうすれば良いんだろうと思う。

　今の自分には、普通の人に出来ないことが出来る。速く走ることも重い物を持ち上げることも出来るし、空を飛ぶことだって難むずかしくはない。だけど、その力はどう使ったら良いんだろう。がんばって、一いつ生しよう懸けん命めいやって、みんなに褒ほめてもらって──そんな場所から踏み出すには、どうすれば良いんだろう。

　わたしは、この世界で、何が出来るんだろう。

　──難しいな。

　影かげ法ぼう師しの少年が、ぽつりと呟つぶやく。

　その言葉に、うん、とうなずき、立ち上がって、そして──
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　夢からの目覚めは、唐とう突とつだった。

　ファンメイは三角座りの体勢でまぶたを開き、そのまま勢いよく立ち上がろうとして、

「あいたっ──！」

　ものすごい反動で腕を引き戻され、悲鳴を上げて座り込む。首をいっぱいに曲げて肩越しに背中を見下ろし、自分の両手に手て錠じようがかけられているのを発見する。

　外はずせないものかと何度か無む駄だな努力を繰くり返し、座った姿勢のまま背中に体重をあずけて息を吐く。

　背中に当たるのは何かのパイプらしき丸い感触。手錠はどうやらこのパイプに絡まっているらしく、立ち上がれないどころか這はいずって動くことも出来ない。

　……何これ。わたし、どうなって……

　混乱した頭でおそるおそる左右を見回し、すぐに、少し離はなれた場所で同じように捕まっているエドを発見する。そのちょうど反対側にはファンメイが助けた、確たしかセラという名前のポニーテールの女の子。二人ふたりとも両手に手て錠じようを掛けられて首にはノイズメイカーまで付けられているのが見えるが、命に別状は無いようで気持ちよさそうな寝息を立てている。

　五メートル四方ほどのコンクリート打ちっ放しの部へ屋や。室温調ちよう整せいが施ほどこされているらしく寒さは感じないが、素足に触れる床ゆかの感触はやはりひやりと冷たい。目の前、部屋の中央では何かの生産プラントらしき大きな水すい槽そうが絶えず水音を発していて、それで川の夢なんか見たのかと一人ひとり納得する。

　……って、ノイズメイカー！

　慌あわててＩ－ブレインにアクセスし、現在の動作状態をチェックする。体のほとんどの部分を情報制せい御ぎよされた黒の水で維持しているファンメイは、Ｉ－ブレインが機き能のうを失えば跡形も無く崩ほう壊かいしてしまう。

　脳内に返ってくるステータス表示は黄き色いろ信号、つまり「ノイズメイカー付けられて色いろ々いろ機能止まってるけど、生命活動の維持には問もん題だい無いから大丈夫！」の意味。

　ほぅ、と安あん堵どの息を吐き、心の中でリチャードと研究室の人達に感かん謝しやする。

『この訓練はねー、メイちゃんに何かあった時のための安全装置！』

　そう笑う、ファンメイのＩ－ブレイン調整担当のお姉ねえさんの顔を思い出す。万が一にもノイズメイカーを付けられるような事態になった時の保険として、ファンメイはここ数ヶ月の間に『脳内の重要な場所の体たい組そ織しきを書き換えて常にノイズよけの論ろん理り回路を貼はっておく』訓練を積つんでいる。これで寝てる間に捕まっても大丈夫よ、というお姉さんの言葉を聞いた時にはそんな間抜けなことしないもんと反論したが、さっそく役に立ってしまった。

　とはいえ、この状態ではＩ－ブレインから全身に情報を送り出す方の経路も制限されてしまうから、普通の人間以上の能力──飛んだり蹴けったりパンチで壁かべを壊こわしたり体の大きさを変えたり──はいつもの十分の一も使うことが出来ない。

　どうしようか、としばし考え、そういえばと思い出して、

「小龍シヤオロン、どっかいる？」

　その声に応こたえるように、部屋の隅すみから真っ黒な毛並みの子猫が駆かけ寄ってくる。本体である自分のＩ－ブレインが機能低下したことで黒の水のサイズを維持出来なくなったのだろう、両手のひらに収まりそうなぐらい小さくなった子猫はこっちの膝ひざに飛び乗るとひらひらした裾すぞを小さな前足でかりかりと引っ張る。

　自分がちゃんといつものチャイナドレスを着ていることに、今いま更さらながらに安心する。

　昔のマンガだとこういう時は意味も無く裸だったり知らないパジャマに着替えていたりするものだが、うっかりそんな大人おとなな展開になっていたら大変どころの話ではない。

　……ここ、どこなんだろ……

　小龍シヤオロンの揺れる頬ほおひげをぼんやり見下ろしつつ、そんなことを考える。確たしか自分は、吹雪ふぶきの中をさまよっていたはずだ。ウィリアム・シェイクスピアが墜つい落らくして、通信が効かなくなって、仕方が無いからエドと賢けん人じん会かい議ぎの女の子を拾って助けを呼ぶために氷原を歩き出して……

「……そーだ、それで途中で気絶しちゃって」

　体力切れと体温低下で動けなくなって、朦もう朧ろうとした意い識しきの中で誰だれかを見つけた。地下の穴から出てきた不ふ思し議ぎな人ひと影かげにエドとセラを助けてもらおうとして、二人ふたりを差し出したところで完全にスイッチが切れて、

　……あの人達に助けてもらった……のかな？

　というより、捕まったと言う方が正しいかも知れない。吹雪で凍り付いていたはずのドレスと髪がとりあえず乾いていたりエドとセラが防寒着を脱いでいたりするのは誰かが手入れしてくれたからだと思うのだが、その割には背中の手て錠じように友好的な空気が感じられない。

　どうしよう、と悩み、左右のエドとセラに順に視し線せんを向ける。小声で呼びかけてみるが全く反応無し。困った。

　と──

「じゃから、これからどうするんじゃと言うとるんじゃろうが！」

　生産プラントの向こう、一枚だけ付けられたドアの向こうからいきなり声。

　びっくりして身をすくめ、息を殺してともかく聞き耳を立てる。

「そう言うても、助けちまったもんは仕方無かろう！　……そりゃわしも、最初から魔ま法ほう士しだと分かっとったら放っといたわ」

　しわがれて少しくたびれた、最初がたぶんお爺じいさんで次がお婆ばあさんの声。

　二人の声は互いに罵ののしり合いながら、足音と一いつ緒しよにまっすぐドアに迫ってくる。

「あんたはいっつもそれじゃあ！　だいたい、上の戦せん闘とうをリアルタイムでモニターしとらんかったんがそもそもの間違いじゃろうが。交戦データを解析してみたら助けた子供が軍の魔法士でした、てそんな間抜けな話も無かろうに！」

「何言っとるんか。町の外に出しとる監かん視しカメラはロンドンとシンガポールに見つかるかも知れんから全部隠して、上の状況は後で他ほかのセンサーのデータを解析する──っちゅうことでお主ぬしも賛さん成せいしたじゃろうが」

　何とも剣けん呑のんな会話に思わず身をすくめる。どうやら吹雪の中で行き倒れた自分達を助けてくれたのはこのドアの向こうにいる誰かで、しかもその誰かにとってはこっちが軍の魔法士だったということがものすごく不本意らしい。口ぶりからするとロンドンともシンガポールとも無関係のようだが、そんな人達がどうしてあの戦場の真ん中にいきなり現れたのかさっぱり分からない。

　あるいは、自分達が戦った北ほつ極きよく海かいの氷の下に、誰だれも知らない秘密の町が隠れていたとでも言うのだろうか。

　首を捻ひねるファンメイの前、ドアのすぐ向こうで足音が立ち止まる。

　ロックを解除する小さな金属音があって、丸いノブがゆっくりと回転する。

「とにかく、わしゃあやるからの。軍の魔ま法ほう士しにこの場所知られちまった以上、生かして帰すわけにはいかん。ここで始末するしか無いんじゃ」

「じゃから、落ち着けと言うとる！　あの赤毛の若造が言っとったことが本当じゃとしたら、あの光は大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの入り口が開いたっちゅうことじゃろ？　っちゅうことはどのみち軍が攻めてくるのは避さけられんのじゃから、あの三人は人質に使った方がええ、て町長も言っとったじゃろうが」

「シティの軍に人質なんぞ通じるもんか！　そもそも、わしゃあの若造が怪あやしいと思うとったんじゃ。あいつが何かの細さい工くでもして、この場所に隠れとった装置を無理やり起動させたんと違うんか？」

　……うわわわ……！

　何だか知らないが状況は思ったよりも遥はるかに切迫しているらしい。こうなったら最後の手段と手て錠じようを掛けられた両手に身体構造改変の命令を送り、手首をいつもよりちょっとだけ細長くする。生じたわずかな隙すき間まを頼りに一気に力を込め、拘こう束そくが緩ゆるんだのを検知した手錠のセンサーが手首を締しめ付けるよりも早く右手を引き抜く。

　同時に、ドアが押し開かれる軋きしんだ音。

　慌あわててパイプに絡まった手錠の鎖くさりを解ほどき、強化プラスチックの拘束具を左手にぶら下げたまま立ち上がる。

「な、何じゃ──？」

　部へ屋やの入り口からこっちを覗のぞき込み、老ろう婆ばが素すっ頓とん狂きような声を上げる。その後ろで老人が「ぼっとしとる場合か！」と叫び、生産プラント越しにこっちに銃口を向ける。

　とっさに飛とび退のくファンメイの足あし下もとで、小さな炸さく裂れつ音おん。

　床ゆかを覆おおうタイルが、放射状の銃じゆう痕こん形にひび割れる。

「こ、こんの馬ば鹿かが！」たちまち老婆が目をむき「プラントに当たったらどうするんじゃ！　ちっとは気ぃつけんか！」

「んなこと言うとる場合か！」

　と反はん論ろんしつつも老人はこっちから照準を外はずし、思いがけない素す早ばやさで部屋の右手に回り込んで足下で寝息を立てる金髪の女の子に小銃を向け、

「お前！　大人おとなしくせえ！　さもないとこっちの子を！」

「え……！」

　思わぬ成り行きに、とっさに足を止めてしまうファンメイ。

　と、老ろう婆ばが驚おどろいた顔で、

「こ、こら！　違うじゃろ！　そっちの女の子はその子の敵！　味方はあっちの男の子の方じゃ！」

「そ、そうじゃったぁ！」

　慌あわてて叫ぶ老人に老婆は「使えん男じゃ！」毒付き、自分の銃じゆうを構えてこっちはエドの方に向き直る。させじと老婆に向かって駆かけ出すファンメイだが、セラの危き機きにうっかり硬直してしまった分だけ初動が遅い。「動くんじゃね！」という老婆の怒ど声せいに足を止め、自然な動作を装よそおって両手を上げ──

「っ！　あ痛たたたたた！」

　そんな老婆の手に横合いからいきなりかみ付く、黒い子猫。

　たまらず銃を取り落とす老婆の姿に、老人がようやくセラから銃口を離はなして振り返る。

（身体構造改変、運動加速）

　そんな老人めがけてファンメイは一いつ直ちよく線せんに駆かけ出す。同時に機き能のう不ふ全ぜんのＩ－ブレインから無理やり命令を飛ばし、両足の体たい組そ織しきを増強する。かろうじて通常の一・五倍の速度が出せる程度の頼りない情報制せい御ぎよだが今はそれで十分。こっちの思わぬスピードに狙ねらいを付つけ損そこねた老人の懐ふところに一気に潜もぐり込み、一応はケガをさせないように手加減して右手の銃を奪い取る。

　同時に、「え？　ええっ──？」と足あし下もとから可愛かわいらしい声。

　今の騒さわぎで目を覚ましたのだろう。金髪の女の子はきれいな青い瞳ひとみを瞬しばたかせ、慌てふためいた様よう子すで左右を見回し、

「えぇっと……何がどうなって」視線を上に向け、ようやくこっちに気付いた様子で「あ！　ろ、ロンドン軍の──！」

「あ、おはよー」ファンメイはそんな女の子に手を振り「気分はどう？　どこもケガはしてないと思うけど、頭とか痛くない？」

「は、はい。大丈夫で……」言いかけてセラは、痛っ、と顔をしかめ「あ、あれ？　これって手て錠じよう？　それに、ノイズメイカーも付いて……」

「そーなの！　大変なんだから！」ファンメイは自分の左手についたままの手錠をひらひらさせ「Ｉ－ブレインの調ちよう子しはどう？　わたしは騎き士しみたいにノイズメイカー付けられてもちょっとだけなら動けるタイプだから割と大丈夫だけど、セラちゃんは？　光使いってその辺どーなってんの？」

「えっと……全然ダメです。情報制御が外部接続専門だから、ノイズに極端に弱くて」言いかけて、セラはあれ、と首を傾かしげ「今、『セラちゃん』って。どうしてわたしの名前……」

「フィアちゃんから噂うわさはかねがね、って感じ？」ファンメイはそんな女の子ににっこり笑い「わたしファンメイ、李芳美リ・フアンメイ。よろしくね」

「フィアちゃんって……え！　あのフィアさんですか──？　金髪で、目が緑みどり色いろで、ものすごく優やさしそうでものすごく美人の！」

　女の子の言葉にうんうんとうなずき、ファンメイは左手から手て錠じようを引き抜く。傍そばでうずくまったままの老人の隣となりに膝ひざをつき、「ごめんなさい！」と前置きして両手に手錠をかける。そのまま今度は老ろう婆ばの方を振り返り駆かけ寄ってきた子猫姿の小龍シヤオロンの口から小しよう銃じゆうを受け取る。

　床ゆかに倒れたままの老婆の両足に絡み付くのは、小龍の尻尾しつぽの先から床を伝って伸びた黒い糸。

　老婆はどうにか立ち上がろうと身をよじり、足を縛しばり上げる糸を逆にたどって目を見開き、

「な、何じゃその猫は！」

「小龍。わたしの……何て言うか、家族かな？」答えて、ファンメイは膝立ちのまま老婆に詰め寄り「それよりお婆ばあちゃん。教えて欲しいんだけど、ここってどこなの？　あ、別にそっちのお爺じいちゃんでもいいんだけど」

　お願ねがい、っと両手をすり合わせて問う。

　老人と老婆は同時に視し線せんを逸そらし、計ったように声を合わせて、

「知らん」

「もーっ、そんなこと言わないで」ファンメイは頬ほおを膨ふくらませ「吹雪ふぶきの中でわたし達を助けてくれたのってお婆さん達なんでしょ？　それはありがと。でも、だったらなんで手錠なんかかけてたの？　事情あるなら教えて欲しいの」

「……えっと……」

　と、背中越しにセラの声。

「あ、ちょっと待ってね」老婆を見つめたまま後ろにひらひら手を振り「セラちゃんの手錠の鍵かぎとか、この人達が持ってるかも知れないから。どーしてもダメだったらわたしが力ずくで何とかしてみるし」

「え、えぇっと……そうじゃなくて……」

「ん？　どーかした？」

　セラの不ふ審しんな様よう子すにようやく気付き、ファンメイはそっちを振り返る。何か言いたそうに口をぱくぱくさせる女の子の視線をたどり、部へ屋やの入り口にゆっくりと顔を向け、

「……あ」

　開け放たれたドアの先、ここよりも遥はるかに広い四角い部屋。

　手に手に銃を構えてこっちに狙ねらいを定める、数十人の老人達。

　……んーと……

　笑って誤ご魔ま化かそうとして失敗し、黙だまって両手を上げる。

　ようやく目を覚ましたエドが部屋の隅すみで起き上がり、「ぁ」と小さく声を上げた。




　まず無ぶ礼れいを詫わびよう、というのが、町長を名乗る老人の第一声だった。

　最初に目覚めた生産プラントの部屋から別な部屋を幾つかくぐってエレベータで上った先、円形の広場の中央に置かれた丸テーブルを囲んで、ファンメイ達は町の代表者だという小こ柄がらな老人と向き合った。

「本来ならば手て錠じようまでせずともノイズメイカーと見張りだけで十分であったかも知れんが、お主ぬしらの中に儂わしらの知らぬ何か特殊な能力の持ち主がおらんとも限らんかったのでな。手荒な扱いをしたことは確たしかだが、御三方とも凍死などされぬように一応の手当はさせて頂いただいた。一つ、それで良しとして頂きたい」

「え……う、うん」

　鋭するどい視し線せんを投げつける町長に、ファンメイはおそるおそるうなずく。テーブルの周囲をぐるりと見回し、両手を握りしめて身をすくめる。

　良しとして頂きたい、などと言われても、この状況で「ダメ」と言えるはずが無い。

　直径数十メートルの半球型の空間──何かの施設の中央部らしき広場を埋め尽くすのは、思い思いの武器を構える老人達の姿。

　小しよう銃じゆうに短たん機き関かん銃じゆう、果ては携けい行こう型がたの誘ゆう導どうミサイルに最小サイズの個人用電レ磁ー誘ル導ガ砲ンまで。今や数百人に数を増した完全武装の老人、老ろう婆ば達はテーブルを囲んで整せい然ぜんと円陣を成し、敵意に満ちた視線を全方位から絶えずこっちに注いでいる。

　……うわー……

　内心で冷や汗をかきつつ、左右に座る二人ふたりの様よう子すをそれとなくうかがう。右側のセラは手錠から解放された両手を膝ひざの上で握りしめ、全身をがちがちに硬直させて可哀かわい想そうなくらいの緊きん張ちようをみなぎらせている。それでも周囲の老人達を精一杯睨にらみ返しているのは大したものだが、そんなに硬くなっていてはいざという時に自分の足で走れるかどうかも怪あやしい。

　一方で反対側のエドはといえば、こっちはもう完全なマイペース。ノイズメイカーが付けられたこの状況で撃うたれれば為なす術すべが無いのが本当に分かっているんだかいないんだか、カゴに入れられた小龍シヤオロンを膝の上で遊ばせている姿にはある種の清すが々すがしさすら感じる。

　何にしても、この三人の中で交渉ごとを進めるのは、どうやら自分の役目らしい。

　苦にが手てだなぁ、とこっそりため息を吐つき、ともかくテーブルの向こうの町長に顔を戻す。

「えーっと……教えて欲しいこととか、良い？」

「答えられることならばの」

「あ、うん」ちゃんと返事してもらえたことにちょっと安心し「んと……さっきも別な人に聞いたんだけど、ここってどこなの？　町長さん、ってことは町なの？」

「さよう」テーブルの向こうの老人はあっさりうなずき「北ほつ極きよく海かいの氷ひよう塊かいの中、詳しい場所までは言えんが、ちょうどお主らが戦ったあの戦場の下に隠れた町じゃ。元々は大戦前の研究施設で、住民はここにおる者で全すべて。ご覧らんの通り、老人ばかりの寂さびしい暮らしよ」

「え……」

　あまりにも容た易やすく返される重大な答えに目を見開く。それは町の住民にとっても同じであるらしく、周囲の老人達が口々に「町長！」「何を正直に答えとるんか！」などと騒さわぎ出す。

「隠してどうなる物でも無かろう」が、町長はあくまでも落ち着いた声で「どのみちこの町に連れて来てしもうた以上は黙だまって解放することなぞ出来んのじゃからな。自分達の置かれた状況は理解してもろうた方が話も早かろう」

　さらりと恐ろしい発言を繰くり出す町長に、隣となりのセラがびくりと身を引きつらせる。きっ、と口元を引き結んだその姿が何だか泣き出しそうに見えて、テーブルの下でそっと手を伸ばして女の子の手を握る。

　驚おどろいた様よう子すでこっちを見上げるセラに、大丈夫、という風ふうに笑い、町長に向き直って、

「あのね、町長さん。わたし達、どうして捕まっちゃったのか全然分かんないの。この町の上で戦争やってたのは謝あやまるけど、邪じや魔まだって言うんなら何にもしないですぐに出て行くし」そう言ったところでふと気付き「……ひょっとして、ここって外の人達には秘密の町なの？　例えば、シティと敵対してるとか。それで、場所を知られたからには生かしてはおけん！　みたいな……」

　だとすると、自分が「ここのことは誰だれにも話しません！」などと口約束をしたところで信じてはもらえないだろう。

　うーん、と腕組みして考えていると、町長は「賢かしこいお嬢じようさんじゃの」と意外なことに笑い、

「半分正解、五十点と言ったところか。確たしかにこの町の存在はこれまで秘密にしておったが、お主ぬしら捕らえておる理由はそれだけというわけでもない」

「ふえ……？」

　どういうこと？　と訝いぶかるファンメイを前に町長は説明を始める。この町が、大戦前に作られた大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの入り口らしいということ。ファンメイが戦場で見た光はおそらくその機き能のうの発現で、あの瞬しゆん間かんに『何か』がこの町の上、雲の向こうの衛星まで送り込まれたのではないかということ──

「入り口？」ファンメイは首を傾かしげ「よく分かんないんだけど……衛星は空のずっと上にあるのに、入り口はこんな地下にあるの？」

「発電プラントに出たメッセージを見るに、入り口というのは空間構造を書き換えて物質を上の衛星に転送する機能のことで、この町全体が元々はそのための装置だったようじゃの。と言うても、儂わしらはそんなシステムが在あることなんぞついぞ知らずに十年近くもここで暮らしてきたわけじゃが」

「そーなんだー」ファンメイはうなずき「それで、その衛星に送り込まれた物っていうのは？」

「分からん」町長は落おち窪くぼんだ眼がん窩かの奥で視し線せんを伏せ「発電プラントのメッセージには『アリスを転送した』とあったが、何のことかは不明じゃ。人か、物か、もっと別の何かか、儂らには想像もつかん」

　ファンメイは、なるほど、と視線を上に向ける。

　広場の半球型の天てん井じようを見上げて、うーん、と考え、ふと気付いて、

「町長さん。そのことって、ロンドン軍とシンガポール軍は……」

「さて、そこじゃ」町長はうなずき「あれほど大だい規き模ぼな現象があった以上、大元がこの場所じゃということぐらいシティが本気で調しらべればすぐに分かる。そこで両方の軍がどう動くかというのが問もん題だいじゃが……残念なことに、どちらも陸戦部隊を中心に戦せん線せんを立て直して、この場所まで攻め込んでくる気け配はいじゃ」

「本当に？」

　驚おどろいて思わず聞き返す。シンガポール軍の事情は良く分からないが、少なくともロンドンに関してはそういう動きは考えにくい。今回の作戦は自分とエドの実戦テストが目的で、『戦争』というのはあくまでもそのためのお膳ぜん立だてに過ぎなかったはず。仮にこの場所に大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの入り口が在あるとしても、そんな物はそれこそ全すべてのシティに共通する問題だからロンドンが一国で押さえたって何の使い道も無い。攻こう撃げき部隊など再さい編へんしている暇ひまが在ったらシティ・シンガポールに外交ルートから働きかけてともかく停戦、話し合いの場所を設けるというのが本道のはずだ。

　……ひょっとして、わたしとエドを助けに……

　少し考えてみるが、可能性としては薄うすい。そもそもロンドン自治軍は自分達が行方ゆくえ不ふ明めいになったことは知っていても、北ほつ極きよくの地下の誰だれも知らない町で捕まっていることなど知っているはずが無いのだ。自分やエドのことを心配するにしてもまずはシンガポール軍の捕ほ虜りよになった可能性を検討するはずで、この場所を攻めてくる理由にはなりようが無い。

　ということは、他ほかにあり得る展開を考えるなら……

「例えば、大気制御衛星に送られたのがシティにとって大事な人、ってことは無い？　それで、どっちかのシティがその人を助けようとしてて、もう片方はその誰かを衛星ごと人質にしようとしてる、とか」

「面おも白しろいことを考えるお嬢じようさんだの」半分独り言なファンメイの言葉に町長は感心した様よう子すで「その辺の事情は儂わしらには検討もつかんが……何にせよ、そうなっては困るんじゃよ」

「困る……のかなぁ」その言葉に、ファンメイは微妙に納得のいかない物を感じ「町長さん。思ったんだけど、どっちかのシティに協力して保ほ護ごしてもらう、っていうのはどう？　この町、っていうか衛星に通じる装置がそんなに大事ならどっちのシティでも喜んで助けてくれるだろうし、その方がみんなも安心じゃないの？」

「なるほど、妙案だの」町長はうなずき、ふと首を傾かしげて「しかし、おかしなことを言うお嬢さんじゃ。お主ぬしの立場なら、そこは『ロンドンに協力して』と言うべきではないのか？」

「あ。そ、そっか。……じゃあロンドンで」

　慌あわててそう答えると、町長が眉み間けんにしわを寄せて「ぬぅ」と呻うめく。周りで武器を構えている老人達からも『こいつは本当にシティの魔ま法ほう士しなのか』という空気が漂ってくる。

　さすがにちょっと恥ずかしい。

　えっへん、とわざとらしく咳せき払ばらいを一つ。テーブルに両手をついて身を乗り出し、

「それで、どう？　そーいうことだったらわたしも協力出来るし、ここに人が住んでてロンドンの味方だってことになればシンガポールも動きにくくなって戦せん闘とうまでいかないかも知れないし、それに……ほら、わたしも助かるし」

　あまり都つ合ごうの良いことばかり並べるとかえって疑われるかも知れないと思い、最後は適当に付け足してみる。

　町長は無言でこっちを見つめ、一つ息を吐いて、

「全くもって正せい論ろんじゃ。そうなれば儂わしらも安あん泰たいであろうしな」無表情に呟つぶやいて視し線せんを上に向け「しかし、そういうわけにはいかぬ。出来ぬ事情が在あるのじゃよ、お嬢じようさん」

「へ？」

　何で？　と首を傾かしげるファンメイの前に町長は立体映像の書面を呼び出す。細かな数値とグラフがびっしりと刻まれた書面をこっちに向け「見ての通りじゃ」と差し出す。

「見ての通りって言われても……」

　訳わけの分からないデータの羅ら列れつに頭がくらくらする。大たい抵ていの魔ま法ほう士しならこの手の情報は見ただけで瞬しゆん時じに理解してしまえるのだろうが、ファンメイはその辺あたりがどうにも苦にが手てだ。

　と、隣となりで縮ちぢこまっていたセラが「……あ」と小さく声を上げ、

「えぇっと……発電プラントの動どう作さ記き録ろく……ですか？」

　おそるおそる問うセラに、町長は「さよう」とうなずく。両腕に余るぐらいのサイズまで広げた画面の右上、幾つか固まって表示されたグラフを指で示し、

「ここ数日のコンディションチェックの結果じゃが……まあ、見ての通りでな」

　そう言われてもファンメイにはさっぱり分からない。が、セラは「あ」と真剣な顔で、

「昨日きのうまでちゃんと動いてたのが、今け朝さになっていきなり出力が落ちてます！　えっと……これって、あのすごい光が出た時間……」

「という訳じゃよ」町長は静かな声で「発電プラントはこの町の中ちゆう枢すう、つまり大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに通じる転送システムの心しん臓ぞうにあたる。戦後十年、儂らが気付かず暮らす間に老ろう朽きゆう化かが進んでおったのであろうな。データを見るにこの施設は『町』という機き能のうを果たしていくことは可能でも、本来の転送システムとして稼か働どう出来る状態にはすでに無い。今朝の一回の起動で発電プラントはすでに限界、もう一度同じことを行えば完全に機能を失う危険がある」

　そう言って、町長はテーブルを取り囲む数百人の住民を見渡す。

　武器を下ろす気け配はいの一切無い老人達に順に視線を向け、これがこの町の総意だ、とでも言うように一つうなずいて、

「ロンドンが来ようとシンガポールが来ようと同じこと。軍の目的が転送システムかも知れん以上、この町に入れることは出来ん」

「で、でもでも！　シティに保ほ護ごしてもらえばこの町が潰つぶれちゃっても……」

「老人ばかりを三百人、受け入れられるだけの余力がシティ・ロンドンには在あると？」

「え……それは、難むずかしいとは思うけど……」

「仮に在ったとしても、ここの施設さえ押さえてしまえば儂わしらは用済みのただの老いぼれ。シティが手のひらを返さぬ理由がどこに在る」

「それは……うん」残念ながら反はん論ろんが見あたらない。リチャードに頼むというのもおそらく無理だろう。「けど……それじゃあ町長さん達はどうすんの？　このままだと両方の軍がここまで来るのは止められないし、お爺じいちゃん達が戦ってもシティの戦力相手じゃ……」

「お主ぬしらに人質になってもらう」

　事も無げに答える町長。

　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からず、ファンメイは「ふぇ？」と間の抜けた声を上げ、

「んーと……ごめん、町長さん。誰だれが人質？」

「お嬢じようさんとそちらの男の子がロンドンに対する人質で、そちらの女の子はシンガポール相手、ということになろうかの」町長はエドとセラを順に指さし「実はお主らが気絶している様よう子すは映えい像ぞう記き録ろくに収めて、すでに両軍に送り付けてある。望みの薄うすい策であることは儂らも承知しておるが、何しろ他ほかに打つ手が無い。……すまぬが、最後まで付き合ってもらう」

「ま、待って待って待って！」ファンメイは慌あわててぱたぱた両手を振り「無理！　そんなんじゃぜったい無理！　軍の人達が本気になったら、わたし達あっさり助け出されてお爺ちゃん達全滅して終わりなの！　昔のマンガとかだと、人質とった立てこもり犯相手は交渉しないのが鉄則なんだからっ！」

　ファンメイが読よみ漁あさった名作の中には上う手まく交渉で解決するパターンの物もあった気がするが、それは無視する。というか、シティ相手に交渉を進めるには戦力差が大き過ぎる。こういう立てこもりは、相手の攻こう撃げきにある程度対処出来る程度の戦力があって初めて成立する物。例えばの話、軍が自己領域を展開可能な騎き士しでも用意して突入作戦を敢かん行こうすれば、老人達にはそれこそ人質に銃じゆうを突き付ける暇ひますら与えられない。

「分かっとる。他に手があれば儂らも是ぜ非ひ聞きたいところじゃ」そう言って、町長はふと視し線せんを上げ「そうじゃの……例えば、そちらの子を人質にしてお嬢さんに戦ってもらうというのはどうかの。そうすれば、戦力の問もん題だいはいささかなりとも解消すると思うが」

「え、それは……」とっさに言葉に詰まるファンメイ。

　と。

「……えっと」黙だまって聞いていたセラが、ものすごく申もうし訳わけ無さそうに手をあげ「わたし、シンガポール軍相手の人質にならないかも知れないです。軍の魔ま法ほう士しじゃないから」

　……あ……

　ファンメイは目を見開き、セラの小さな手をぎゅっと掴つかむ。それは黙っておいた方が良いのに、と思った時にはとっくに手遅れで、周囲の老人達が驚おどろいた様よう子すで口々に騒さわぎ出す。

「ど、どういうことかの？」とさすがに小さな目を丸くして町長。

「賢けん人じん会かい議ぎ、っていう魔ま法ほう士しの組そ織しきなんです。シンガポールとは同盟を結ぶために交渉してる最中で。だから、シンガポールの人達がわたしを人質って認めてくれるかどうかは……」

　だんだん声が尻しりすぼみになり、最後は聞こえなくなる。自分がまずいこと言ったらしいとようやく理解出来たらしく、セラは不安そうにこっちを見上げる。

「えっと……わたし……」

「聞いたことがある。確たしか、マザーシステムの廃絶を訴える魔法士の組織であったの」町長の呟つぶやき「そうか……お主ぬしは軍の者では無かったか」

　広場を覆おおう、寒々しい沈ちん黙もく。

「──だったらよ、町長」

　後ろの方で機き関かん銃じゆうを構えていた老人が声を上げる。

　老人は周囲の数人と何事かを話し合い、当たり前のような顔で、




「そっちの子はもう始末しちまってええんでないか？」




　セラの手が、びくりと震ふるえる。

　こっちにもたれかかってくる小さな体を、ファンメイはとっさに抱きとめる。

「なあ、みんなもどう思うよ。人質になるかならんか分からん、なんてのは交渉の材料にも何にもならん。下へ手たしたら裏をかかれて、話し合いが出来ると思ったら背中からずどん、なんてのもあり得るじゃろ。……それに、軍じゃない、いうてもシンガポールと協力はしとる、いう話じゃ。逃がしたらまた攻めてくるに決まっとるし、ここで始末しといた方がややこしく無のうてええと思うが」

　周囲の住民達幾人かが口を揃そろえて「確かに」とうなずき、他ほかの幾人かが「まあ仕方無かろう」と曖あい昧まいな意見を述べる。大多数の者は難むずかしい顔で黙だまり込んでいるだけだが、積せつ極きよく的てきに反対を主張する者は一人ひとりもいない。

「それが皆の総意か」町長もため息混じりにうなずき「という訳わけじゃ、小さなお嬢じようさん。許してもらいたいとは言わぬが、運が悪かったと思って諦あきらめ……」

「ダメ──っ！」

　思わず、ファンメイは叫ぶ。

　セラの小さな体を両手に力一杯かばい、周囲の老人達を思いっきり睨にらんで、

「ダメ！　ダメったらぜったいダメ！　こんなちっちゃい女の子殺すとか、何でそんな簡かん単たんに言うのよ！　しばらく閉じ込めといて後で解放したげるとか、他に色いろ々いろ考えないの？」

「その子の食くい扶ぶ持ちはどうするんか」テーブルの近くで銃を構える老ろう婆ばが答える。「この町で作れる食料は限られとる。そりゃあ幾らか備び蓄ちくは在あるけど、役に立たん魔ま法ほう士しなんぞに食わす物はねえ」

「全くだ」隣となりの老人がうなずき「それに、うっかり解放して、後でその子が仕返しに帰って来たらどうする。儂わしら、あっという間に皆殺しでねぇか！」

「しない！　そんなことぜったいしないってばぁ！」こっちの胸に顔を埋めてきつく目を閉じているセラの代わりにファンメイは声を張り上げ「お爺じいちゃんもお婆ばあちゃんも、何でそんな悪いことばっかり考えるの！　もっとちゃんと話して、ちゃんと相手の言うこと聞いて、そんな撃うったり撃たれたりじゃない方法考えないとダメなのに！」

　泣きそうになるのをこらえて、叫ぶ。

　と、後ろの方で聞いていた老人が頼り無い足取りで前に進み出て、

「そりゃあ、人間同士なら何とか話し合って、上う手まい方法を考えようかっちゅうことになるんじゃろうがの」片手の杖つえで体を支えながら、もう片手の小しよう銃じゆうをこっちに向け「悪いが、お前さんらは人間じゃあ無かろう」

「え……」

　思いがけない言葉に目を丸くする。周囲の老人達が、その通りという風にうなずく。

　自分が黒の水で合成された人間の模も造ぞう品ひんだと知られたのか──一いつ瞬しゆんそう思ったが、違う。

　魔法士は人間では無い、と。

　Ｉ－ブレインを持つ者は『人間』の範はん疇ちゆうには含まれないと、目の前の老人達は真剣に主張しているのだ。

「どうしてですか！」たまりかねたようにセラが叫ぶ。「わたし人間です！　そりゃ、Ｉ－ブレイン持ってるし、お爺さん達には出来ないことが出来るけど、でもそれ以外は全部普通です！　お腹なかも空すくし、悲しかったら泣くし、ちゃんと……ちゃんと人間なんです！」

「じゃが、お前さんは儂らを殺せるじゃろ？」さらに別な老人の声。「お前さんらの誰だれでもええ。そのノイズメイカーを外はずしたら、儂らなんぞ一分と掛からず皆殺しに出来るじゃろ」

　セラが血相を変えて「そんなことしないです！」と叫ぶが、老人達の誰一人ひとりとして取り合う気け配はいは無い。それも当然。彼らはただ『出来るだろう』と問うているのであって、『するかしないか』など誰も聞いてはいないのだ。

　そして、『出来るか出来ないか』という話をするのであれば、答えは確たしかに『出来る』。

　ファンメイで一分、セラなら十数秒、エドに至ってはそれこそコンマ一秒すら掛からない。

「古い話をしようかの、お嬢じようさん方」と、唐とう突とつにテーブルの向こうの町長が口を開き「儂らは、シティ・オスロの生き残りじゃ」

　腕の中のセラが「え」と小さく声を上げる。どこかで聞いたことがあるのかも知れない。

　が、そのシティのことをよく知らないファンメイは首を傾かしげ、

「オスロ、って？」

「やはり知らぬか」町長は小さく息を吐き「魔ま法ほう士し千人の奇き襲しゆうによって住民を皆殺しにされた、世界で最初に魔法士によって滅んだ街よ」

「……え……」

　淡たん々たんと告げられる事実に息を呑のむ。見れば、セラも驚おどろいた様よう子すで目を丸くしている。『オスロ』という名前には聞き覚えがあっても、それがどんな意味を持つのかまでは知らなかったのだろう。

「町長さん……皆殺し、って？」

「市民一千万人、一人ひとり残らず殺された。儂わしらはたまたま地下施設に生き埋めにされて難なんを逃れた、数少ない生き残りじゃよ」町長は落おち窪くぼんだ瞳ひとみを静かに閉じ「何しろ大戦初期でまだ魔法士からの都と市し防ぼう衛えい戦略も確かく立りつしておらん頃ころ。ただでさえ警けい察さつも軍隊もまともに対応出来んかったのに加えて、その作戦がまた辛しん辣らつでの」

「……辛辣、って？」

「彼らは非武装でも作戦が行えるのを良いことに、戦火に焼け出された避ひ難なん民みんを装よそおってシティ内に潜せん入にゆうしたのよ」町長は感情を覗のぞかせること無く、淡々と「市街地の各地に散らばって、外部の軍本隊の進攻に合わせて無差別攻こう撃げきを開始。誰だれも彼も、為なす術すべが無かったわ」

「そんな……」

　思わず息を呑む。腕の中のセラはもちろん、無言で話を聞いていたエドまでもがかすかに身を震ふるわせている。

　何度も深呼吸して、どうにか気持ちを落ち着ける。

　町長の顔をまっすぐに見返して、口を開く。

「じゃあ……じゃあそれで、町長さん達は魔法士を憎んでるの？　魔法士を見つけたらあの時の仕返しをしてやろうって、戦争が終わった後もずっと思ってるの？」

「勘かん違ちがいしてもらっては困るんじゃがの、お嬢じようさん」町長はあくまでも表情を動かすこと無く「儂らは別に、あの時の復讐のためにお嬢さん方を捕らえとる訳わけでは無いんじゃよ。そりゃあ恨うらみや憎しみは消えることなど無いが、シティ・オスロが周辺のエネルギー生産施設を強引に接収して方々で恨みを買っておったのも事実。戦時中のことなれば仕方の無い部分もあったであろうし、そもそも、あの時儂らの家族や仲間を殺した魔法士が全体から見ればほんの一部で、大戦中にそのほとんどが戦死したということも知っておる」

「え……でも、それじゃ、何で」

「恐怖じゃよ」町長の静かな答え「儂らと同じ姿をしていながら儂らに無い力を持ち、その気になれば儂らの命など小指一つ動かさずに奪い去ることが出来る。──そういう連中が当たり前のように生きているこの世界が、儂らには恐ろしくてたまらんのよ」

　そう言って町長はファンメイを見据え、

「そうじゃの……仮に、体中を重火器で完全武装していつでも発砲出来るように構えて、その格好で道を歩いている者を見かけたらどうする」

「え……。うん、とりあえず近付かないようにする……かな？」

「その者が、銃じゆう口こうを向けたまま笑え顔がおで近付いてきたら？」

「逃げるか、何とかして追い返す……けど」

「その者が年とし端はもいかぬ子供であったら？　大人おとなでは無いから安心するか？」

「見た目が大人より、子供の方がよっぽど怖いと思うけど……でも！」

「儂わしらも今、そうしておる」町長はテーブルの上で両手を組み「戦後十年、儂らは外の世界に関かかわること無く、ただ静かに暮らしてきた。これからもその暮らしが続くとはもはや思えんが、それでも、不安の芽は一つでも摘つんでおきたいのよ」

「町長の言う通りじゃ！」周囲の老人達の声「ましてお前らみたいな子供の魔ま法ほう士しは、試し験けん管かんから合成で作られたっていうでねえか。そんなもんは人間じゃねえ。何の気まぐれで儂らを殺そうとするか、分かったもんじゃねえ！」

「違います！」

　瞬しゆん間かん、劇げき的てきな反応が起こる。

　セラは突然ファンメイの腕を飛び出し、たった今自分をなじった老人に駆かけ寄って、

「取り消してください！　わたしにはちゃんとお母かあさんがいるんです！　わたしはおかあさんがおとうさんと愛し合って結婚して、それで生まれたんです！」

「嘘うそつくんじゃね！　魔法士が普通に親から生まれるて、そんな話聞いたこともねえ！」

「嘘じゃないです！」

　セラの青い瞳ひとみから、ぽろぽろと涙がこぼれる。小さな手を握りしめたセラは、あろうことか、周りの状況を完かん璧ぺきに無視して老人に掴つかみかかろうとする。

「こ、こいつ！　何すんだ！」

「謝あやまって！　おかあさんに謝ってください！」

　周囲の老人達が慌あわててセラを羽は交がい締じめにする。それでも「謝って！」と暴あばれる少女を、老人達は呆ぼう然ぜんと見下ろす。

「……おい」

「……そ、そうじゃな」

　ようやく我われに返ったらしい近くの老人二人ふたりが、思い出したようにセラに銃口を向ける。マズい。ファンメイはとっさに椅い子すを蹴けって駆け出そうとし──

　その目の前を横切る、小さな影かげ。

　タッチの差で先を越されたファンメイは、いつもより少しだけ早足に歩くエドの背中に一瞬思考を失う。

　……あ、あれ……？

　小龍シヤオロンの入ったカゴを椅子の上に残し、エドはまっすぐセラの方に進む。少女を撃うとうとしていた老人二人ふたりが何事かと手を止める前を、小さな男の子はまっすぐに通り過ぎる。

　ファンメイも、町長も、他ほかの住民達も誰だれ一人ひとりとして止められないまま、気が付けばそこはセラを罵ば倒とうした老人の前。

「な、何だお前……」

　思わぬ成り行きに口元を引きつらせる老人。その場にいる誰もが固かた唾ずを呑のんで男の子の動向を見守り、




　──鋭するどい音が響ひびいた。

　エドは小さな背を目一杯に伸ばし、老人の頬ほおを張り飛ばしていた。
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　あっけにとられた住民達が、目を見開いた。

　頬を張られた老人はぽかんと口を開け、無表情に佇たたずむ男の子をただただ見下ろした。

　羽は交がい締じめから解放されたセラが、その場にぺたんと座り込んで「あ、あれ？」と呟つぶやく。お礼を言うことも忘れて目の前の男の子を呆ぼう然ぜんと見上げるセラに、エドはいつも通りぼんやりした顔のままこっくりとうなずく。

　そんな光景を遠目に、ファンメイは必死に考えを巡らせる。

　うっかり一言でも声を発したら何もかもが崩れてしまいそうで、上う手まく息をすることさえ出来ない。

　……ど、どどどどど、どうしよう……！

　状況がますます混乱した。いや、混乱したなんて物では無い、はっきり言ってしまえばメチャクチャだ。エドがそんな行動に出るとは思っていなかったし、もちろん老人達も思っていなかっただろう。今は誰だれもが呆ぼう然ぜんとしているおかげでかろうじて事態は沈静化しているが、誰かが我われに返ればその瞬しゆん間かんに状況が前よりさらに悪化することは目に見えている。

　……何でも、何でも良いから、みんなの気が逸それるような何か……！

　などと必死に念じてみても、そんな都つ合ごうの良いことが起こる訳わけが無い。ファンメイはあたふたと左右を見回し、ともかく椅い子すから立ち上がり、

『──通信回かい線せんがオープンしました』

　何の前触れもなく、目の前に出現する立体映像のディスプレイ。

　椅い子すを半分引いた中途半端な体勢のファンメイは「うわっ！」とバランスを崩し、そのまま後ろにひっくり返ってしまう。

　住民達が何事かとこっちを振り返り、テーブルの上に浮かぶディスプレイを発見して目を丸くする。駆かけ寄ってくる住民達の前でディスプレイはゆっくりと浮上しながら拡大、人間三人分ほどのサイズになったところで静止する。

　と、唐とう突とつに消失するメッセージ。

　代わってディスプレイの向こうに映し出される人ひと影かげに、ファンメイは思わず声を上げる。

「フィアちゃん──？」

『え……！　あの、ファンメイさんですか──？』

　広場の天てん井じように埋め込まれているらしいスピーカーから、少女の声が響ひびく。とっさに「うん！」と答えると、こっちの声が聞こえた様よう子すで少女が微ほほ笑えむ。

『まさかファンメイさんのところに繋つながるなんて。びっくりしました』フィアはいつも通りの顔でふんわり笑い、ふと首を傾かしげて『あの……そちらのお爺じいさんとお婆ばあさん達は？』

「な、何じゃお前さん方は」

　さすがに驚おどろいた様子で、町長が声を上げる。と、ディスプレイに映る少女の隣となりに黒髪の少年が顔を突き出し、

『うわ……何か大変なことになってるみたいな……』

　困った顔で呟つぶやき、少年──天あま樹ぎ錬れんは、あれ、と笑って、

『エドもいるんだね。大丈夫？　何だか良く分かんないけど、そこってどこ……ってうわっ！』

　妙な悲鳴を残して錬が画面から消え、代わって今度は黒髪の少女が画面の中央に座る。

　軍の資料で見た、確たしかサクラという名前の賢けん人じん会かい議ぎの代表。

　ツインテールに編あんだ長い髪を背中に払い、真ま面じ目めその物の顔で、

『初めまして。こちらは地上からの高度二万メートル。信じがたい話だとは思うが、北ほつ極きよく上空の大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せい内部から通信している』

「衛星の中、じゃと……？」険けわしい顔でディスプレイを睨にらむ町長。

『そうだ。見たところどこかの町のようだが、貴方あなたが代表者……』言いかけて、サクラは目を見開き『待て……そこにいるのはセラか？　何な故ぜ貴方が。それに、その状況は』

『セラ──？』

　途と端たんに、驚おどろいたような少年の声。

　ファンメイと戦ったあの騎き士しの少年がディスプレイの端から顔を覗のぞかせ、

『本当だ……。セラ、どうしたの？　何が在あったの？』

「……ディー……くん？」

　セラは目を丸くし、床ゆかにへたり込んだまま少年を見上げる。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「ディーくん……わたし……」

　幼い顔がくしゃくしゃに崩れ、青い瞳ひとみから大粒の涙が溢あふれる。

『セラ──？』銀ぎん髪ぱつの少年が目を見開き『セラ！　どうしたのセラ！　ねえ──！』

「わたし……わたし……！」

　震ふるえる声が、涙に溶ける。

　ポニーテールの少女は小さな手を床につき、声を張り上げて泣き始める。

「セラちゃん！」ファンメイは慌あわてて駆かけ寄り、傍そばに膝ひざをついて「大丈夫！　セラちゃん大丈夫だから──！」

「……おかあさん……」

　両手で必死に涙を拭ぬぐいながら、それでも止められずに泣き続けるセラ。

　その体を両腕で抱きしめ、ファンメイは老人達をぐるりと見回し、

「──この子も人質」

「な、何じゃと？」町長が素すっ頓とん狂きような声を上げ「何を言うのかお主ぬしは。そのお嬢じようさんはシンガポール軍とは……」

「わたしの人質！」ファンメイは勢い任せに立ち上がって腕組みし「さっきエドを人質にしてわたしに戦わせるって言ってたでしょ？　だからこの子も人質！　それで文句無いでしょ！」

　我われながらメチャクチャな理り屈くつを、大おお真ま面じ目めに叫ぶ。

　数秒。

「……と、言うておるが」町長はどこか疲れたような顔で息を吐き「お主はどうする。やはりその子を撃うつかの？」

　最初にセラを殺そうと言い出した老人に視し線せんを向けて、問う。

「あ……？」

　と、何故か狼ろう狽ばいした様よう子すで顔を背そむける老人。

　うつむき加減に何かを呟つぶやき、横目にこっちを見下ろして、

「そういうことなら……まあ、文句はねえけどよ」

　静かに下ろされる銃じゆう口こう。周囲の老人達も顔を見合わせ、不ふ承しよう不ぶ承しようという体ていでそれに倣ならう。

　……うそ……

　その光景をファンメイは信じられない気持ちで見つめ、

　……上う手まく、いったの……？

「さてお嬢じようさん」町長の声「これで文句は無いと思うが、どうかの？」

「うん……ありがと……」

　崩れるようにその場に座り込み、大きく息を吐いた。

　いつの間にかそばに寄ってきたエドが、小さな手を伸ばしてぽんぽんと頭を撫なでた。
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　壁かべに掛けられた鳩はと時ど計けいが、規則正しい音を立てた。

　木もく目め調ちようのドアの向こうで状況を説明するフィアに、イルは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「地上と通信が繋つながったぁ──？」

　食器棚をあさる手を止めて立ち上がり、少女を振り返る。普通の住居の二ふた部へ屋や分ぶんはありそうな広い台所。壁には色とりどりの食器が収められた棚が四つに大型の冷れい蔵ぞう庫こが二つ。広い流し台にコンロにオーブンに電気調理器に調理用のテーブルに──古こ今こん東とう西ざい、あらゆる料理に対応出来そうな設備が白を基調にした柔らかな色調にまとめられて整せい然ぜんと並んでいる。

　現在の地球、少なくともモスクワでは決してお目にかかることの出来ない行き届いた設備。

　大戦前の文献でしか見たことの無いそんな空間に立っていると、ここが空の遥はるか上、大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの内部であることをうっかり忘れそうになる。

「繋がったて、どこに繋がってん。地上言うても色いろ々いろあるやろ」

「何だか、北ほつ極きよくの氷の下に隠れてる町みたいなんです」

　答えて、フィアは台所に足を踏み入れる。

　どこか少女趣しゆ味みな空気が漂う室内を見回し、何だか悩ましげな息を吐いて、

「すごい台所ですね……使いやすそう」

「お、ちびっ子は料理いける口か」イルは感心感心とうなずき「確たしかにこの台所……いうかこの家全体、設備が整ととのい過ぎやな。何のために作ったんか知らんけど」

　大気制御衛星の内部に隠された広大な庭園。その中央に建てられた家の中にイルは立っている。ざっと数えただけで三十を超える部屋で構成された三階建ての建物は『屋や敷しき』という表現がふさわしく、四つ在ある寝室も驚おどろくほど広い浴室も廊下を行き交う小さなロボットによって完かん璧ぺきに清掃されてそれこそ塵ちり一つ落ちていない。

　天てん井じように吊つられた洒落しやれたデザインのライトには煌こう々こうと明かりが灯ともり、蛇じや口ぐちを捻ひねればきれいな水が途と切ぎれること無く流れ出す。

　どこにも人の気け配はいが無いというのに、ライフラインは完かん璧ぺき。

　少なくとも、当面の衣食住には困りそうに無い、が──

　……っちゅうか、整ととのい過ぎやろ、これ……

　壁かべの冷れい蔵ぞう庫こに歩み寄り、両開きの扉とびらを引き開ける。中に詰め込まれた食材の数々を前に眉み間けんにしわを寄せる。人工の野菜に肉から始まってあらゆる調ちよう味み料りよう、パック入りのレトルト食品に至るまで。どれもこれもが新しん鮮せんなのはおそらくロボットが定期的に中身を整せい理りしているからで、さらに言うなら、それはこの空間のどこかに古い食材を分解して新しい食材を再生成するためのプラントが設置されていることを示している。

　緊きん急きゆうの隠れ家や別荘などといった半端な代しろ物ものでは、断じて無い。

　この場所は誰だれかが数年、数十年、下へ手たをすれば一生、一歩も外に出ること無く暮らし続けることを前提として作り上げられた、一つの『世界』だ。

「……ま、それは今考えてもしゃーないか」一人ひとり呟つぶやいて冷蔵庫の扉を閉め、フィアに向き直って「ほんで、その地下の町いうんはどんな感じやねん。通信が繋つながったいうことは、ここと関係在ありそうなんか？」

「あ！　はい」大きなオーブンに見とれていた少女は慌あわてて顔を上げ「そうなんです。向こうの方のお話だと、何だか、私達をここに送った転送システムが隠れてた町みたいで……」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、ぽかんと口を開ける。

　慌てて入り口の扉に向かって駆かけ出し、

「お前なあ！　そういう大事なことは最初に言えや！」

「す、すみません！」

　慌ててついてくる少女を肩越しに振り返り、カーペット敷じきの廊下を走る。話を脱だつ線せんさせたのは自分も同じなのだが、そこは気にしない。

「他ほかの連中は？」

「みんなで向こうの方とお話してる最中です！」こっちのスピードに合わせて必死に走っているのか、フィアは息を弾ませ「サクラさんが何とか協力出来ないかって交渉してるんですけど、大変みたいで！」

　そうか、とうなずき、心持ちスピードを落として階段を駆け上がる。左右に延びた廊下を左に二つ目、勝手に『書斎』と名付けた部へ屋やに飛び込み──

「だから、何度同じことを言わせるのだ貴方あなた達は！」

　たちまち響ひびくサクラの叫び声。

　本とデータディスクの棚が幾つも並んだ絨じゆう毯たん敷じきの部屋。少女は部屋の中央のテーブルに浮かぶ立体映像ディスプレイを掴つかみかからんばかりの勢いで睨にらみ付け、

「我われ々われは貴方あなた達の町を停止させるつもりなど無い！　ただ、我々が地上に戻る手段を探るために協力頂いただきたいと！」

『断る、とこちらも何度も言うておる』

　ディスプレイの向こうの老人が、しわがれた声で答える。

　矮わい躯くに杖つえをついた老人は、落おち窪くぼんだ眼がん窩かの奥から鋭するどい視し線せんを投げ付け、

『お主ぬしらが使った転送システムは、この町全体、特に中ちゆう枢すうの発電プラントと直結しておる。仮にお主らが帰るためにもう一度システムを稼か働どうさせねばならぬということになれば、老ろう朽きゆう化かしたプラントが機き能のうを停止する危険が在ある』

　隣となりで聞いていたディーが困った顔で振り返り、「町長さんだそうです」と説明。

　なるほど、とうなずき、サクラのすぐ後ろまで近寄る。

「そんなことは分かっている！」少女はいっさい気付かずテーブルを叩たたき「だが、帰りの転送にはまた別なシステムが用意されているのかも知れない。仮に行きと同じシステムを利用しなければならないとしても、プラントを補強すれば起動に耐えるかも知れない。何にしても、必要なのは情報！　だから私はこうやって、どうか協力頂きたいと──！」

　全くもって物を頼む態度では無いサクラの物言いに苦笑する。「ほい時間切れ、選せん手しゆ交代」と少女を強引に押しのけ、ディスプレイの前に立つ。

「あ、貴方はいつの間に！」

「お前なあ……もうちょい周りに気ぃ配れや。暗殺し放ほう題だいやったぞ、今」さすがに呆あきれて息を吐き、イルは立体映像の老人を見上げて「どーも初めまして。おれは……」

『お主も魔ま法ほう士しか』

「へ？」割って入る町長の言葉にイルは出鼻をくじかれ「あー……まあ、そうですけど」

『そこは大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの中で、お主らは地上に戻る方法を探していて、そのために儂わしらに協力を仰あおぎたい……そういうことで良いかの？』

「ま、まあ言うたらその通りですけど……」

『断る』

　さすがに、言葉を失う。

　数秒の自失からどうにか立ち直り、「あー」と頬ほおをかいて、

「いや……まあいきなりそんなこと言われても断るんが普通やとは思うんですけど、ちょっとだけ、ほんまにちょっとだけでええからおれの話聞いてもらう、いう訳わけには……」

『断る、と言うておる』

　とりつく島も無い。

　イルは何だか泣きたい気分でサクラを振り返り、

「めっちゃ怒ってるやん！　何か失礼なこと言うたやろお前！」

「誤解だ！　初めから徹てつ頭とう徹てつ尾びこの調ちよう子しなのだこのご老人は！」

　と、さらに隣となりで困った顔をしていた錬れんが「えっと……」とおそるおそる声を上げ、

「町長さんの話は分かったけど、じゃあそっちはこれからどうするの？　このままだとロンドン自治軍もシンガポール自治軍も攻めてきて、町がどっちかの軍に占領されちゃうと思うんだけど」

『お主ぬしらの友人を人質にして軍を撤てつ退たいさせると、今説明したと思うがの』

　町長が一歩横に動くと、その後ろに座らされた三人の姿がディスプレイに映る。金髪をポニーテールに結ゆわえた女の子に、薄うす茶ちや色いろの髪の男の子に何な故ぜかチャイナドレス姿の黒髪の少女。

　賢けん人じん会かい議ぎの光使いセラと、ロンドン自治軍の魔ま法ほう士し二人ふたり。

「人質……？」

「そうみたいです。僕らが飛ばされた後、吹雪ふぶきの中で倒れてるところを捕まえたって言うか助けたって言うか……」

　小声で呟つぶやくイルに、ディーが沈んだ声で説明する。

　と、錬が「うーん」と首を捻ひねり、

「やめた方が良いよそれ。絶対上う手まくいかないから」友人達のため、と言うより本気で老人を心配している口調で「そんなことしてる暇ひま在あったら、誰だれかに協力頼んで作戦考えた方が良い。ちょっと気に入らないけど、ここには大きな組そ織しきとか動かせる人もいるわけだし……」

「そうだ！　地上には我われ々われの組織の参さん謀ぼうが残っている。セラの通信素子が彼と同じチャンネルに設定されているはずだから、それを利用して連絡を試みて欲しい。悪いようにはしない。約束しよう」

「爺じいさん、おれこう見えてもシティ・モスクワのエージェントやねん。おれが頼んだら何とかしてくれるいう人がモスクワにはけっこうおるから、爺さんらのこともどないか出来る思う。とりあえず、おれの仲間の女が近くにおるはずやからそいつと通信出来たら……」

　ここぞとばかりに自分の組織を売り込むサクラに、イルも対抗する。

　が、町長は静かに首を横に振り、

『要いらぬ』

「で、でも……！」と真っ先に声を上げる錬。

『要らぬと言うておるよ』町長はひどく静かな声で『そもそも、そこのお嬢じようさんの言う賢人会議とはシンガポールと同盟関係にあると聞いておる。そちらのシティ・モスクワにしたところでロンドンやシンガポールと実態がさほど変わるとも思えぬでな。お主らの言う通りに協力を仰あおいだとして、その連中の目的がお主らの救出である以上、最後には裏切られてこの町が占領されることにならぬとどうして言えよう』

「いや、そらそうやけどな……」

　頑かたくなに正せい論ろんを唱となえる町長に、内心で頭を抱えるイル。

　と、錬れんが「そうだ」と手を叩たたき、

「それじゃあ、祐ゆう一いちはどう？　ほら、僕らが飛ばされる時に一いつ緒しよにいたあの黒い騎き士し！　大きくて真まっ赤かな騎士剣持ってた」

『ぬ？』途と端たんに、老人の顔に驚おどろきがありありと浮かび『なんと……お主ぬし、少しよう佐さ殿どのの知り合いであったか』

「え？　知ってるの？」少年はしばし首を傾かしげ、何かに気付いた様よう子すで目を丸くし「ひょっとして、お爺じいさん達が祐一を北ほつ極きよくまで呼んだの？　ロンドンとシンガポールの軍事演習から町を守ってくれー、とか」

『まさしく』町長はうなずき『じゃが、残念なことに少佐殿とは連絡がつかぬ。少佐殿が連れてきた赤毛の男もどこに行ったのか分からぬし、果たして無事でおるのか』

「え……」その言葉に何か引っかかったらしく、錬はディスプレイに身を乗り出し「それってヘイズ？　あれ……でも何でヘイズが祐一と」

「いや待て待て、ちょい待てや」慌あわててイルは口を挟み「何や？　あの赤毛の兄にいちゃんまでここ来とんのか？」

「うん、転送のちょっと前にヘイズの船を見たんだ。間違い無いよ」答えて、錬はディスプレイを見上げ「町長さん！　そこの二人ふたり、ロンドン自治軍の魔ま法ほう士しってヘイズの知り合いなんだ！　だから！」

『待て、いったいどういう関係なんじゃお主らは』町長は驚きを通り越して困こん惑わくした顔で『仮にお主の言うことが本当じゃとしても、この子らを解放する訳わけにはいかぬ。儂わしらにとってはもはや、この子らが唯一の生せい命めい線せん──』

　言いかけた町長の声が途と切ぎれ、しわだらけの顔が天てん井じようを見上げる。周囲の老人達も同様に頭上を見上げ、ファンメイ達三人までもがそれに倣ならう。

「な、何や？　どないした？」

『そちらには聞こえなんだか？　今、音が……』

　イルの問いかけに小声で答え、町長は小さな瞳ひとみをますます険けわしく細め……

　──耳をつんざく衝しよう撃げき音おん。

　ディスプレイの向こうの地下空間を、激はげしい振動が襲おそった。




　　　　††††††††††††††




「──大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの転送システムに、住民？」

　立体映像ディスプレイの向こうに広がる闇やみ空ぞらを、吹雪ふぶきが舞った。

　航こう空くう母ぼ艦かん『カドゥルー』艦内、司令室。前線の兵士からもたらされたというその報告に、フェイは眉まゆをひそめた。

「初めて聞く話だが、どういうことか」

「一般公開の回かい線せんを通じて、戦場一帯に呼びかけているそうです」今回の作戦の総責任者である壮年の中ちゆう将じようは立体映像ディスプレイをフェイに差し出し「通信の主ぬしは問もん題だいの地下施設の発電プラントを利用して暮らしている者だと名乗っています。彼らはロンドンの例の魔ま法ほう士し二名とこちらの……と言うより賢けん人じん会かい議ぎの魔法士一名を捕ほ虜りよにしたと主張しており、当とう該がい地区周辺からの前線部隊の撤てつ退たいを要求しています」

　受け取ったディスプレイをしばし見つめ、フェイは「なるほど」とうなずく。どこかの生産施設らしきコンクリート打ちっ放しの部へ屋やには、ロンドン自治軍の魔法士である黒髪の少女と薄うす茶ちや色いろの髪の少年、それに、先日フェイと会話したばかりの光使いの少女が倒れている。

　廃棄された大戦前の施設に人が住み着き町が形成される──そう珍しい話では無いし、驚おどろくようなことでも無い。

　その住民が自分達の暮らしを守るために物ぶつ騒そうな手段に訴えるというのも、ありふれた、と言うほどでは無いにしろ過去に幾つか例が在ある。

「我わが軍の対応は？」

「第一級カテゴリーＡの騎き士しを二名、救出部隊として先行させます」

　豊かな髭ひげを蓄えた中将は、外見では明らかに年下のはずのフェイに丁てい重ちような態度で答える。

　氷原一帯の模も式しき図ずをディスプレイに呼び出し、中心付近に赤い点を表示して、

「地下施設の入り口は我われ々われが交戦した領域の中心、正せい確かくな位置もほぼ判明しています。地上部隊がロンドン自治軍を牽けん制せいしている間に救出部隊はこの入り口より突入を敢かん行こう、人質を奪だつ取しゆします。……出来ればロンドン自治軍の魔法士も拿だ捕ほ、と行きたいところですが、向こうも同様に騎士による救出部隊を出してくる可能性が極きわめて高い。おそらく、双方、自分の側の人質を確保して痛み分けという形になるかと」

「住民への対応は？」

「向こうの出方次第ですが……」中将は諦あきらめたような顔で息を吐き「過去の事例ですとこういう手合いは徹てつ底てい抗こう戦せんを仕掛けてくるのが常です。殲せん滅めつ戦せんは避さけられんでしょうな」

　承知した、とフェイはうなずく。

　ディスプレイに映し出された仮想の氷原の上、ゆっくりと進攻を開始するシンガポール自治軍地上部隊のアイコンを見つめ、

「賢人会議の参さん謀ぼう殿どのにはまだ知らせぬよう。交渉のカードとしてこちらで握って……」

　言いかけて、フェイはふと口をつぐむ。「何か？」と問う中将を置いて司令室の隅すみに向かう。

　管制官用の席の裏に手を伸ばし、指先の感覚を頼りに目的の『物』にたどり着く。

　取り出した小さな黒い塊かたまり──盗とう聴ちよう用ように集音モードの設定された通信素子を手のひらに置く。

「いかがなされましたか、全権大使」

「……大事無い。些さ細さいなことだ」

　ロンドン軍との交戦開始前には艦かん内ない全箇所の入念なチェックが行われたから、その段階では仕掛けられていなかったのは間違い無い。

　おそらくは転送システムが起動した瞬しゆん間かん。

　謎なぞの光に皆が目を眩くらまされ、司令室が混乱に陥おちいった瞬間に動いた誰だれか……

「抜け目の無いことだな、参さん謀ぼう殿どの」

　口元が笑えみの形に歪ゆがむのを感じた。

　通信素子を床ゆかに放り捨て、一息に踏み潰つぶした。
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　轟ごう音おんは地下空間の隅すみ々ずみまでを瞬時に駆かけ抜け、唐とう突とつな静せい寂じやくに取って代わった。

　ファンメイは床に座り込んだ姿勢のまま、広場の半球型の天てん井じようを険けわしい目で睨にらんだ。

　……何……？

　老人達が互いに顔を見合わせ、それぞれに銃じゆうを構える。足腰の丈夫そうな幾人かがうなずいて広場の外はずれ、地上に通じているらしい大きな隔かく壁へきに向かって走り出す。

『な、何や何や！』

　ディスプレイの向こうで叫ぶ白髪の少年の姿が、『メインゲート破損。ノイズメイカー起動』というシステムメッセージに切り替わる。

「地上の扉とびらを破は壊かいされたようだの」町長は険しい顔で住民一同を見回し「皆、落ち着いて防ぼう衛えい線せんを。捕ほ虜りよの三名を前に」

　ファンメイの傍そばにいた老人が銃を向け、歩くようにと促うながす。立ち上がってチャイナドレスの埃ほこりを払い、隣となりでうずくまっているセラに手を差し伸べる。

　反対側で小龍シヤオロンのカゴを抱えたエドが立ち上がり、別な老人に銃を突き付けられてぼんやりとうなずく。

　それを横目にセラの小さな体を片手で支え、銃に押されるまま三人並んで歩き出す。

「ねえ、お爺じいちゃん達」前を向いたまま、背後の老人に声を投げ「訊ききたいんだけど、実際に魔ま法ほう士しと戦ったことって在あるの？」

「お前に心配されることでねぇ。訓練は十分につんどる」

　ぶっきらぼうな老人の答え。

　が、ファンメイはその言葉に首を傾かしげ、

「訓練って？　ここって、元軍人さんとかいるの？」

「おらんわい」老人は当然のように答え「そん代わり、戦前の軍事教本を持っとったヤツがおったで、それをお手本にした。この十年、することも無ねえからって訓練ばっかりやっとったでな。悪いけど、お嬢じようちゃん達を盾たてにするまでもねえでよ」

「そう、なの……？」

　威い張ばるような口く調ちようで答える老人に、引っかかりを覚えるファンメイ。

　いったい何だろうと考え、記き憶おくを隅すみから隅まで掘り返し、

「……あ……」

　思わず、小さな声を上げる。

　恐ろしい可能性に、ファンメイは唐とう突とつに気付く。

　老人達のシティが滅んだのは大戦のごく初期。ファンメイも文献を読んだだけだから正せい確かくなところは知らないが、当時の魔ま法ほう士しといえばまだまだ埋め込み手術式の後天性がほとんどで、生み出されるＩ－ブレインの性能も今に比べて数段不安定だったはず。

　老人達が過去に遭そう遇ぐうしたという魔法士達はおそらく第三級カテゴリーＣか、せいぜい第二級カテゴリーＢ止まり。ノイズメイカーも当時は最新の技術だったから受ける側の魔法士にも対抗策が出来ていなくて、『とりあえず展開しておけばどんなタイプの魔法士のＩ－ブレインでも百パーセント止められる』などと、今から考えればとんでもない常じよう識しきがまだまだ通用していたはずだ。

　この町の防ぼう衛えい線せんが当時の基準で作られているとしたら、そんな物は何の役にも立たない。例えば、現代戦において相手に上級の騎き士しがいると想定される場合のノイズメイカーの役割は、あくまでも自己領域による移動を阻そ害がいして能力を制限すること。ノイズ環かん境きよう下かでも通常の人間の十倍以上の速度を軽く発揮する第一級の騎士から生命線であるノイズメイカーを防衛し、効果的な攻こう撃げきを行うには相応の戦術、人員、装備が必要となる。

　地上の入り口からここに至るまでの通路にノイズメイカーを敷ふ設せつし、通常の銃じゆうやミサイルで正面から待ち構える──

　老人達がこの少人数でそんな単純な戦術を選えらんだのだとしたら、自みずから進んで死にに行くような物だ。

「ま、待って待ってお爺じいちゃん！　無理！　絶対無理だからちょっと待って！」

　自分が銃を突き付けられていることも忘れて、声を張り上げる。が、周囲の老人達は聞く耳を持たない。「悪あがきを」とでも言うように冷たい視し線せんをこっちに向け、手に手に銃を構えて開け放たれた隔かく壁へきの向こうへ消えていく。

『一斑、準備完了』

『二班、準備完了』

　天てん井じようのスピーカーから聞こえる、老人達の声。

　隔壁の前まで連れてこられたファンメイ達の頭上に立体映像ディスプレイが浮かび、地上に通じる曲がりくねった通路の模も式しき図ずと防衛部隊を表す青い光点の配置、それに通路の各所に敷設されたノイズメイカーの効果範はん囲いを示す緑の光が表示される。

　その通路の上、地上に当たる部分から降りてくる、二つの小さな赤い光点。

「たったの二人ふたりか」町長が呟つぶやき「一斑、間も無く目標が射程範囲に入るでな。よろしく頼む」

　任しとけや、とスピーカーから声が響ひびく。ファンメイが息を止めて見つめる前で、赤い点が「一斑」と呼ばれた青い点に近付く。瞬しゆん時じに通路を駆かけ下りた赤い点はノイズを表す緑の光に触れたところで速度を落としつつ、そのまま、まっすぐに青い光点に接触し、

　……ダメ……！

　悲鳴を押し殺すファンメイの前で、消滅する青い光点。

　遅れて響く、わずか数発の銃じゆう声せい。

　通路の奥の闇やみを、静せい寂じやくが満たした。
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　吹雪ふぶき舞まう氷原に、爆ばく音おんが轟とどろいた。

　立ち上った雪煙がカメラを覆おおい隠し、ディスプレイの向こうの視界を完全に塞ふさいだ。

「だーっ！　何にも見えねぇじゃねえかよ！」

　HunterPigeon艦かん内ない居住区画、大きな円形のテーブルを前にヘイズは叫ぶ。椅い子すを蹴けって立ち上がり、天てん井じようのカメラを猛然と見上げて、

「おいハリー！　カメラ変更、今すぐだ！」

　やたらと抑よく揚よう豊かな合成音が『はいはいただ今』と答える。ディスプレイの映像が瞬時に切り替わり、先ほどまでと同じ地点、地下の町に通じる入り口が別な角度から映し出される。

　一面に広がる氷の大地の中央に、ぽっかりと口を開けた黒い穴。

　おそらく荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの砲ほう撃げきによってクレーター状に穿うがたれた穴の中に飛び込んでいくシンガポール自治軍の制服姿の二つの人ひと影かげを、ヘイズのＩ－ブレインを介して解析・再さい構こう築ちくされたカメラの映像がかろうじて映し出す。

「ちょ、ちょっと、あれって危なくない？」その光景に、隣となりで見ていたクレアが慌あわてた声を上げ「下の転送システムに何かあったらどうすんの？　シンガポール軍何考えてんのよ……」

「おそらく、情報解体による悪あく影えい響きようを考こう慮りよしてのことだろうな」

　と、さらに隣の祐ゆう一いちが口を開き、

「内部のプラントだけではなくあの施設全体が転送システムであることを考えると、構造材に影響を及ぼす類たぐいの情報制せい御ぎよ演算はシステムに重大な異常を引き起こす可能性がある。本来はもっと穏おん便びんにゲートを開くべきだが、次善の策としてはやむを得ないだろう」

　さらに幾つかのディスプレイがテーブルの上に出現し、氷原の様よう子すを様さま々ざまな角度から映し出す。午前の戦せん闘とうのために戦場のあちこちに破砕の領域Erase Circle用のスピーカーを敷ふ設せつした際、一いつ緒しよに撒まいておいた遠えん隔かく操そう作さのカメラ。リチャードから教えてもらった通信妨害の穴を利用することで、とりあえずロンドン自治軍に近い側の半分だけは利用出来る状態になった。

　戦場では、すでに二つの軍のフライヤー部隊が交戦を開始。

　飛び交う荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの密度は半分演習のような物だった午前の戦せん闘とうの比では無いが、祐ゆう一いちの言う通り最初に町の入り口を直ちよく撃げきした一発以外は、どちらの軍も町の周辺での砲撃を可能な限り避さけている。

「何か、本格的にマズいわね」

　と、円卓の向こうからよく通る女の声。

　先ほど拾ったばかりのHunterPigeonの新たな客──天あま樹ぎ月つき夜よは長い黒髪をうなじの辺あたりでいい加減に束たばねながら、

「あの町の状況は分かったけど……祐一。実際、あそこの人達って戦力としてはどうなの？　あんたが対騎き士し戦せん術じゆつ叩たたき込んであるとか、そんな感じの都つ合ごうのいい話……」

「残念ながら、な」黒衣の騎士は首を横に振り「俺おれも、あの町には戦後十年の間に二、三度訪れたことがあるだけだ。もう少し時間が在あれば可能だっただろうが」

「ついでに、あのお爺じいちゃん達が聞く耳持ってくれれば、って話よね」クレアが口を挟み「けど、ホントにヤバいわよね。ここからじゃ町の中までは手の出しようが無いし、あたしもあれだけ厳げん重じゆうにノイズメイカー張り巡らされたらどうなってんのかまるっきり視みえないし」

「お手上げ、と言ったところか……」

　思し案あん顔がおで呟つぶやく祐一。

　腕組みして息を吐き、視し線せんを月夜の隣となり、椅い子すの上に浮かぶ立体映像ディスプレイに向け、

「あんたの意見が聞きたい、プランナー」

　一同の視線が、黒衣の騎士が見つめる先に集中する。

　ディスプレイに映る人ひと影かげ──シスターの装しよう束ぞくをまとった妙みよう齢れいの女性は『そうですね』と少しだけ困った顔で笑い、

『鍵かぎになるのは中に囚とらわれているという魔ま法ほう士しの子達なのでしょうが……何か、連絡を取る手段を考える必要がありますね』

　その言葉に「そーだな」とうなずき、ヘイズはディスプレイを見つめる。ロンドン自治軍の通信妨ぼう害がいをかいくぐり、月夜の進言でシティ・モスクワに連絡を取った結果、この船の面々には思わぬ助すけっ人とが加わっている。

　シスター・ケイト。

　天樹月夜とあの幻影イリユージヨンNo.17のモスクワにおける後見人であり、大戦中には有名な作戦将校だったという女性はディスプレイの向こうで静かにティーカップを傾け、

『ファンメイさん、でしたか？　その子の通信素子がロンドン自治軍の物であるなら、ロンドン側の騎士が町の内部に突入するのに合わせて通信が確かく立りつ出来るのではありませんか？　……と言ってもその場合、町ではすでに戦闘が始まっていることになりますから、虐ぎやく殺さつを止めようと思うなら時間の余裕はほとんど在りませんが』

　静かにそう言って、視線をヘイズの方に向け、

『どうしました？　私の顔に何か』

「あ？　あー、いや」シスターの顔をじっと見つめていたヘイズはわしわしと頭をかき「何てーか……すげー落ち着いてんな、あんた。幻影イリユージヨンNo.17が衛えい星せいに飛ばされちまって帰ってこれるかどうかも分かんねーってんだから、普通はもうちっと慌あわてるんじゃねーかな、って」

　と、シスターは『あらあら』と笑い、

『このぐらいのことで慌てていては、あの子の保ほ護ご者しやは務まりませんよ』

　隣となりで聞いていた月つき夜よが、まったく、という顔でうなずく。

　そういう物か、とヘイズは少し感心し、

「っと……」

　目の前に出現する通信用のディスプレイ。

　慌ててテーブルのタッチパネルを操そう作さすると、ノイズ混じりの画面の向こうにリチャードが姿を現し、

『待たせたな。例の人質騒さわぎで、上層部が少しもめた』

　手にしたタバコの吸すい殻がらを灰皿ですり潰つぶす。

　テーブルの周りに集つどったこっちの面々──ヘイズ、クレア、祐ゆう一いち、月夜を順に見回し、別なディスプレイに映る最後の一人ひとりに気付いて、

『失礼だが……そちらの女性は』

『初めまして、リチャード博士ですね。お噂うわさは大戦中に幾度か』シスターは画面の向こうで会え釈しやくし『ケイトと申します。シティ・モスクワで孤児院と教会の責任者を務めていまして、今日きようはそちらの月夜さんのご縁えんでお邪じや魔まさせて頂いただいています』

『ケイト……？』

　たおやかに笑うシスターの顔を、リチャードはまじまじと見つめる。

　ややあって『あ』と声を上げ、白衣の男は居住まいを正し、

『これはまた……。シティ・モスクワの戦せん線せん謀ぼう略りやくの象徴にお会い出来るとは光栄だ』

『今はただ神に仕える身ですのよ。計画者プランナーの名も久しく』

　そう笑うシスターの姿に、ヘイズは内心で冷や汗をかく。そういえば祐一も彼女を「プランナー」と呼んでいるし、何かとんでもない大物なのだろうか。

「いや……まぁそれはいいんだけどよ」ともかくこのままでは話が進まない。割って入って軌き道どうを修正し「それでどーなったんだよ、先生。ロンドン自治軍の方でも対応決まったんだろ？」

『おお、そうだったな』リチャードは慌てた様よう子すでこっちに顔を向け『結けつ論ろんだけ言うと、うちの対応もシンガポールと似たような物だ。突入部隊は第一級、それも最上位クラスの騎き士し一名。町の住民がファンメイとエドを人質に使う暇ひますら与えずこれを奪だつ還かんする』

「だろーな……」

　呟つぶやき、指を一つ鳴らす。当初は何とか騎士の突入を食い止められない物かと考えていたが、シンガポール自治軍がすでに実力行使に出てしまった今となってはロンドン側の攻こう撃げきだけ止めたところでどうにもならない──と言うより、いっそ内部でシンガポールの騎き士しと鉢はち合あわせして、小こ競ぜり合いでもやってもらった方が時間が稼かせげる。

「中に住んでる爺じいさん達のことは？」

『構ってはいられん、というのが上層部の判断だ』リチャードはタバコを取り出して火を点つけ『大人おとなしく施設を明け渡すのであれば良し、抵抗するなら皆殺しにするだけだと……そう怖い顔をするな。私が決めた訳わけでも、賛さん成せいした訳でも無い』

「んなこたー分かってんだよ」ヘイズは船室の天てん井じようを意味も無く睨にらみ「とにかく、このままじゃいけねぇ。どーにかして戦せん闘とうやめさせねぇと……」

　そう言いかけてふと気付き、月つき夜よとシスターに顔を向けて、

「っていうか、あんたらはそういう行動方針で良いのか？　オレとこいつと旦だん那なはあの町守るって依頼受けてるし、先生はどうせ趣しゆ味みでこっちにつくだろーけど、あんたらは別にあそこの爺さん達に肩入れする義理もねーだろ」

　クレアが「こ、こいつ？」と何な故ぜか顔を赤くし、リチャードが『こらこら、勝手に決めるな』と苦笑する。が、どちらも、それ以上は特に反はん論ろんする様よう子すも無い。

　と、月夜は一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかった様子で首を傾かしげ、

「……は？　何？　あんた、私を舐なめてんの？」そう呟つぶやいて凶悪な笑えみを口元に浮かべ「私がそういう困ってる人達見捨てて平気な人間に見えるって、あんたそう思う訳。……へー、ふーん……」

「ま、待て！　ちょっと待て！　オレ今、すげー普通の質問したと思うんだけどよ！」ヘイズは慌あわててクレアと祐ゆう一いちに顔を向け「なあ！　オレ間違ってねーよな！」

「や、今のはあんたが悪いでしょ」

「ああ。無む謀ぼうと言う他ほか無いな」

　あっさりと答える二人ふたり。

『まあまあ、そんなに脅おどかす物ではありませんよ』と、笑いをこらえて見ていたシスターが助け船を出し『もう少しつまらない話をしますと、イルは本来そこにいないことなっている訳ですから。ロンドンとシンガポール、どちらの軍が転送システムを制圧した状態でも、戻ってきた時に国際問もん題だいに発展するのは避さけられない訳です』

「そーいうこと」月夜があっさり後を引き継ぎ「ってことで、こっちとしては転送システムがどこかのシティの手に渡るのは避けたい。趣味と実益を兼ねたパーフェクトな選せん択たくな訳。分かった？」

「いや、分かったけどよ……」ヘイズはものすごく納得がいかない気分で「ちゃんと真っ当な理由もあんじゃねーかよ。だったら、オレの質問も別におかしく……」

「や、そこはおかしいでしょ、やっぱし」

「ああ。状況判断が不適切だ」

「お前は黙だまってろ！　ってか旦だん那なもちょっと落ち着いてくれ！」ヘイズはテーブルをばんばん叩たたき「とにかく！　問もん題だいはこっからの動きだ、こっから！　誰だれでも良いから、何かいいアイディア思いついたやつ！」

『外にいる私達だけでは打つ手が無いのは確かく実じつです。ここは希望的観かん測そくを前提に話を進めましょう』と、シスターがおもむろに口を開き『中に囚とらわれている三人の魔ま法ほう士し──ファンメイさん、エドさん、そしてセラさん。この三人はどのような方ですか？　たとえ自分を救出するためとはいえ、目の前で老人達が為なす術すべも無く殺されて、黙っていられる方達でしょうか？』

『なるほど』リチャードが感心した様よう子すでうなずき『ファンメイとエドの性格を考えると、その状況で無視は出来ん。下へ手たをすると、自分の救出に来たロンドン自治軍の騎き士しを妨ぼう害がいする可能性すら在あるな』

「確たしかに。二人ふたりとも、後先考えずに助けて後ですげー困るタイプだ」

　ヘイズも同意する。なるほど、『自分達がどう動くべきか』というところにだけ意い識しきが集中していて、そういう要素を考こう慮りよに入れていなかった。

「で、もう一人ひとりの子はどーなんだ？」そう言って、クレアに顔を向け「オレは良く知らねーけど、お前と旦那はそのセラってヤツと知り合いなんだろ？　どんな感じで動きそうなんだ？」

「え……」

　と、クレアはなぜか口ごもる。

　額ひたいに指を当てて、んー、と考え、何だか申もうし訳わけ無さそうに、

「難むずかしいと思うわ、たぶん。……そりゃ、町の人達があの子に親切だったらあの子も全力で助けると思うけど、でもお爺じいちゃん達って魔法士を憎んでるでしょ？　だから」

「そうだな」祐ゆう一いちもうなずき「もちろん自みずから手を下すことは無いだろうが、自分を助けに来たシンガポール軍の騎士を攻こう撃げきするということは向こうの陣営に残った真ま昼ひると衛えい星せいに飛ばされたディー達を危険にさらすことを意味する。町の住民を助けるという選せん択たくは考えにくい」

『ということは、少なくとも二人、ですね』シスターが全員の話をまとめ『十分です。それなら、両軍の騎士が内部の戦せん闘とうに失敗するという可能性が期待出来る。こちらとしては、その前提で展開を考えるべきでしょう』

「だが、仮にそうなったとしても戦闘の停止は難しいだろう」異い論ろんを挟む祐一「その……ファンメイとエドか？　二人が仮に町の住民達のために戦ったとしても、何か明確な理由が無ければ今度は二人が裏切り者としてロンドン自治軍の攻撃対象になるだけのことだ。何か、もっと根本的な解決策が必要だと思うが」

　重々しく告げられる言葉に、シスターも『そうですね……』と考え込む。

　他ほかの面々も黙り込んでしまい、テーブルの上に沈ちん黙もくが降り、




『──えーっと、お取り込み中失礼します、っと』




　いきなり立体映像ディスプレイで割り込んでくる、若い男の声。

　一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からず、ヘイズは目の前に浮かぶ黒髪の青年の顔を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「な……な、な……」月つき夜よが目を見開き、しばし口をぱくぱくさせて「ま……真ま昼ひる？　あ、あんた何やって……」

『そっちがロンドン自治軍の通信妨ぼう害がいに開けた穴見つけてね。回かい線せん通すのは苦労したけど』賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真昼はあっさりと答え『あれ？　祐ゆう一いちもいるんだね。久しぶり、メルボルン以来になるのかな？』

「真昼……」黒衣の騎き士しもさすがに驚おどろいた様よう子すで「そこはシンガポール自治軍の艦かんの中か？　何をしている。ここにはロンドンとモスクワの関係者もいるが。この通信がシンガポールの連中に知られれば」

『大丈夫。通信傍受対策は完かん璧ぺきにやってあるし、この映像もカメラ使ってる訳わけじゃなくて携けい帯たい端末の中で文字情報から合成してるだけで、シンガポール軍の人達に見られても何やってるか分かんないようにしてあるから』祐一の言葉に真昼は淀よどみ無く答え『という訳で、他ほかの皆さんも初めまして。いちおう、賢人会議の参謀役をやってる者です』
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「いや……そりゃもちろん知ってるけどよ」世せ間けん話ばなしでもするような軽い口く調ちようにヘイズはさすがに呆あきれ「で、何だ？　その参さん謀ぼうが、わざわざ通信までよこして何の用だ？」

　と。

『何って、そりゃもちろん』真ま昼ひるは全く悪意を感じさせない顔で笑い『皆さんと手を組めないかなー、と思いまして』

「は？」とこれには月つき夜よが眉み間けんにしわを寄せ「いや、あんた何言ってんの？　っていうか、賢けん人じん会かい議ぎにはシンガポール自治軍っていう強ーい味方がいるでしょうが。今のところ連中、あんた達を裏切るつもりも無いみたいだし、そっちに協力するのがあんたの仕事じゃないの？」

「ところが、そうも言ってられなくてね」真昼は双ふた子ごの姉に苦笑し「シンガポール自治軍が首しゆ尾び良く例の地下施設を占領しても、今度は衛えい星せいから帰ってくるための転送システムがこっちとの交渉の材料に使われるだけだから賢人会議としては全然嬉うれしくない。僕としてはあの施設は、ロンドンでもシンガポールでも無い、全然関係無い勢力の手に渡って欲しい訳わけ」

「そーいう物なの……？」とクレアが困こん惑わく顔がおで「けど、だからってあたし達が『はいそーですか』って協力しないといけない理由も無いわよね？　ほら。あたしは、そりゃシティとは手を切ったけど賢人会議のやり方に賛さん成せいって訳じゃ無いし、ここにはあんた達に敵対してる人も何人かいる訳だし……」

『でも、今はお互いに手が足りない。争って共とも倒だおれになってる場合じゃない。違いますか？』真昼はあくまでも穏おだやかな笑え顔がおで『もちろんタダでとは言いません。ちゃんと作戦も持ってきました』

　これには、一同が目を見開く。

「……作戦？」と、月夜が真っ先に口を開き「何？　あんた、この状況をどうにか出来る作戦思いついたって、そう言うの？」

『うん、そう』真昼はうなずき『僕も成功するかどうか自信無いから使うつもりじゃなかったんだけど、このメンバー見たら考え変わった。……たぶんだけど、いける』

『興きよう味み深ぶかいですね』と、シスターの声『よろしければ、作戦内容をお聞かせ頂いただけませんか？　判断はそれからで』

『もちろんです……けど、その前に一つ』そう言って、真昼はシスターにディスプレイ越しの顔を向け『単刀直入に伺うかがいます。あなたの発言力を最大に使ったとして、モスクワ自治軍、どの程度動かすことが出来ますか？』

『そう言われても、軍内部では今の私にそれほどの力は……』言いかけて、シスターは何かに気付いた様よう子すで『……例えば、本当に部隊を出しゆつ撃げきさせるのは不可能ですよ？　それでも構わないのですね？』

『構いません』即答する真昼。

『分かりました』シスターはうなずき『明日あした、モスクワ自治軍全部隊でフライヤーと飛ひ行こう艦かん艇ていの総点検が予定されています。古い知り合いに話を通して、その作業を今日きよう、たった今からに変更する程度のことなら』

『はい、それで十分です』

「ちょっと待て、何の話だそりゃ」会話に全くついて行けないヘイズはとうとう我が慢まんし切れなくなり「そっちが考えたって作戦、きっちり説明してくれ。ちっとばかりモスクワ軍動かして、それでどうしようってんだ？」

『はい、それでは……』

　真ま昼ひるはうなずき、静かに口を開く。

　滔とう々とうと語られる、『作戦』。

　瞬しゆん間かん、円卓の空気が凍り付く。

「……は……？」ヘイズは青年の顔をまじまじと見つめ「いや待て、ちょっと待て。無理だ、絶対無理、幾ら何でも無理だろそりゃ！」

　テーブルの周りの一同を見回し、視し線せんで同意を求める。

　が──

『……なるほど』自失から真っ先に立ち直り、うなずくリチャード『一見すると荒こう唐とう無む稽けいだが、確たしかに作戦としては在ありだ。面おも白しろい手を考えつく物だな』

『確かに、これだけのメンバーが揃そろえばこそ、ですね』シスターも感心した様よう子すで『良いでしょう。さっそく、知り合いをたどってモスクワ軍の方の細さい工くを進めます』

「って、おい！　マジか？」ヘイズは目をむき「なあ旦だん那な、旦那はどう思うよ。どー考えても、そんなもんでシティ二つもいっぺんに騙だませる訳わけ……」

「軍に対する知名度を考えると、やはりリーダーは俺おれという形にすべきだろうな。出来れば、ある程度のインパクトと真実味を兼ね備えた組そ織しき名めいが欲しいところだが……」

「その辺はおいおい考えれば良いんじゃない？　どっちかっていうと、何かもっともらしい行動理念とか、シティの自治軍と戦う理由でっち上げないと」

「何でやる気満々なんだよ旦那！　ってかお前もだクレア！」

「あーもううっさいわね！　男がつまんないことぐちぐち言うんじゃないの！」半泣きで叫ぶヘイズに、びしりと指を突き付ける月つき夜よ「ってか、こんなの真昼の思い付く作戦の中じゃ普通よ？　全然普通！　いちいち慌あわてたら身が保たないわよあんた」

『と言いますか、普ふ段だんの言動を考えればヘイズに他人の作戦を無む茶ちやと非ひ難なんする権利があるとは思えません。ここは一つ、私やリチャード様の日ひ頃ごろの心労をかみしめるべきかと』

「んな──！」

　最後はハリーにまで否定され、孤立無援で途方に暮れるヘイズ。

　テーブルに突っ伏して深々と息を吐き、「……しゃーねー」と指を一つ鳴らして、

「わーった、分かりました！」勢い任せに身を起こし、わしわしと頭をかいて「どーせ他ほかに手なんかねえんだ。乗ってやろーじゃねぇか、その作戦！」

『はい。満場一致ということで』

　ディスプレイの向こうでにっこり微ほほ笑えむ真ま昼ひる。

　賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうはテーブルの上で両手を組み、一つうなずいて、

『それではみなさん、仲良く悪わる巧だくみと行きましょう』




　　　　††††††††††††††




　断続的な銃じゆう撃げきの音が、通路のずっと遠くから響ひびいた。

　ファンメイは開け放たれた隔かく壁へきの前に呆ぼう然ぜんと座り込み、闇やみの向こうを凝ぎよう視しした。

「何じゃ！　何が起こっとるんじゃ！」

「隔壁閉めろ！　馬ば鹿かたれ！　さっさと閉めんか！」

　老人達の怒ど号ごうに混ざって、かすかな爆ばく音おんが床ゆかを震ふるわす。頭上に浮かぶ立体映像の施設図、防ぼう衛えい部ぶ隊たいを表す青とノイズメイカーを表す緑の光が、地上の入り口の傍そばから順番に一つずつ消えていく。

　通信素子から広場のスピーカーを介して漏れ聞こえる、老人達の悲鳴。

　二つの赤い点が、わずかも速度を緩ゆるめること無く、この地下の広場に迫ってくる。

「……ダメ……」

　呟つぶやき、立ち上がる。

　こっちに銃を向けたまま呆然と立ちすくむ見張り役の老ろう婆ばに詰め寄り、自分のうなじに埋め込まれた小さなノイズメイカーを指さして、

「お婆ばあちゃん！　お願ねがい、今すぐ降伏して！」

「な、何じゃと？」突然のことに老婆は目を見開き「馬鹿言うでねえ！　何を考えとるんだお前は！」

「このままじゃダメなの！」ファンメイは老婆の服の裾すそを両手で掴つかみ「お婆ちゃん達じゃ無理なの！　早くしないとお爺じいちゃんもお婆ちゃんもみんな殺されちゃうのっ！」

「調ちよう子しの良いこと言うでねえ！」傍で聞いていた老人が血相を変えてこっちに機き関かん銃じゆうを向け「どうせお前の仲間が助けに来たんだろ！　ここで銃捨てちまったら、それこそ儂わしら皆殺しでねえか！」

「そんなことしない！　わたしがお願いして何とかする！」ファンメイは必死で老婆を揺さぶり「お願い信じて！　このままじゃ……」

　ようやく動き出した通路の隔壁が、四方から円を描いてせり出して来る。フライヤーがどうにか一台通れる程度の狭い通路が、重厚な隔壁に閉ざされる。老人達がその周囲にアンテナ型のノイズメイカーを幾つも展開し、背後に隠れるようにしてそれぞれの武器を構える。

　──瞬しゆん間かん、広場に響く轟ごう音おん。

　隔かく壁へきの中央がおそらくは情報解体によって円形にくりぬかれ、自身の重みでこちら側に滑すべり落ちて広場の床ゆかに叩たたき付けられる。

　直径一メートルほどの穴の向こうから、剣を手にした人ひと影かげが二つ姿を現す。ファンメイが見たことの無い軍服ということはおそらくシンガポール自治軍の騎き士し。フードで顔を目ま深ぶかに隠した二つの人影はそれぞれの剣を無む造ぞう作さに片手に提さげたまま、小さく何事かを呟つぶやく。

　同時に、唸うなりを上げて起動するノイズメイカー。

　老人達がいっせいに銃じゆうの引き金を引き、それを待っていたかのように二人ふたりの騎士が左右別々の方向に走り出す。

　降り注ぐ無数の銃弾が床に跳はねて幾つもの火花を散らし、その雨をかいくぐった騎士の体が瞬しゆん時じに左右別々のノイズメイカーに到達する。ノイズの影えい響きよう下かにあってなお圧倒的なその速度は、老人達や今のファンメイの視界では到とう底てい捉とらえられない物。気が付いた時にはすでに二人の騎士はそれぞれ目標に定めたノイズメイカーの操そう作さ卓たくに剣を突き立てる姿にあり、巨大な二つの機き械かいはわずかな煙を噴ふき上げてその機能を停止する。

　ようやく標的の位置を再さい確かく認にんし、銃を構える老人達。

　が、その瞬間にはすでに、地を蹴けった二人の騎士の姿は老人達の間をすり抜けて別なノイズメイカーに飛びかかりつつある。

　老人達の間から悲鳴が上がる。今のわずかな一瞬に騎士剣の攻こう撃げきで銃を弾はじき飛ばされた数人が、斬きられた手を押さえてうずくまる。

　新たなノイズメイカーから立ち上る煙。

　残りはわずかに三つ。それが機能を失い、騎士が本来の能力を回復すれば──

「お婆ばあちゃん！」

　ファンメイは勢い任せに目の前の老ろう婆ばの手を引く。

　少し背が高い老婆を見上げ、自分のうなじに埋め込まれた小さな素子を指さし、

「お願ねがい！　今すぐこれ外して！　私も手て伝つだう！」

「は……？」老婆はさすがに呆ぼう然ぜんとし「な、何を言うとるかお前は。そんな馬ば鹿かな話が」

「さっき言ってたでしょ！　いざとなったら私に戦わせるって！」ファンメイは足あし下もとに座るエドとセラの後ろに回り、両手で二人の背中を押して「ほら、人質！　それで文句無いんでしょ？　お婆ちゃん達はこの二人連れて、奥の方に隠れててくれれば良いから！」

「ま、待ってください！」と、セラがたまりかねたように声を上げ「何言ってるんですか？　あの人達わたしのこと助けに来たんですよ？　それを……」言いかけて、あ、と思いついた様よう子すで「シンガポール軍に捕まるのが心配なんですか？　それだったら、それこそわたしが何とかします！　それに……えっと、ファンメイさんとエドさんの仲間の人達も、その辺まで助けに来てるかも知れないですし……」

「それじゃお爺じいちゃん達が死んじゃうじゃない！」

「え……？　そ、それは確たしかにそうですけど……」

　困こん惑わく顔がおで視し線せんを右う往おう左さ往おうさせるセラ。

　そんな少女に構わずファンメイは老ろう婆ばに向き直り、

「急いで！　今だけ、今だけわたしのこと信じてくれればそれで良いから！」

　さらに二つのノイズメイカーが、軋きしんだ音と共ともに機き能のうを停止する。残りはわずかに後一つ。老婆がためらうように何度も手を伸ばしかけ、意を決した様よう子すで一つうなずき、

「……あいつらに殺されるんもお前に殺されるんも一いつ緒しよだの」

　携けい帯たい端末をポケットから取り出し、ケーブルの端子をこっちのうなじに押し当て、

「裏切ったら、何が何でも人質だけは道連れにさせてもらうでな」

「うん。任せて」

（Ｉ－ブレイン戦せん闘とう起動）

　抜け落ちる小さな素子。頭の中に何重にも絡まっていた鎖くさりが、まとめて消し飛ぶ感触。

　足あし下もとのエドを見下ろし、その膝ひざの上、カゴの中で眠る小さな黒猫の名を叫ぶ。

「──小龍シヤオロン！」

　黒猫がむくりと身を起こし、全身の毛を逆さか立だてる。その体から無数の細い糸が爆はぜ、自身を取り巻く金属製のカゴを縦じゆう横おうに斬きり裂く。

　細胞一つの単位まで触しよく手しゆを引き延ばすことで構成された、刃やいばの糸。

　微み塵じんに崩れ去るカゴから飛び出した子猫が空中でその姿を変え、黒い小鳥となってまっすぐに伸ばしたファンメイの右手の先に留とまる。

　巨大なノイズメイカーの最後の一つが、土台から砂のように崩れて倒とう壊かいする。

　背中合わせに佇たたずむ二人ふたりの騎き士しが、それぞれの剣を無む造ぞう作さに左右に払う。

「急いで！」

　叫ぶが早いか地を蹴けり、小龍を右手に乗せたまま騎士めがけて駆かけ出す。二人の騎士が虚きよを突かれた様子でフードの奥の目を丸くし、ほんの一いつ瞬しゆん、わずか百分の一秒ほど反応が遅れる。

　いかに敵同士とはいえ、この状況で人質であるはずの魔ま法ほう士しに攻こう撃げきされるとは全く予想していなかったのだろう。戦闘記き録ろくで『龍りゆう使つかい』の能力は把は握あくしているはずだというのに、ようやく繰くり出された攻撃は馬ば鹿か正直にこっちの喉のど元もとを狙ねらって襲おそい来る。

　左と右、二つの方向から同時に跳はね上がる二振りの騎士剣。

　銀ぎん灰かい色しよくの刃やいばが通常の五十倍を上回る圧あつ倒とう的てきな速度でライトの薄うす明あかりの中に弧こを描き、

（体たい組そ織しき改変。防ぼう御ぎよ展開）

　重なり合って響ひびく金属音。

　ファンメイの首筋、その表面に出現した鱗うろこに弾はじかれて、二振りの騎士剣が宙に翻ひるがえる。

　ようやく事態を把握したらしい騎士達が、剣を引き戻しざま後方に跳ちよう躍やくしようと地を蹴る。が、もちろんそんな隙すきは逃さない。手の上の小龍に命令を送り、その体組織を瞬時に改変。生み出された二本の細い触しよく手しゆを左と右の騎き士し、それぞれの剣めがけて走らせる。

　右に放った一本は目標をわずかに逸それて騎士の腕を浅く斬きり裂き、瞬しゆん時じに巻き戻って羽の一枚に再び変異。

　左に放った一本は狙ねらい違たがわず騎士剣に巻き付き、銀ぎん灰かい色しよくの刃やいばを何重にも絡め取る。

　刹せつ那なの判断で騎士は剣を手放し、速度を減じつつ後方に退しりぞく。最適な判断だがそれでもまだ足りない。すぐさま小龍シヤオロンに命令。翼つばさからさらに数本の触手を生み出して右の騎士の動きを牽けん制せいしつつ、ファンメイ自身は左の騎士めがけて一いつ直ちよく線せんに駆かける。

　騎士剣の補助を失った今、速度は完全にこちらが上。

　三歩の跳ちよう躍やくで騎士の背後に回り込み、無防備なその首筋めがけて右手を滑すべり込ませる。

　格かく闘とう術じゆつを訓練した経けい験けんなど無くとも、人体の内部構造なら誰だれよりも良く把は握あくしている。指先で頸けい動どう脈みやくを締しめ上げること一瞬、力を失った騎士の体がくたりと地面に崩れ落ちる。

　主あるじを失った騎士剣ミスリルが、触手の圧力に耐えかねて半なかばから折れる。

　刀身を構成する変異銀が情報の側の支えを失い、砂のように崩れて足あし下もとに降ふり積つもる。

（攻こう撃げき感知）

　かろうじて攻撃を逃れたもう一方の騎士が、剣の柄つかに両手を添えて地を蹴ける。半透明な球形の揺らぎに包まれたその体が瞬時に視界から消失し、同時、としか認にん識しき出来ないタイミングで視界の左端で銀光が閃ひらめく。

　が、通常なら必殺となり得るだろうその攻撃も、龍りゆう使つかい相手には無意味。

　ファンメイの右手に乗ったままの黒い小鳥、その背から生えだした糸のような極細の触手に阻はばまれ、刃の切っ先はこちらの眼球すれすれ、一ミリにも満たないわずかな距きよ離りで停止する。

　黒い糸の触手が翻ひるがえり、それに弾はじかれるように騎士が後方に跳躍する。十数メートルの距離を退いた騎士は剣を突きの体勢に構え、刃の切っ先をまっすぐにこちらの心しん臓ぞうに向け、

（高密度情報制せい御ぎよを感知）

　──瞬間、響ひびき渡る剣けん戟げきの音。

　とっさに構えを解いた騎士は踊るように身を翻し、後方から振り下ろされる別な騎士の剣を崩れた体勢のままに受け止める。

「どうやら間に合ったな」

　転げるようにして後方に退くシンガポール軍の騎士の前には、ロンドン自治軍の制服に身を包んだ別な騎士。

　女性であるらしいロンドンの騎士はフードを目ま深ぶかにかぶったまま広場を見回し、こっちに顔を向けて、

「ロンドン自治軍特務部、ソフィー・ガーランド中佐だ。ペンウッド教室の李芳美リ・フアンメイだな？　無事のようで何よりだ」

　剣の切っ先をシンガポールの騎士に油断無く向けたまま、静かな足取りでこっちに歩み寄り、

「エドワード・ザインは一いつ緒しよではないのか？　まあいい。ともかく、今はこの騎き士しをどうにかするのが先決……」

　言いかけた騎士の声が止まる。

　どうした？　と怪け訝げんそうに首を傾かしげる女騎士をファンメイは見つめ、

「──ごめんなさい！」

　小龍シヤオロンの体から飛び出す、無数の黒い触しよく手しゆ。

　細胞一つ単位まで引き延ばされた刃やいばの糸は、空中に幾つもの弧こを描いて女騎士めがけて襲おそいかかり、

「何をする！」

　その攻こう撃げきをからくもかいくぐるロンドン自治軍の騎士。
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　思わぬ成り行きに目を丸くするシンガポールの騎士の前で、女騎士はすぐ傍そばまで迫った触手の先端を騎士剣で縦じゆう横おうに払い、

「これはどういうことだ李芳美リ・フアンメイ！　貴官は何をやって！」

「ホントにごめんなさい！」ファンメイは心からすまなそうに見えるよう気を付けて「仕方無いの！　えっと……エドを人質に取られちゃって！」

　何、と目を見開き、女騎士が広場の奥に顔を向ける。上う手まいタイミングで老人の一人ひとりがエドを抱え、扉とびらの奥に消える。

「卑ひ劣れつな……！」たぶん良い人なのだろう、女おんな騎き士しはフードの奥で唇を噛かみ「ともかく落ち着け李芳美リ・フアンメイ！　貴官の能力ならば彼らがエドワード・ザインを射殺するより早く、人質を救出することも可能なはずだ！　戦う相手を間違えるな！」

「ふぇ……？　で、でもでも！」

　気が動転してどうすれば良いのか分からない……という態度を装よそおう。老人達を敵と認にん識しきしていればファンメイも女騎士が言った通りの行動をとっくの昔に取っているはずなのだが、今は何とか誤ご魔ま化かさなければならない。

　こっちの態度に騙だまされたのか、女騎士が「不ま味ずいな」と舌打ちする。

　ファンメイとシンガポールの騎士とロンドンの騎士──三人は奇妙な三すくみの格好で、互いの動向を牽けん制せいしながら睨にらみ合う。

　……お爺じいちゃん達は……

　二つの軍の騎士に意識を向けたまま、肩越しに一いつ瞬しゆんだけ振り返って老人達の様よう子すをうかがう。騎士の攻こう撃げきで負傷した数十人を肩で支えて、老人達はすでに広場の反対側の端。壁へき面めんに幾つも開いた扉とびらの奥にバラバラに隠れ、陰から銃じゆうを構えてこっちの様子をうかがっている。

　が、地上に繋つながる通路を守っていた老人達は、負傷して取り残されたまま。

　どの程度の被害を受けたのかは想像することしか出来ないが、重傷者は早く救助しなければ取り返しのつかない事に……

「──あ」

　視界の端に、空中に表示されたままになっているこの町の模も式しき図ずが映る。

　簡かん易い表示で描かれた町の上、地上の入り口付近に集結してくる無数の赤い光点にファンメイはようやく気付く。

　……な、何……？

「いかん！　シンガポールとロンドンの地上部隊じゃあ！」

　頭に浮かんだ疑問に答えるような老人の叫び。

「何じゃと！」別な老人が通信素子を片手に「どうするんじゃ！　上の連中はけが人だらけで動けん言うとるぞ！　今攻めてこられたら！」

「それだけじゃねぇ！」と、また別な老人の叫び「ここまで入って来られたら儂わしらもお手上げじゃぞ！　もう一回、もう一回両方の軍に人質の映像送ってみるんじゃ！」

　ファンメイは唇を噛む。このままではマズい。老人達がどう思おうとシティの軍がこの程度の戦力しか持たない組そ織しきを相手に人質交渉に応じるはずが無いし、相手が取り合ってくれなければ老人達には打つ手が無い。

　そもそも、ファンメイにしたところで今は「エドを人質に取られている」という形が成り立っているから勢いで町を守る側に回っていられるのであって、ロンドンの正規軍がここまで攻めてきた時にどう動けばいいのかなど想像すらつかない。

　今いま更さらながらに、自分が考え無しに動いてしまっていることを思い知らされる。が、だからと言って目の前の老人達を見捨てることなど出来ない。たとえ相手が魔ま法ほう士しを嫌っているとしても、そういう人達が殺されたり住む場所を奪われたりするのを黙だまって見ていて良いはずが無い。

　……わたし間違ってないよね？　フィアちゃん……

　少女の笑え顔がおを思い出す。あの子ならこんな時どうするだろう。さっき通信が繋つながった時にもっと話しておけば良かったと無む意い識しきに唇を噛かみ、

「──動くんじゃねぇ！」

　いきなり響ひびき渡る、老人の声。

　……え……？

　広場の向こう、扉とびらの奥からセラとエドを引っ立てて進み出る老人を、ファンメイは呆ぼう然ぜんと見つめる。

「そこの魔法士共ども！　今すぐ帰れ！　この子らがどうなってもええんか！」

　周りの老人達が血相を変え、「戻れ、戻れ！」と必死に手招きする。が、帽子をかぶったその老人はセラとエドの頭に両手の銃じゆうを突き付けたまま、あろうことか一歩、また一歩とこっちに近寄ってくる。

　待って、という言葉は思考の遥はるか手前。

　一いつ瞬しゆん──一秒の一万分の一にも満たない刹せつ那なの反応で、ファンメイは小龍シヤオロンに命令を飛ばす。

（体たい組そ織しき改変）

　無数の触しよく手しゆに爆はぜた小龍の体が、老人を守る形で触手の網あみを展開する。同時に二人ふたりの騎き士しの体が半透明な球形の揺らぎに包まれて視界から消失し、すぐさま黒の水で編あまれた網に接触する位置に出現する。

　が、それでも騎士の動きは止まらない。

　敵同士とは思えない見事な連れん携けい。シンガポール軍の騎士が剣を縦じゆう横おうに振るって黒の水の網に風穴を開け、そこから飛び込んだロンドン軍の女騎士は瞬まばたきする間すら与えず老人の目の前に到達する。

　いっさいの躊躇ためらい無く振り下ろされる、騎士剣の刃やいば。

　呆然と目を見開いた老人が、瞬間、真横に突き飛ばされる。

　……エド……！

　男の子の小さな手に押されて、老人の体が大きくよろける。脳天に突き刺さるはずだった剣の刃が目標を外はずし、老人の肩から脇わき腹ばらまでを袈け裟さ切ぎりに走り抜ける。

　噴ふき上がる鮮せん血けつ、為なす術すべも無く倒れ伏す老人。

　セラが小さく悲鳴を上げ、これまでのことも何もかも忘れた様よう子すで老人に駆かけ寄る。

「う、撃うて！　いいから撃て──！」

　町長の声を合図に、老人達がいっせいに引き金を引く。無数の弾だん幕まくにさらされて、二人の騎士が大きく後方に跳ちよう躍やくする。数人の老人が闇やみ雲くもに銃じゆうを乱射しながら扉とびらの外に進み出て、人質二人ふたりと傷付いた老人を奥に引きずっていく。

　セラがそれに抗あらがうこともせず、泣きそうな顔で老人の体を支えるのが視界の端に見える。

　小龍シヤオロンの体を小鳥の形に巻き戻し、二人の騎き士しに向き直ってともかく身構える。

　……どうしたら……

　右手に感じる小鳥の軽さに、何だか泣きそうになる。目の前には第一級の騎士が二人、普通に相手するだけならどうという事の無い相手でも、同時に足止めするには黒の水の絶対量が足りない。一人ひとりをまともに相手にすれば、その瞬しゆん間かんにもう一人が老人達の方に動いてしまう。今の攻防を見れば、騎士達が状況判断を間違えて互いに争ってくれることも期待出来ない。人質を救出するまでは共きよう闘とうすべきと、二人はおそらく暗あん黙もくのうちに理解し合ってしまっている。

　立体映像の地図の中で、地上の部隊が町の入り口への進入を開始する。

　絶望的なまでの手詰まり。ファンメイは必死に深呼吸を繰くり返し、それでも頭の中で打開策を探り、

『──おい』

　いきなり、襟えり元もとの通信素子から声。

『おいファンメイ、聞こえるか？』

「え……」

　突然のことに、思考が止まる。

　数瞬遅れてようやく声の主ぬしに気付き、叫びそうになるのをどうにかこらえて小声で、

「って、ヘイズ──？　え、何で……！」

『そこの騎士の通信素子中継点にして、無理やりチャンネル開いてんだよ』ノイズ混じりの声でヘイズは笑い『そっちの状況もきっちりモニターしてる。……よく爺じいさん達助けてくれた。礼言わねーとな』

「え、う、うん」話の繋つながりが良く分からずにともかく答え「でも大ピンチなの。このままだとこの町も占領されちゃって、お爺ちゃん達も……」

　小声で答えているうちに、涙が出そうになる。

　と──

『大丈夫だ。手は打った』信じられないことを言い出すヘイズ『お前に感かん謝しやしねーとな。そこで時間稼かせいでくれたおかげで、準備が間に合った』

「え……？」ファンメイは怪け訝げんそうにこっちを見つめる騎士達に小龍を向けたまま通信素子に口を寄せ「どういうこと？　準備って、何の」

『まー見てろって』

　一方的に言い置いて、通信が途と切ぎれる。

　──数秒。

　激はげしい爆ばく音おんが、頭上のずっと遠くで轟とどろいた。
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　司令室のメインディスプレイを埋め尽くす眩まばゆい閃せん光こうに、フェイは一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　戦場の中央、地下施設の入り口付近を飛ぶフライヤーから突然立ち上った爆炎は舞まい落ちる吹雪ふぶきを煌こう々こうと照らし、氷の大地を赤く染め上げた。

　……何が起こった……

　立て続けに幾つもの爆発が周囲で起こり、フライヤーが次々に地表へと落下していく。脱出装置によってからくも難なんを逃れたパイロット達が氷の大地にうずくまり、炎を上げて燃もえさかる自分の機き体たいを呆ぼう然ぜんと見つめる。

　機体の半数がシンガポール自治軍の物で、もう半数は敵側、ロンドン自治軍の物。

　互いの攻こう撃げきが命中した訳わけでも、対空地じ雷らいにかかった訳でも無い。正体不明の損害に、双方の軍が侵攻を止める。

「艦かん隊たい司令、今の攻撃は」

「不明です」フェイの問いに緊きん迫ぱくした声で答える中ちゆう将じよう「何らかの情報制せい御ぎよ演算の可能性がありますが、詳細は。そもそも、フライヤーがあのように爆発するなど見たことがありません」

「私もだ」

　中将の言葉にフェイもうなずく。演算機関によって動作するフライヤーや飛ひ行こう艦かん艇ていは、化か石せき燃ねん料りようのような可か燃ねん性せいの物質をどこにも積つんでいない。特に小型のフライヤーとなれば荷か電でん粒りゆう子し砲ほうの直撃を受けたとしても機体表面が赤せき熱ねつするのがせいぜいで、炎を上げて燃え上がることなど有り得ない。

　何より理解しがたいのは、この被害がシンガポールだけではなく、ロンドン自治軍の側にも広がっていること。

　状況がまるで掴つかめない。フェイは立体映像のデータ表示を目の前に呼び出し、数分前からの戦場の様よう子すに目を走らせ、

「……これは……」

　呆ぼう然ぜん、としか形容しようの無い青年の声。

「ようやく参られたか、参さん謀ぼう殿どの」フェイは司令室の入り口に立つ真ま昼ひるを振り返り「見ての通りだ。我わが軍とロンドン自治軍は現在、正体不明の敵による謎なぞの攻撃を受けている」

「正体不明……？」

　怪け訝げんな声で呟つぶやく真昼。

　賢けん人じん会かい議ぎの参謀はフェイが想定した通りの表情でこちらの隣となりに立ち、想定した通りの声で、

「フライヤーがああも派は手でに炎上するというのは、聞いたことが在ありません。……データの解析は？」

「情報部が行っている、が結果は芳かんばしくない」フェイはメインディスプレイに視し線せんを戻し「ともかく、地下施設への進攻は一時中断した。ロンドン側も同じ判断のようだ」

「なるほど」

　そううなずく青年の横顔を、フェイは凝ぎよう視しする。氷原の光景を見つめる青年の態度に、何か一つ、ほんのわずかでもおかしなところが無いかと、神経を総動員する。

　ディスプレイの向こうで起こっている現象は、全すべて青年の仕組んだことではないか。

　その当然の疑問を胸に、フェイは静かに口を開く。

「時に参さん謀ぼう殿どの、三十分ほど前に迎えの者を送ったと記き憶おくしているが、今までどこに」

「貴き賓ひん室しつで休ませて頂いただいていました」淀よどみ無く答える真ま昼ひる「と言っても部へ屋やには一人ひとりでしたから、証明する手段も在ありませんが」

　なるほど、とうなずく。もちろん、賢けん人じん会かい議ぎのために用意したあの貴賓室には、集音マイクとカメラが随ずい所しよに隠してある。青年がそれを承知で皮肉を言っているのかあるいは気付いていないのか、今の発言だけでは判断に迷う。

「このような状況では心労も多い。その点は私も承知している」ともかく当たり障りの無い言葉を返し「話を戻そう。我わが軍とロンドンの双方に等しく被害が出ている以上、犯人は地下施設の住民、と仮定するのが妥だ当とうと考えるが」

「いささか飛ひ躍やくし過ぎではありませんか？」と、真昼は首を横に振り「最初に送られてきた脅きよう迫はくは私も部屋で見ましたが、恐ろしく稚ち拙せつな内容です。仮に地下に魔ま法ほう士し、とまでは行かなくとも正規の軍に所属したことのある者が一人ひとりでもいれば、あのような行動に至ることは有り得ないと思いますが」

「正せい論ろんだ」フェイはうなずき「が、例えば両軍に関係する魔法士を捕らえたことで図に乗った下部構成員の勇み足、という可能性は考えられないだろうか。テロリストのような非正規組そ織しきにおいてはままあることだが」

「それもまた、論理が飛躍し過ぎ、と感じます」そう呟つぶやいて真昼は口元に指を当て「が……そうですね。確たしかに有り得ない話ではない。可能性の一つとして考こう慮りよすべきかも知れません」

　うむ、とうなずき、フェイは青年を見つめる。ここまでの対応は完かん璧ぺき、不自然な点はどこにも見られない、ということは──

　……邪じや推すいが過ぎる、といったところか……

　それでもどこか腑ふに落ちない物を感じつつ、強引に自分を納得させる。ともかく状況の把は握あくが最さい優ゆう先せん。フェイは襟えり元もとの通信素子を引き寄せ、チャンネルを艦かん内ないの別なフロアに在る情報部の部屋に合わせ──

「……あれは……」

　真昼の呟きに顔を上げ、目を見開く。周囲の士官達も異常に気付いて騒さわぎ出す。

　メインディスプレイの前、いつの間にか出現した通信用の巨大なウィンドウ。

　……何だ……？

　無む意い識しきに、目を見開いた。

　立体映像の中、どことも知れない闇やみの向こう──

　黒衣の男が、真しん紅くの騎き士し剣けんを手に振り返った。
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　親指と中指を弾はじく小さな音が、立て続けに三度響ひびいた。

　ディスプレイの向こう、フライヤーが飛び交う氷原のただ中に、三つの爆ばく炎えんが噴ふき上がった。

「うっし、命中。パイロットもきっちり脱出出来たみてーだな」

　その光景に一つうなずき、ヘイズはぐるりと肩を回す。テーブルの上の集音マイクに向かって右手を掲かかげ、もう片方の手でうなじから垂れ下がった有ゆう機きコードをつつき、

「ってか悪わりぃな、こいつだけじゃなく、旦だん那なのＩ－ブレインまで借りちまって」

「だ、だから『こいつ』ってやめてよ！」

「問もん題だい無い。なかなか貴重な体たい験けんだ、これは」

　何な故ぜか赤い顔でぱたぱた手を振るクレアの隣となりで、祐ゆう一いちが仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずく。二人ふたりの首には同じく有機コードが接続され、HunterPigeonのシステムを介してヘイズのＩ－ブレインに接続されている。

　さらに言えば、HunterPigeonからは戦場の各地に敷ふ設せつされたカメラを介して、膨ぼう大だいな視覚データが三人のＩ－ブレインに流れ込んでいる。

　そのデータを解析して戦場に存在する全すべての物質の配置を脳内に再さい構こう築ちくし、指を弾く音をスピーカー越しに送り込むことで破砕の領域Erase Circleを起動する──ロンドン自治軍とシンガポール自治軍の妨ぼう害がいによってクレアの絶対知覚のサポートが受けられない状態で朝の戦せん闘とうと同様の遠えん隔かく攻こう撃げきを行うための苦肉の策だが、これだけ大掛かりな布陣を敷しいてもさすがにデータの精度が足りない。

　生成可能な破砕の領域のサイズは、せいぜい直径一センチ、小指の先が限界。

　が、今回に限ってはそれで十分。

　そのわずかな攻撃を圧倒的な戦果に変える手品の種は、テーブルの向かいで満足げにうなずく女、月つき夜よによってもたらされた物だった。

「なるほどねー。ニューデリーの時はあんまり真ま面じ目めに見せてもらわなかったけど、あんたのそれって大たい概がいインチキね。錬れんが苦戦する訳わけだわ」

「いや、どっちかってーと、あんたの知識の方がインチキだけどな」

　月夜の言葉に苦笑混じりに答え、ヘイズはテーブルの上に視し線せんを向ける。

　立体映像で描かれた詳細な設計図──細かな数万のパーツが隙すき間ま無く敷しき詰められた機き械かいのイメージを指さし、

「シンガポール自治軍のフライヤーに使われてる演算機関にバグがあって、ここの接続がピンポイントで切れると回路全体が暴ぼう走そうして基板が炎上する危険がある──なんて話、カケラも聞いたことねーぞオレは」

「そりゃ、演算機関の機械部分をパーツ一個単位までバラして、自分で全部組み上げたことのある人間じゃなきゃ気付かない話だもの」月つき夜よは恐ろしい言葉をしれっと返し「一応、演算機関の中身って可か燃ねん性せいの物質も使ってるし。かなりの高温になるから、あの通りフライヤーぐらいなら炎上するし……って言っても、普通はプラントで一体成形する基板の中に隠れてる欠けつ陥かんだから。下へ手たすると私だけじゃない？　世界中で知ってるのって」

『なるほど、恐ろしい話だな』

　通信画面の向こうで聞いていたリチャードがうなずき、タバコの煙をぷかりと吹かして、

『……さて、ロンドンうちの機体はどうすべきか』

『あの、少し待ってください』と、別な通信画面のシスターが慌あわてた様よう子すで『月夜さん、モスクワ自治軍の機械については何か……』

「それは秘密なんですシスター。大事なご飯の種だから」

　朗ほがらかな笑え顔がおで答える月夜。

　油断すると食い殺されそうなその笑顔に、ヘイズは背中にじわりと汗が浮かぶのを感じる。

　……おっかねー女だな、おい……

　ニューデリーで会った時は幻影イリユージヨンNo.17の連れという印象しか無かったが、よく考えてみればあの天あま樹ぎ錬れんの養い親で、ついでに賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうの双ふた子ごの姉だ。ただ者であるはずが無い。

「なに？　何かついてる？　私の顔」

「な、何でもねえ、何でもねえって！」ヘイズは慌てて首を振り「ってーか、悪いけどそろそろ限界だぞ？　粗そ悪あくなデータから計算してるせいで、一発撃うつだけでとんでもねー疲労が脳に来やがる」

『まあまあ、ご苦労様です』と、シスターがたおやかに微ほほ笑えみ『そうですね。パフォーマンスとしては、その辺あたりで十分でしょう』

　一つうなずき、祐ゆう一いちに画面ごと顔を向けて、

『それでは次の段階に参りましょうか、黒くろ沢さわ少しよう佐さ』

「承知した」

　黒衣の騎き士しが立ち上がり、傍かたわらの騎士剣を手に取る。ヘイズとクレアもそれにならい、三人はテーブルを離はなれて部へ屋やの隅すみに移動する。

　予定通りに落とされる、天てん井じようの照明。

　壁かべに埋め込まれたカメラが、黒衣の騎士を背後から捉とらえる。

『通信回かい線せんを確かく立りつ。発信元の偽ぎ装そうも完了です』

　ハリーの声がスピーカーから響ひびく。これからカメラが映し出す映像は通信素子を介していったん地下の町に送られた後でロンドン軍とシンガポール軍に向けて発信──つまり、外から見れば、ヘイズ達はあの町に潜せん伏ぷくしているように見えることになっている。

　全すべては、この場にはいない賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひるの策。

　十分ほど前に通信画面から消えた青年は今いま頃ごろシンガポール自治軍指し揮き艦かんの司令室。全権大使や他ほかの将校達に疑念を抱かせない、という重要な役目を果たしているはずだ。

『では、始めましょう』

　この場の暫ざん定てい的てきな指揮官である、シスターの声。

　頼む、とうなずく祐ゆう一いちの前に、『送信準備完了』のメッセージが浮かぶ。

　ヘイズ達の右手、カメラには映らない位置に、小さな立体映像ディスプレイが出現する。カメラが捉とらえた画像を映し出すディスプレイの奥、闇やみに包まれた背景が瞬しゆん時じに描かき変わり、いかにも地下施設らしいパイプむき出しの壁へき面めんが合成される。

「……行くぞ」

　真しん紅くの騎き士し剣けんを片手に、黒衣の騎士が振り返る。

　鞘さやに包まれた『紅ぐ蓮れん』の切っ先が床ゆかを強く叩たたき、澄すんだ高い音を奏かなでた。
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『──シンガポール自治軍、並びにロンドン自治軍の将兵一同にご挨あい拶さつ申し上げる』

　朗ろう々ろうとした男の声が、司令室に響き渡った。

　フェイの目の前、壁かべ一面を覆おおうメインディスプレイの向こうで、黒衣の騎士はミラーシェード越しに射い貫ぬくような視し線せんを投げた。

『突然の通信にて失礼する。合わせて、両軍の兵士に無用の損害を与えたことを謝しや罪ざいする。本来ならば実力行使は我われ々われの最も忌き避ひするところ。だが、今回は双方の軍が我々の領域に不用意に進入したため、やむ無くこのような行動に踏み切らせて頂いただいた』

　淀よどみ無く告げる騎士の背後に、別な人ひと影かげが二つ姿を現す。前髪を一ひと房ふさだけ青く染めた見事な赤毛の男と、奇妙な意い匠しようの眼帯で両目を隠した少女。二人ふたりは無言で黒衣の騎士の両りよう隣どなりに立ち、直立不動の姿勢を取る。

『そろそろ認にん識しき頂けたと思うが、貴官らが占拠しようとしている大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの転送システムは、遥はるか以前から我々の管理下にある。我々はいずれのシティにも与くみせず人じん類るい全体のためにこのシステムを研究、管理することを存在意義と定めており、貴国双方の不用意な戦せん闘とう行動に対して抗こう議ぎの意を示す物である』

　司令部の隅すみの端末で通信の出所を探っていたオペレーターの一人ひとりが、青ざめた顔でこっちを振り返る。目の前に出現する解析結果のデータに視し線せんを走らせ、フェイは軽く舌打ちを漏らす。

　通信の出所は北ほつ極きよくの地下、大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに通じる転送システムが隠されたその場所。

　いかにも地下施設にふさわしい強化コンクリートの壁かべを背景に、黒衣の騎き士しは静かに言葉を続ける。

『双方の軍の魔ま法ほう士し三名は、現在、我われ々われの組そ織しきの保ほ護ご化かにある。我々は先だっての不用意な脅きよう迫はく文ぶんを送付した部下の非礼を謝しや罪ざいし、改めて双方のシティに対して部隊の即時撤てつ退たいを要求する』

　先ほどとは別のオペレーターが「判明しました！」と叫び、立体映像ディスプレイをこっちに投げてよこす。通信回線の向こうに佇たたずむ黒衣の騎士、データベースの照会によって判明したその正体に、フェイは目を見開く。

　頭の中で、記き憶おくの線がようやく繋つながる。

　黒くろ沢さわ祐ゆう一いち。

　フェイも大戦中に幾度となく名を聞いたことのある、かつてのシティ・神こう戸べ自治軍、天あま樹ぎ機き関かん少しよう佐さ。「紅ぐ蓮れんの魔女」七なな瀬せ雪ゆきが亡き今、Ｉ－ブレインの能力、経けい験けん、戦術眼、その他ありとあらゆる要素を総合して、おそらく世界で最高の騎士。

『李芳美リ・フアンメイ、エドワード・ザイン、セレスティ・Ｅ・クライン。以上三名の魔法士の運命は、ロンドンとシンガポール、双方のシティの対応にかかっている。貴国が我々の組織に対して誠意を持って対応しないのであれば、我々としても不要な血を流さざるを得ない』

　徐じよ々じよに押し殺したようなトーンを帯びていく騎士の声。

　黒衣の騎士はミラーシェードを外はずし、カメラの向こうから司令室全体をゆっくりと見回して、
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『ロンドン、シンガポール、両国の誠意ある対応を期待する。我々の名は──』

　ディスプレイに五カ国語で映し出される、組織の名前と思おぼしき言葉。

　艦かん隊たい司し令れいである中ちゆう将じようが、それを呆ぼう然ぜんと読み上げる。

「世界再生機構──？」

　黒衣の騎士が手にした深しん紅くの騎士剣の切っ先で強く床ゆかを突く。ミラーシェードをかけ直した騎士とその仲間達の姿が、出現した時と同様、唐とう突とつに視界から消失する。

　……しばしの沈ちん黙もく。

　闇やみに染まったディスプレイを見上げたまま、フェイはどうにか口を開く。

「何だ、これは」

「大使。今の映像の三名、赤毛の男と眼帯の女の身元が判明しました」

　オペレーターの声と共ともに、目の前に浮かぶ立体映像ディスプレイの表示が描かき変わる。黒沢祐一の背後に映っていた二人ふたり、その正体を示すデータに司令室に居並ぶ将校達が目を見開く。

「人食い鳩HunterPigeonに、マサチューセッツのエージェント……？」呆然とした中将の声「どういうことだ。何な故ぜそんな連中があの場所に集まっている」

「不明です。……が、一つ気になる情報が」

　答えて、オペレーターの一人ひとりが別なディスプレイを全員の前に呼び出す。

　本国からの極ごく秘ひ通信を表す電子署名が記された文書を展開し、

「シティ・モスクワに常じよう駐ちゆうしている工作員からの報告なのですが、モスクワ軍がつい先ほど、全すべての飛ひ行こう艦かん艇ていとフライヤーの臨りん時じ点てん検けんを開始した、とのことです」

「何？」

　思わず、フェイは中ちゆう将じようと顔を見合わせる。

　……何な故ぜ、ここでモスクワが……

「──大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに転送された正体不明の工作員、モスクワのエージェントです」

　と、唐とう突とつに投げられる青年の声。

　司令室の誰だれもが振り返り、その男──賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼう、天あま樹ぎ真ま昼ひるの顔を凝ぎよう視しする。

「確たしかか、参謀殿」と、中将。

「メルボルンとニューデリーで交戦した相手です。間違いはありません」真昼はうなずき「こちらとしてはカードとして握っておきたかった情報ですが、こうなっては仕方無いでしょう」

　オペレーター席の士官が「照会完了しました」と声を上げる。ディスプレイに表示される新たなデータ、数時間前にこの司令室から消えた白髪の魔ま法ほう士しの顔をフェイは食い入るように見つめる。

「つまり──」

　呟つぶやき、真ま昼ひるを振り返る。

　緊きん張ちようした顔で佇たたずむ青年に鋭するどい視し線せんを向け、

「つまり、転送システムを占拠した謎なぞの組そ織しきとシティ・モスクワに何らかの関かかわりが在ある。いや、そもそもあの組織自体がモスクワの隠かくれ蓑みのという可能性も考えられるか」

「断定は出来ません」真昼は難むずかしい顔で答え「偶ぐう然ぜんにしては駒こまが揃そろい過ぎていますが、それでも偶然という可能性は否定出来ない。あるいはモスクワは地下の組織とは無関係で、自分達のエージェントを救出するために行動している、という可能性も考えられます」

「いずれにせよ、力押しで転送システムを攻めていられる状態ではありません」

　と、青年の言葉を引き継ぐように中ちゆう将じよう。

　司令室の部下一同を見回し、フェイに向き直って、

「作戦の総責任者として、前線部隊の一時撤てつ退たいを命じるべきと考えます。現状では敵の戦力に不明な点が多過ぎます」

「やむを得んか」

　そう呟きつつも、フェイは疑念を拭ぬぐうことが出来ない。シンガポール自治軍とロンドン自治軍の全すべてがタチの悪い詐さ術じゆつに引っかかってしまったような、そんな違和感が消えない。

　が、敵がこちらの予想を遥はるかに上回る戦力を保有していて、前線部隊が重大な損害を被こうむる可能性が否定出来ないのもまた事実。

　中将の言う通り、このまま戦せん闘とうを続ける訳わけにもいかない。

「了承した。首しゆ相しようには私から連絡を」うなずき、司令室を見回して「状況はすでに我われ々われの判断権限を超えている。今後の対応については、おそらく本国で臨りん時じ委員会が招しよう聘へいされることになるだろう」

　ゆっくりと巡らせた視線が、最後に真昼の上で止まる。「仕方ありませんね」と呟く黒髪の青年、その態度にほんのわずかでも不ふ審しんな箇所は無い物かとフェイは目を凝こらし、

「地下で交戦中の騎き士し、レスリー中ちゆう佐さとクォック少佐が撤退を開始しました」オペレーターの声「レスリー中佐の騎士剣は交戦により損そん壊かい。中佐自身も意い識しき不明ですが、命に別状は無いとのことです」

　メインディスプレイの一角が、四角いサブウィンドウに切り取られる。撤退中の騎士から送信されてきた記き録ろく映像、地下施設内部の様よう子すが数メートル四方の画面に映し出され、

「……老人？」

　不審そうな中将の声。

　映し出される地下の空くう洞どう、手に手に銃じゆうを構える老人達の姿に、司令室の全員が眉まゆをひそめる。

「これはまた、何とも奇妙な取り合わせですが……」中将は呟き、ふと首を傾かしげて「いかがされましたか？　フェイ大使」

「ぬ……？」わずかなタイムラグをおいてフェイは言葉を認にん識しきし「いかが、とは？」

「いえ。大使が表情を動かされるのを初めて拝見しましたので」

「そうか……」フェイは手のひらで顔をなで、わずかに変化した口元を修正し「些さ細さいなことだ。気にするには及ばぬ」

　そう答えて記き録ろく映像に視し線せんを戻す。今度は顔色を変えないように細心の注意を払いつつ、映し出される老人達の姿を凝ぎよう視しする。

　……馬ば鹿かな……

　記き憶おくの奥底で埃ほこりをかぶっていた、古い思い出がよみがえる。十年前の大戦よりも昔、まだシティ・オスロが健在で、自分がフェイ・ウィリアムズ・ウォンという名では無かった頃ころ。オスロ第八階層の生家の傍そばには大きな公園があり、そこには近きん隣りんの住民達が集つどい、幼い日の自分は父と二人ふたりでそこに通うのが何よりも楽しみで、

　……親おや父じ、なのか？……

　生きていたのか、という内心の呟つぶやき。

　小さく一つ息を吐き、振り返ったところで、こっちを見つめる青年の視線に気付く。

「何か？　参さん謀ぼう殿どの」

「いえ」真ま昼ひるは首を振り「あの老人達の素す性じようが気になります。出来れば、早急に調ちよう査さすべきだと思いますが」

「その通りだな。すぐに情報部に命じよう」うなずき、青年に向き直って「ともあれ、救出作戦は一時中断となった。参謀殿には今しばらくご辛しん抱ぼう頂いただく」

　そう冷静に告げつつ、視線で真昼の表情をうかがう。今の一いつ瞬しゆん、自分の心に生じたほんのわずかな欠落を、この青年の目は果たして捉とらえたのか──

「……承知しました」

　わずかに落らく胆たんした様よう子すで答える青年。

　その姿を、フェイは完かん璧ぺきな無表情で見つめた。




　　　　††††††††††††††




　朗ろう々ろうとした男の声が、地下施設のスピーカーから流れた。

　ファンメイはぽかんと口を開け、頭上の立体映像ディスプレイに映し出される黒ずくめの男の姿を呆ぼう然ぜんと見上げた。

　……だ、誰だれこれ……

　真しん紅くの騎き士し剣けんを杖つえのように提さげた男の後ろには、さらに別な二つの人ひと影かげが付き従う。その片方が良く見知った赤毛の青年であることに一瞬安心しそうになるが、すぐに男の語る言葉に困こん惑わくする。

　……世界再生……機き構こう……？

　この地下の町から通信していると主張する男の顔を見つめる。もちろんここには、こんな変なヤツはいない。住民達は全すべて老人ばかり。背景に映っている壁かべはこの施設の物と同じに見えるが、それだって幾らでも合成出来るだろうから怪あやしい物だ。

『とりあえず、その通信よく聞いといて、適当に話合わせろ』

　と、耳元の通信素子からヘイズの声。

「え？　で、でも……」

　慌あわてて小声で反はん論ろんすると、『いーから』という素そっ気け無い答えを残して通信が途と切ぎれる。仕方無いと覚悟を決め、男の話をともかく聞く。

　……えーと、人じん類るい全体のためにこの施設を管理してて、軍に対して撤てつ退たいを要よう請せいして……

　小こ難むずかしいことを色いろ々いろと言っているが、用は『この施設は俺おれ達の物で、魔ま法ほう士し三人ほど人質に取ったからとっとと出て行け。近くで戦せん闘とうとかするな』ということらしい。

　それで合ってるよね？　と内心で一人ひとりうなずくファンメイの前で映像が消失。

　シンガポールとロンドンの騎き士しとファンメイ、三人が向かい合う地下の空くう洞どうを再び沈ちん黙もくが支配する。

「え、えっと。そういう訳わけだから……」

　しどろもどろに、何とか言葉を口にする。

　と、ロンドン自治軍の騎士は自分の襟えり元もとに手を伸ばしてたぶん通信素子を引き寄せ、

「……ここまで来て撤退だと？　司令部は何を考えている！」目ま深ぶかにかぶったフードの奥で叫び、小さく舌打ちし「……了解した。直ただちに帰投する」

　吐き捨てるようにそう言って通信を切る。

　片手でフードの裾すそを少し上げ、青い瞳ひとみをファンメイに向け、

「今の男、本当にこの奥にいるのか？」

「え……」一いつ瞬しゆん呼吸が止まりそうになり、慌ててうなずいて「うん！　そ、そうなの！　他ほかにも後ろに映ってた人達もいて」

「そうか……」女騎士は視し線せんを落として息を吐き「やむを得ん。李芳美リ・フアンメイ！　せめて貴官だけでも脱出を！」

「で、でもエドが！」

　精一杯慌てたフリをして、背後を振り返る。どうやらこっちの意図が通じたようで、老人達は手にした銃じゆうをいっせいにエドに向ける。

「くっ……卑ひ劣れつな！」いかにもいい人らしい女騎士は悔しそうに舌打ちし「……必ず助けに戻る！　それまで希望は捨てるな！」

　一方的に言い置いて身を翻ひるがえし、出口に向かって駆かけ出す。シンガポール軍の騎士が倒れたままの味方を肩に担かつぎ、慌ててその後を追う。

　騎き士し達の体が半透明な球形の揺らぎに包まれ、瞬しゆん時じに視界から消失する。

　立体映像で映し出された地図の中、三つの赤い点が幾度も瞬間移動を繰くり返しながら地上へと脱出。同時に『予備隔かく壁へき展開』のメッセージがディスプレイに浮かび、破損した地上の扉とびらが封ふう鎖さされる。

「ほんとに……帰った……」

　唇から漏れる、小さな呟つぶやき。

　ファンメイは崩れるように床ゆかに座り込み、深々と息を吐く。

「良かったぁ……」

　手の上から飛び上がった小龍シヤオロンが、ファンメイの上をくるりと回って頭の上に着地する。ぴよっ！　と偉そうに鳴く小鳥にファンメイは笑い、手を伸ばして小さなその体を捕まえ、

「おい！　しっかりするんじゃ、おい──！」

　老人達の叫び声。

　緊きん張ちようから解放されてぼんやりしていた頭が、瞬時に叩たたき起こされる。

　……お爺じいちゃん……！

　転げるようにして立ち上がり、円形の広場を駆かけ足に横切る。いつの間にか奥の部へ屋やから溢あふれ出てきた人ひと垣がきをかき分け、地下施設の奥、扉の前で倒れ伏す老人に駆け寄る。

　人質を盾たてに騎士達に撤てつ退たいを迫り、剣の一いち撃げきを浴びた老人。

　タイルを濡ぬらす血だまりに膝ひざをつくと、頭の両側に座っていたエドとセラが困り果てた顔でこっちを見つめる。

「早はよう医い療りようプラントの用意せんか！　このままじゃと！」

　反対側に座って携けい帯たい型の人工心肺を操そう作さしていた老人が血相を変えて叫ぶ。が、隣となりに座った別な老ろう婆ばが首を振り、

「無理じゃ。肺と心しん臓ぞうをやられとるし出血もひどい。ここのプラントじゃどうにもならん」

「ほんならどうするんじゃ！　見殺しにせえ言うんか！」

「そんなことは言うとらん。じゃが……」

　扉の奥から飛び出してきた老人の幾人かがおそらく医療プラントのある部屋に向かおうとし、別な老人達がそれを止める。町長が「落ち着け！」と声を張り上げるが、周囲の老人達は口々に何事かを言い合い始める。

　そんな人々の中心に座り、ファンメイは唇を噛かむ。

　どうしよう、という言葉が頭に浮かぶ。

　頭の上の小龍が子猫に姿を変えて飛び降り、動かない老人の頬ほおを舐なめる。それを横目に、ファンメイは必死に考えを巡らせる。傷は左肩から右の脇わきまで一いつ直ちよく線せん。たぶん右の肺は完全にアウトで左と心臓にも深い傷。呼吸と脈拍は胸に繋つながれた人工心肺でかろうじて維持されているが、それもどこまで保もつのか分からない。

　だけど、それでも老人はまだ生きている。

　なら、呼吸と血液の循じゆん環かんを全すべてこちらで肩代わりして、その間に傷を塞ふさいで、ついでに血液の増産も加速して壊え死しした細胞も修復してとにかく全部やれば──

「大丈夫！」

　思わず叫ぶファンメイ。

　驚おどろいた顔でこっちを見つめる老人達に毅き然ぜんと顔を向け、

「わたしが何とかする！　お爺じいちゃん達は他ほかの人助けたげて！　上の通路にまだいっぱい残ってるんでしょ？」

「な、何じゃと？」老人達の一人ひとりが驚いた声を上げ「いや……そうは言うても」

「言っても何！　魔ま法ほう士しだから信用出来ないの──？」

「い、いやもちろんそれもあるが」老人は困こん惑わくした顔で「その大けがをどうしようっちゅうんじゃ。お嬢じようちゃんが魔法士じゃから言うて……」

「いいから見てて！」

　自信満々、に見えるように胸を張ってファンメイは目の前の怪け我が人にんを見下ろす。最さい優ゆう先せんすべきは脳への酸素供給の確かく保ほ。それが済んだら足りない血液を何とか補って失血死を防いで、それから傷口周辺の体たい組そ織しきを複製して……

　出来る保証なんてどこにも無い。

　だけど、自分がやらなければ、少ない確率は完全なゼロになってしまう。

　……わたしに、出来ること……！

「小龍シヤオロン──！」

　子猫の名を呼び、老人の胸に手を当てる。小龍はファンメイの膝ひざから腕に飛び乗り、右手の上で身構える。

　人工心肺接続のために大きく開かれた老人の傷口。

　そこに、小龍の体が融とけるように吸い込まれていく。

「な、何をするんじゃ！」

「黙だまって見てて！」

　誰だれの物とも知れない怒ど声せいに答えて、ファンメイは意い識しきを集中する。小さな赤い結晶体を中心に構造を維持するための極小サイズ──小指の先ほどの大きさの黒いネズミに姿を変えた小龍は体から伸びた数本の糸を介して黒の水の大部分を老人の体内に流し込み、老人自身の体組織に溶け込ませていく。

　通常の人間では有り得ない強度と生命力を誇る龍りゆう使つかいの体組織の、擬ぎ似じ的てきな移植。

　心しん臓ぞうの裂れつ傷しようを覆おおう形で張り付いたわずか数十グラムの細胞の働きで、脳に向かう血流が一気に正常レベルにまで復帰する。

「水とタンパク質と輸ゆ血けつパック！　血液型合って無くてもいいからあるだけ持ってきて！」

　周囲の老人達の幾人かが、慌あわてて扉とびらの奥へ走り去る。それを横目にファンメイはＩ－ブレインに次の命令。心しん臓ぞうの機き能のうを維持したまま今度は壊え死しした右肺を体から完全に遮しや断だん。同時にまだ望みのある左肺の傷を塞ふさぎ、切断された血管の損傷部位を毛もう細さい管かん一本に至るまで黒の水で完全に複製する。

　胸に繋つながれたままの人工心肺を、慎しん重ちように引き抜く。

　血にまみれた老人の口から、先ほどまでよりは幾分強い呼吸音が聞こえる。

「持ってきたぞ！　これでええんか！」

　数人の老人が傍そばに駆かけ寄り、水が入ったバケツとドロドロした液体の詰まった容器、それに赤黒い輸ゆ血けつパックの山を床ゆかに並べる。「ありがと！」と答えてすぐさま小龍シヤオロンに命令。少ない黒の水をかき集めて管状の細い触しよく手しゆを形成し、輸血パックのキャップに先端を伸ばす。

　見る間に空からになる、血液のパック。

　小龍はそれを自分の体内に取り込んで分解、老人の体に適合する血液型に再さい構こう築ちくし、目一杯酸素を取り込ませた状態で血管に流し込む。

　数十パックの血液を流しつつ、意い識しきが回復した場合に備えて麻ま酔すいを行う。黒の水の先端を脊せき髄ずいにまで入り込ませ、痛つう覚かくの伝達を一時的に遮断し、

（消化器系に障害発生）

　Ｉ－ブレインの警けい告こく。

　老人の体内を巡る神経系から小龍の体を介して伝わる情報を逆算し、ファンメイは息を呑のむ。

　……肝かん臓ぞうと腎じん臓ぞうの壊死が始まってる。それに、小腸と大腸と胃と……

　失血によって機能を維持出来なくなった体たい組そ織しきが、情報の認識の向こうで大量に消滅する。修復するには手が足りない。使える黒の水は心臓と肺の補助で限界。小龍の今の体たい積せきでは、これ以上の体組織を生成することは到とう底てい出来ない。

「ど、どうしたんですか？　何か困ってるんですか？」

　異常に気付いたらしいセラの怪け訝げんそうな声。

　隣となりのエドが近寄り、こっちの背中に小さな手を当てる。

「大丈夫。ありがと」

　心配そうな男の子に笑い、傷付いた老人を見下ろす。呼吸と血流を維持し続けたとしても、壊死した組織は復活しない。自然治ち癒ゆを待つには損傷箇所が大き過ぎる。多臓器不全はすでに始まっている。このまま行けば、老人に待つのは確かく実じつな死だ。

　……どうしたら……

　とにかく黒の水が必要だ。後数十キロ、無理ならほんの数キロでもいい。それだけあれば何とかなる。だからどこかに、どこかに黒の水が……

　──在ある。

　無意識に蓋ふたをしていた選せん択たく肢しに唐とう突とつに思い至る。黒の水は在る。すぐそこに。自分が幾らでも、好きなだけ使える状態で。

　Ｉ－ブレインに命令を送り、ロックを解除。

　ゆっくりと大きく、深呼吸する。

「……ぁ」

　エドが目を見開き、いきなりこっちの腕を掴つかむ。ダメ、という風に首を振る。「そーだね」と笑ってうなずき、目を閉じる。前にもこんな事があった。あれは世せ界かい樹じゆを止めようとした時。傍そばには天使みたいな女の子がいて、崩れた体を治してくれた。

　その女の子は、今は離はなれて遠いところ。たとえ人間の姿に戻れなくなったとしても、助けてくれる人はいない。

　……困ったなあ……

　おかしいのかな、とちょっとだけ思う。自分は間違っているのかも知れない、今日きよう初めて会ったばかりの、友達でも何でもないお爺じいさんのためにそこまでする必要なんて無い、とも思う。

　それでも、止やめようとは思わない。

　自分にはそれが出来るから。

　それは、きっとすごいことだと思うから。

「小龍シヤオロン、おいで」

　右手に乗る小さなネズミの上に、左手を乗せる。

　ゆっくりと力を込めて、小龍の体を右手に押し込む。

（──融ゆう合ごう）

　小さな体が右手の甲に融とけ、完全に一体になる。額ひたいに張り付いていた小さな赤い結晶体が、役目を解かれて本来の姿──飾り気の無い銀ぎん色いろの指ゆび輪わに戻る。

　指輪を左手にはめ、傷口に当てた右手に力を込める。

　少しずつ、少しずつ、右手を老人の体に潜もぐり込ませる。

（解放）

　黒の水で構成された右手が指先から融け、液状の細胞の塊かたまりとなって老人の体に溶け込んでいく。右腕をゆっくりと肩近くまで押し込み、全体を黒の水に分解して限り無く原形質に近い流体生物を形成する。

　情報制せい御ぎよによって構造を維持された細胞が、死にかけた老人の体の隅すみ々ずみにまで行き渡る。

　壊え死ししたあらゆる臓ぞう器きの機き能のうが、黒の水によって肩代わりされる。

　空あいた左手でタンパク質のビンを取り、蓋ふたを開けて中に手を突っ込む。どろりとしたタンパク質を皮ひ膚ふから直接取り込んで体内でアミノ酸に分解し、様さま々ざまな構造の別なタンパク質に再構成して右手の先まで運ぶ。瓶びんが空からになったら次は水。左手から取り込んだ水分を右手に運び、タンパク質と混ぜ合わせて老人の体に適合する細胞を形成する。

　黒の水で機能を代だい替たいしている臓器にたった今作った細胞を送り込み、末端から少しずつ、黒の水を引き戻しながら体たい組そ織しきを構こう築ちくして健康な状態に修復していく。

　肝かん臓ぞう、腎じん臓ぞう、胃、腸──全すべての臓器が、瞬またたく間に本来あるべき機き能のうを取り戻す。

　それにあわせて自分自身の右腕を再構築し、ゆっくりと、肘ひじの辺あたりまで引き抜いていく。

　同様の手順で心臓と左肺を元通りに治し、最後に、完全に壊え死ししてしまった右肺に取りかかる。元々は右肺であった細胞の塊かたまりを黒の水の中に取り込んで一いつ旦たん完全に分解、健康な肺に再構築して、あるべき位置に収める。

　黒の水で生成した血管と神経で右肺を老人の体に繋つなぎ、時間を掛けて接続部分を通常の細胞に置き換える。

　最後に胸の傷を閉じ、腕を完全に引き抜く。

　目の前には、穏おだやかな寝息をたてる老人と、元通りになった自分の右手。

　指の全ての関節を何度か曲げ伸ばし、普通に動くことを確かく認にんする。

「……だいじょうぶ？」

　傍かたわらに座ったままのエドが、心配そうにこっちを見上げる。その目の前で右手をひらひら振ってみせると、エドは嬉うれしそうに「はい」と笑う。

　左手の指ゆび輪わが煌きらめく。

　ファンメイは一つうなずき、どよめく周囲の老人達を見回して、

「他ほかにも大けがしてる人いる？　どーしても危ない人がいたら連れてきて。わたしが何とかするから！」






　　　第七章　過去への扉　～Diary Graveyard～







　窓の外から射さし込む光が淡あわい夜間照明に切り替わり、シティ・ロンドンに夜が来た。

　午後八時五分、ようやく状況の説明を終えたリチャードを取り囲み、ペンウッド教室の研究員達は一様に目を輝かがやかせた。

「それじゃあ、メイちゃんもエドくんも無事なんですね！」

　リチャードが、うむ、とうなずくと、研究室に歓かん声せいが巻き起こる。総勢五十人の研究員達は互いに手を叩たたき合い、そこかしこでガッツポーズを決める。

「こらこら、落ち着けお前達」絵に描かいたような反応にリチャードは苦笑し「確たしかに無事は確かく認にんされたが、二人ふたりがまだあの地下施設に捕まっとるのも事実だ。問もん題だいはここから。浮かれとる暇ひまなど無いぞ」

　手のひらを軽く叩いてそう告げると、研究員達が静まりかえる。互いを肘ひじでこづき合い、バツが悪そうに頭をかく研究員達の中で、リチャードの目の前に立つ一人ひとりが全員を代表するように手をあげる。

「何かね、カルルマン君」

「もちろん質問です」白衣の青年は真ま面じ目めな顔で答え「とりあえず状況は分かりましたが、上層部の対応はどんな感じになってるんですか？　まさか、メイちゃんとエドくんに構わず突入作戦を決行、なんてことは……」

「首しゆ相しようと議ぎ員いんに軍の司令部も交えて会議中だ」リチャードはタバコを取り出して火を点つけ「しかしまあ、そう心配することでも無い。敵の背後にシティが付いている可能性が出てきた以上、どのみち力押しは不可能だからな。又聞きした範はん囲いだと、その『世界再さい生せい機き構こう』とかいう連中とどうにか交渉する、という方向で落ち着きそうだ」

　自分がその妙な名前の組そ織しきに一枚噛かんでいることなど、おくびにも出さずに答える。若者達があからさまに安心した顔をし、今度はほどほどに声を上げて喜びを分かち合う。

　ノリの良い連中だな、と感心し、ふと若者達の数が足りないことに気付く。

　ファンメイのテストを担当している研究員三人ほど、姿がどこにも見当たらない。

　……二人が無事と聞けば、真っ先に飛んできそうな連中のはずだが……

　内心で首を傾かしげていると、研究室の奥で入り口の扉とびらが開く。

「遅くなりましたー！」

　そう言って顔を覗のぞかせる、問題の三人の研究員。白衣をきっちり着込んだ若い男と女に、その後ろに隠れるようにして従う制服姿の女子学生。

　リチャードは「うむ」うなずき、

「問もん題だい無い。事情は聞いての通りだ、ウェイン君にセレナ女史、それにメリルく……」

　メリル君、と言いかけた声が止まる。

　前の二人ふたりに手を引かれて部へ屋やに入ってくる、ファンメイの身体テスト担当の女子学生。

　めったなことでは眉まゆ一つ動かさないその仏ぶつ頂ちよう面づらが、涙の跡で真まっ赤かになっている。

「……どうかしたのかね」

　さすがに見かねて、問いを発する。

「大丈夫ですよ、先生」セレナ、と呼ばれた女研究員が笑い「メイちゃんが無事だって聞いた途と端たんに、トイレで大泣きしちゃって」

「泣いてません！」

　涙と鼻水でべたべたの顔で、女子学生が抗こう議ぎする。と思ったら「ひぅっ」としゃくり上げて両手で顔を覆おおい、肩を震ふるわせて切れ切れなうめき声を漏らす。

　研究員の一人ひとりが、そっとハンカチを差し出す。

　女子学生はそれをぶんどってごしごし顔をこすり、最後に勢いよく鼻をかんで、

「こ、この通り、全然泣いてません！」

「……まあ、良いとしよう」

　ともかくうなずくと、女子学生も「はいっ」と答える。表情自体は相変わらずの仏頂面なのだが、それが涙でべたべたなものだから余計に目立つ。

「ともかく落ち着け。ファンメイとエドの無事は間違い無く確かく認にんされた。二人とも元気な様よう子すで、けがなどもしていなかったという話だ」

「まあ、捕まってるのは相変わらず……」

　隣となりで聞いていたメガネの研究生が、横からとんでもない言葉を挟む。ぎろりと視し線せんを向けるリチャードに研究生が、しまった、という顔で口を押さえるが、すでに遅い。

「メイちゃん……エドくん……」

　その場にぺたんと座り込み、すすり泣きを始める女子学生。

　研究員達が慌あわてて駆かけ寄り、ある者は「大丈夫、大丈夫！」と頭をなで、別な者は「ほら、これ食べよ！　これ！」とポケットから小さなチョコの包みを取り出す。

「そんなに心配しないで。メイちゃんもエドくんもあんなに強いんだから、そのうち元気に帰ってくるわよ」セレナという名の研究員が女子学生の前に膝ひざをつき、顔を覗のぞき込んで「だから、私達も二人のために出来ることしましょ？　データの解析に敵の分析、やることはいっぱいあるんだから」

「それと、二人が帰ってきた時のお祝いの準備だな」先ほどのメガネの研究員が名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに声を上げ「とりあえずオレは、知り合いのツテたどってケーキ調ちよう達たつしてくる。みんなも、用意出来そうな物あったら連絡くれ！」

　おーっ、と拳こぶしを突き上げる、五十人の研究員達。

　自分達の上司が問もん題だいの「謎なぞの組そ織しき」のメンバーの一人ひとりで、ファンメイとエドが帰って来れなくなったその原因の片かた棒ぼうの、端っこぐらいは担かついでいることなど知る由よしも無い。

　……うーむ……

　いっそ何もかもぶちまけてみるか、という言葉が頭に浮かぶが、すぐに自分でその考えを否定する。研究員達の性格を考えれば容易にこちらに協力する可能性が高いが、いくら何でもリスクが大き過ぎる。それに、万が一にも全すべてが発覚して自分が罪に問われることになった場合に、彼らにまで累るいが及ぶのはやはり避さけたい。

「ほら、メリルちゃんも元気出して」

「……最初から元気です」

　それぞれの机に駆かけ戻り、作業を開始する研究員達。

　……皆、すまん……

　そんな若者達を遠目に見つめ、リチャードは心の中で頭を下げた。




　　　　††††††††††††††




　初めまして、というのが、ディスプレイの向こうに現れた青年の第一声だった。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの転送システムが隠された地下の町。中央の広場に集つどって椅い子すに座った老人達を前に、黒髪の青年は柔らかな笑え顔がおで口を開いた。

『僕の名前は天あま樹ぎ真ま昼ひる。いちおう、賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうのようなことをやっています』

「賢人会議、とな？」

　青年が口にしたその言葉に、広場にざわめきが広がる。老人達は互いに顔を見合わせ、「今、賢人会議と言うたか」「賢人会議ったら、あの『賢人会議』のことか」と騒さわぎ出す。

　ディスプレイの目の前、人ひと垣がきの中央で椅子に座ったセラが、居い心地ごこち悪そうに周囲を見回す。

　その隣となりにエドと並んで同じく座り、子猫姿の小龍シヤオロンを頭の上に乗せてファンメイは、うーん、と腕組みする。

　……これが、天樹錬れんのお兄にいさんかー……

　二週間前のニューデリー事件の時に世界中に中継された放送でももちろん顔は映っていたが、こんなに正面からまじまじと見るのは初めてかも知れない。スーツでばっちり決めた姿は確たしかにかっこいいし、フィアに聞いていた通り優やさしそうなのも間違いないのだが、何しろ直接会って話したことの無いファンメイはついつい失礼なことを考えてしまう。

　……何か、ちょっと詐さ欺ぎ師しっぽい、かな……

　脳のう内ない時ど計けいが『午後八時』を告げる。嵐あらしのような一日が過ぎて、地下の町はようやく落ち着きを取り戻した。午後の戦せん闘とうで負傷した老人達は残らず手当を受け、広場のあちこちに包帯を巻いて座っている。幸いなことにファンメイの手が必要なほど傷付いた人は最初の老人を除けば二人ふたりだけで、その二人も無事に治ち療りようを終えて今は自分の部へ屋やで眠っている。

　そんな諸もろ々もろの後片付けを終えたところで飛び込んで来た、ヘイズからの通信。

　ファンメイ達を含めた町の住民は、そこで初めて自分達が置かれた状況と、それを打開するためにヘイズたちが仕掛けた作戦を知ることになった。

　……みんな、すごいこと考えるんだ……

　それによると、この町は現在『世界再さい生せい機き構こう』という謎なぞの組そ織しきの占領下にあり、自分達もその連中に囚とらわれている……ということになっているらしい。その組織にはヘイズの他ほかにも大戦の英雄やら何やらが参加していておまけにモスクワが後ろについているかも、ということになっていて、ロンドンもシンガポールもおいそれとは手出し出来ない状況が作り上げられているらしい。

　という訳わけで町はひとまず安全。問もん題だいはここからどう動けば良いか。

　それを話し合うためにヘイズに代わってディスプレイの向こうに現れたのが、賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうを自称するこの青年だった。

『皆さんご存じのようで。説明の手間が省はぶけて助かります』青年──真ま昼ひるは笑え顔がおでぐるりとこっちを見回し『僕らはシティと戦う魔ま法ほう士しの組織ですが、今回はちょっと色いろ々いろ在あってシンガポール自治軍と協力関係にあります。シンガポール軍が皆さんの町を攻こう撃げきしたのは大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいに転送された僕らの仲間とそこにいるセラを救出するためなんですが、シンガポールと賢人会議は完全に仲間という訳でも無いのでその辺色々ややこしい、というのが簡かん単たんな現状ですね』

「なるほど」ひとしきり説明を聞いた町長がうなずき「ということは、お主ぬしも魔法士か」

『え？』真昼は首を傾かしげ『いえ、僕は普通の人間ですが』

「人間、とな？」

　たちまち、老人達の間にざわめきが起こる。どういうことか、と問う視し線せんがディスプレイに集中する。

『いや、そんな怖い顔をされても』真昼は苦笑混じりに手を振り『単に僕はＩ－ブレインを持たない人間で、だけど魔法士のために戦っているというだけのことですから』

「……お主、近しい者を魔法士に殺されたことは？」

『家族は幸い無事ですが、友人知人なら数え切れないほど』

「そのことに恨うらみは」

『個人的に、であればもちろん』

「魔法士を、恐ろしいとは思わぬか」

『人間はみんな恐ろしいですよ』ディスプレイの向こうの青年は笑えみを絶やすこと無く『Ｉ－ブレインを持たない普通の人だって、いきなり撃うってくるかも知れないし他人の命なんか何とも思ってないかも知れない。その辺あたりは魔ま法ほう士しも通常人も変わらない。……僕に言わせれば、そこにいるセラより、よく知らない皆さんの方がよほど怖いし何をするか分かりません』

「な……」

　絶句する町長と老人達。

　そんな人々を前に真ま昼ひるは『話を続けますね』と一方的に言い置いて、

『ともかく当面の戦せん闘とうは回かい避ひされましたが、状況は皆さんに極きわめて不利です。シンガポール軍はそこの人質と衛えい星せい内ないの魔法士を救出するために動くでしょうし、ロンドン軍はロンドン軍で自分達の人質を救出しつつ衛星の転送システムを押さえてシンガポールとの交渉に利用しようとする。僕らの作戦もいつまでも騙だまし切れる物ではないですし、攻こう撃げきが再開されるのは時間の問もん題だいです』

「はっきり言うてくれるの」町長は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶし切った顔で「じゃが、それをどうにかしようというて儂わしらはこうやって話し合っておるのでは無いか？　いかにそれらの攻撃を全すべて防ぎ、この町を守るかという……」

　その言葉に、真昼は『え？』とわざとらしく驚おどろく。

　青年はディスプレイの向こうで、うーん、と苦笑し、

『でも、町の消滅自体は、もう避さけようが無いですよ？』

　身も蓋ふたも無い事実を、あっさりと指摘する青年。

　あまりのことに声も出せない老人達を見回し、真昼は『当たり前でしょう』と笑い、

『たとえ今回のことを全て乗り切ったとしても、この町に転送システムが存在することはロンドンとシンガポール、それにモスクワにも知られてしまった。その情報はいずれ他ほかの三つのシティにも伝わり、全てのシティがこの町を狙ねらうことになる。そうなったら皆さんの戦力では対抗しようが無い。どうしても攻撃を止めたいなら転送システムを発電プラントごと破は壊かいしてこの町を捨てるしかありませんが、それでは本ほん末まつ転てん倒とうですよね？』

「と、当然じゃ」町長はぎこちなくうなずき「じゃが、それならばどうせよと！　もはやこの町に助かる術すべが無いというのであれば、儂らは──」

『ですから、考えるべきは「町の安全」ではなく「皆さんの安全」です』

　老人の言葉を、ディスプレイの向こうの青年が遮さえぎる。

　何？　と目を見開く町長に真昼は笑い、

『発想の転換ですよ。ロンドン、シンガポール、あるいは他のシティ。どこかの組そ織しきが皆さんの町を占領した時に、どうしても皆さんを見捨てられないような、市民待たい遇ぐうで丁てい重ちように扱わないといけないような理由があれば良い訳わけです』

　そう言って、真昼は自分が映るディスプレイの隣となりに別なディスプレイを呼び出す。

　何かのシステムらしい模も式しき図ずが描かれたディスプレイを老人達に示し、

『アイディアは単純です。転送システムの基本プログラムに細さい工くをして、アクセスに認証が必要なように設定する。必要な鍵かぎは皆さんの存在情報で、全員の分が揃そろわなければ転送システムの使用どころか中からデータを取り出すことさえ出来ない。これなら、どこのシティも皆さんを保ほ護ごせざるを得ません』

「そ、そらすごいなあんた！」老人の一人ひとりが声を上げ、ふと首を傾かしげて「けど、儂わしら見ての通り老いぼれじゃぞ？　この先、誰だれかがぽっくり逝いっちまったら、その鍵はどうするんじゃ？」

『そうですね……。では、皆さんの過半数の認証があれば、亡くなられた方の存在情報を鍵から外はずせるように設定しましょう』真ま昼ひるはあっさりと答え『誰かが亡くなれば、残った方の過半数。また別な誰かが亡くなれば、さらに残った方の過半数。……と言っても、その際の設定変更はかなり手間のかかる作業になりますから、皆さんには可能な限り長生きして頂いただきます』

　そう言って片目をつぶる青年に、老人達の幾人かが少しだけ笑う。セラが驚おどろいた顔でその老人達を振り返り、ディスプレイに視し線せんを戻して真昼の顔をじっと見つめる。

「そんな面めん倒どうなシステムを、儂らに作れと？」

『いえ、その辺は遠えん隔かくで僕が』町長の問いに真昼は笑い『どうでしょう？　これなら、最終的に転送システムがどこの組そ織しきの支配下に置かれたとしても皆さんの身の安全は保証される。世界を再生する鍵になるかも知れない大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの入り口を、みすみす使えなくしようとする人はいないでしょうから』

　なるほど、とうなずく老人達。

「……話は分かった」全員を代表するように町長がうなずき「それで、そちらの要求は。まさかタダで手を貸してくれるという訳わけではあるまい。衛星に転送されたお主ぬしの仲間を救出するために、何かせよと言うんじゃろ？」

『話が早くて助かります』

　真昼はうなずき、映像の向こうで端末を操そう作さする。

　さらに別なディスプレイを自分の隣となりに呼び出し、プラントの設計図らしき物を表示して、

『衛星からこの地上に向けて転送ルートを開くために、もう一度、皆さんの町のシステムを使わせて頂きます。と言っても、システムの起動方法を調しらべるのはこれからなんですが』

「そう来るだろうの」町長はうなずき「じゃが、お主も知っての通りこの町のプラントは……」

『分かっています』素す早ばやく答える真昼『もちろんこのままシステムを起動すれば発電プラントが完全に機き能のう停てい止ししてしまいますから、プラントの補強が必要になります。最終的に町を捨てることになるとしても、今度はそのプラントの存在自体が皆さんの保険になる訳ですしね』

　言葉を切り、ディスプレイ越しにこっちを見回して、

『という訳で、皆さんにやって頂きたいのは補強作業。そちらに表示しているのがそのための設計図のはずなんですが、皆さんの町にあるプラントと同タイプで合ってますか？』

「……ああ、間違いね」

　老人の一人が答え、周囲の幾人かがうなずく。

　町長が椅い子すから立ち上がり、町の住民を見渡して、

「どうかの？　皆。この若者の策に賛さん成せいか反対か、意見の在ある者は」

「わしゃあ乗ったぞ、町長」と、すぐ傍そばの老ろう婆ばが手をあげ「どうせこのままじゃあ身動き取れんのじゃ。とにかく助かるいうんじゃったら、やってみても良かろう」

「そーじゃな」別な老人も立ち上がり「その若造の口の利き方は気に入らんが、言うことは何から何までもっともじゃ。十年も住んだ町じゃが、ここらで引っ越しも悪くなかろう」

　周囲の老人達も同じように「そうじゃな」などとうなずく。一部に気に入らなそうな顔をする者もいるが、表だった反はん論ろんは見られない。

「結論が出たようじゃの」町長の声「良かろう。お主ぬしの策に乗ろう、賢けん人じん会かい議ぎ殿どの」

『助かります』真ま昼ひるは笑い、視し線せんをディスプレイの前の女の子に向け『ってことで、セラ』

「は、はい！」

　難むずかしい顔でうつむいていたセラが、慌あわてた様よう子すで顔を上げる。

　そんな少女に真昼はにっこり笑い、

『交渉成立したから、セラはその町の防ぼう衛えい担当ってことで。あいにくＤ３は全部シンガポール軍が回収しちゃってるけど、たぶん近付くのはフライヤーの哨しよう戒かい部ぶ隊たいぐらいだと思うから。パイロットにけがさせない程度に撃げき墜ついして欲しいんだけど、デバイス無しでもいけるよね？』

「え……」

　少女は目を見開き、周囲の老人達を見回す。

　何か言いたそうに何度も口を開きかけ、小さく息を吐いて、

「はい……大丈夫、です……」

『よろしくね』そんな少女の様子に気付かないのかあえて無視しているのか、真昼は表情を変えること無く『という訳わけで、彼女のノイズメイカーを外はずして頂いただきたいんですが』

「何と……」これには町長が目をむき「いや、そ、それは……」

　先ほどのやりとり──扱いに困ってセラを殺そうとした一件を思い出しているのだろう。周囲の老人達も狼ろう狽ばいした様子で、互いに顔を見合わせる。

「護ご衛えいなら、そこのお嬢じようちゃんで十分じゃねえのか？」と、老人の一人ひとりがファンメイを指さし「さっきも軍の魔ま法ほう士し追い返してくれたしよ。一人いれば大丈夫じゃろ」

　他ほかの老人達も、何だか安心した様子でうなずく。一同の視線がこっちに集中する。

「え、わ、わたし？」

　思わぬ成り行きに戸と惑まどっていると、くいくいとドレスを引っ張られる感触。

　隣となりに座ったエドが服の裾すそを掴つかんで、まっすぐにこっちを見上げる。

　……あ……

「えっと……たぶん無理だと思うの」頭の中で考え考え口を開き「わたしの能力って騎き士しの相手するのが専門だから。普通の軍隊が攻めてきたらあんまり……」

「そうなのか？」老人の一人ひとりが驚おどろいた様よう子すで「け、けどよ。別にその女の子じゃなくても……そうだ、そっちの男の子なら！」

「もちろんエドの力も要いるけど、それでも足りないと思うの」

　今度は上う手まく言葉が出た。

　ファンメイはエドの口元に自分の耳を寄せてわざとらしくうなずき、

「えっと……自分の能力だと軍が飛ひ行こう艦かん艇ていを出してきた時に攻こう撃げきが届かないから、やっぱりその子の手も借りたい、だって」

　場の空気を読んだエドが、こくこくとまるで自分がそう言ったような顔でうなずく。

　老人達は困り果てた様子で互いに顔を見合わせ、

「……どうするよ」

「……どうするもこうするも、そう言われたら仕方無かろう」

『では、交渉成立ということで』真ま昼ひるは一つ手を叩たたき『僕は早速そちらのシステムにアクセスして、転送システムの起動方法を調しらべます。何か判明次第連絡しますので、それまで作業を進めてください』

『──という訳わけだ』

　と、いきなり隣となりのディスプレイに出現する黒衣の男。

　祐ゆう一いちという名前らしい男は鋭するどい目でこっちの様子を見渡し、

『ロンドン軍もシンガポール軍も、こちらの目もく論ろ見み通りに軍事行動を中断して作戦の練り直しを始めたらしい。こちらの正体が露ろ見けんするまでの間は、どちらの軍も交渉をメインに動いてくるはずだ』

「あ、祐一さん！」

　そんな男を見上げて声を上げるセラ。

　男はディスプレイの向こうから少女を見下ろし、表情をわずかに和やわらげて、

『久しいな、セラ。その後は無事にやっているか』

「え……」少女は言葉に詰まり、周囲の老人達にちらりと視し線せんを向けて「……はい、大丈夫です！　ちゃんと元気にやってます！」

　先ほどまでより幾らか元気に答えるセラ。

　そうか、とうなずく祐一に町長が驚いた顔で、

「何と、この子も少しよう佐さ殿どのの知り合いか！」

『古い友人の忘れ形見だ』男は静かに答え『そちらの町の事情は承知しているが、その娘の少なくとも父親の方は魔ま法ほう士しではないただの人間だ。丁てい重ちように扱ってやって欲しい』

「父親……」町長は呟つぶやき、目を見開いて「では、この子が人工培養ではなく普通の子供として生まれたというのは」

『事実だ。そのために世界で唯一の貴重なサンプルとして軍に追われている』

　町の住民達の間に奇妙な空気が流れる。先ほどセラの言葉を否定した老人が、隣となりの老ろう婆ばに小突かれてバツが悪そうな顔をする。

「な、何ですか？」

　思わぬ流れに戸と惑まどっているのか、きょときょとと周りを見回すセラ。

　と、そんな少女に老婆の一人ひとりが近付き、首の裏側に手を伸ばす。
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「ほれ」

「え……わ！」

　うなじから零こぼれる、小さな黒い素子。

　老婆はそれを手のひらで受け止め、ポケットに収める。

「えっと……ありがとうです」

「おかしな子だの。そこは礼を言うところでねえぞ」

　老婆は口ではそう言いつつも少しだけ笑い、今度はエドに近寄って同じようにノイズメイカーを外はずす。

「これでええんかの？」

「うん！　ありがとなの！」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで問う老婆に、ファンメイはぺこっと頭をさげる。拍子に頭から落ちた小龍シヤオロンが膝ひざの上に着地し、お礼を言うように、にゃあ、と鳴く。

　また一つ、場の空気が和やわらぐ。

『では、俺おれはもう少し小こ細ざい工くを済ませてくる』と、黙だまってその様よう子すを見ていた祐ゆう一いち。『町の傍そばに近付くことが出来ないのは相変わらずだが、両軍の前ぜん線せんで出しゆつ撃げき準備中の機き体たいを二、三も破は壊かいしてみせれば十分な効果があるだろう』

　そんな言葉を残して通信が切れ、ディスプレイが消滅する。隣となりのディスプレイに映る真ま昼ひるも、『じゃあ、また後ほど』と言い残して通信を切る。

　しばしの沈ちん黙もく。

「……さて、それでは作業の分担を決めるかの」

　そう手を叩たたく町長に全員が視線を向ける。

「そうじゃの」と老人の一人ひとりが声を上げ「とりあえず、部品の類たぐいをプラントに作らせるのが先じゃろう。後はプラントの外装を外すのと、倉庫に転がっとる予備パーツを引っ張り出すので何人か……」

　周囲の老人達が「それは儂わしが」「そっちはおれが」と次々に手をあげる。慌あわただしく動き出す住民達を見ているうちにファンメイも、自分も何かしなければ、と忙しい気分になる。

　と、いきなり誰だれかに肩を叩かれる感触。

　振り返ると、先ほどノイズメイカーを外してくれた老ろう婆ばがこっちを見下ろし、

「お前さんらはとりあえずこっちじゃ。部へ屋やを用意したでな」

「え？　でも、わたしも何か……」

「儂らの町のプラントじゃけえ、儂らの仕事じゃよ」仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言って、老婆はふと柔にゆう和わな表情を浮かべ「それに、特にお前さんはもう十分働いたじゃろうが」

　そう言って元通りの硬い表情に戻り、老婆は歩き出す。「早はようせんか」という言葉にファンメイは慌てて立ち上がり、セラとエドも後ろについてくる。

　膝ひざから落っこちた小龍シヤオロンが子猫姿で床ゆかに着地し、真っ先に駆かけて老婆の周りをくるくると回る。

「これこれ、大人おとなしくせんか」動物好きなのか老婆は笑い、ふと首を傾かしげて「そういや、この猫も魔ま法ほう士しなんかの？」

「え？　ううん、そういう訳わけじゃ……」

　言いかけた言葉が、止まる。

　円形の広場の先、壁かべに並んだ扉とびらの一つ。

　確たしか居住スペースが並ぶ区画に通じる通路の向こうから、見覚えのある老人が歩いてくる。

「おや、もう目ぇ覚めたのかい」老婆が軽く手を振り「ちょうどええ、こっち来て礼言いな。あんたの命の恩人だよ」

　老人はうなずき、ファンメイの目の前まで来て立ち止まる。

　ファンメイが最初に助けた、軍の騎き士しに斬きられたあの老人。

「あ、んーと」何か言わなければと考え、老人の顔を見上げて「もう起きても大丈夫なの？」

「おかげさんでの」老人はうなずき「どこもおかしなところは無ねえ。下へ手たすりゃ、前より調ちよう子しが良うなったぐらいじゃ」

「良かったぁ！」思わずファンメイは笑う。「ああいう治ち療りようってやったこと無かったから、上う手まくいったか自信無かったの！」

「何じゃ、ぶっつけ本番かいな」

　呆あきれたように腰に手を当てる老人。

　と思ったらその口元がほころび、老人はこらえ切れなくなったように笑って、

「ほれ」

　手にした包みをこっちに差し出す。

「え、何？」とっさにそれを受け取り、中を覗のぞき込んで「えっと……パジャマ？」

「他ほかの二人ふたりの分もあるでよ」と老人はさらに別な包みを差し出し「しばらくここにいるんなら着替えがいるじゃろ。お前さんはいい加減、その妙な服を洗った方が良いじゃろうしな」

　言われてファンメイは、自分の格好を見下ろす。けが人の治療中に返り血を浴びたせいで、チャイナドレスには至るところに赤い染みが出来ている。

「んっと、でもこの服って特注品だから、普通のクリーナーだと……」

「ほんなら手洗いじゃな」と老ろう婆ばが口を挟み「そっちのパジャマに着替えたら持って来んさい。儂わしが洗せん濯たくしとくけえ」

「あ……ありがと！」ファンメイは老婆にぺこっと頭を下げ、老人に向き直ってパジャマの包みを掲かかげ「お爺じいちゃんもありがと！」

　と、老人は何な故ぜだかまたしても笑い、

「お爺ちゃんか。そうか、お爺ちゃんか」その場にしゃがみ込み、こっちを見つめて「お嬢じようちゃん、名前は？」

「ファンメイ、李芳美リ・フアンメイ」答えて、子猫と男の子を両手に引き寄せ「でもって、こっちが小龍シヤオロンで、こっちがエド。エドワード・ザイン！」

　小龍が挨あい拶さつするように、にゃっ！、と前脚を上げ、エドがぺこっと頭を下げる。

「ファンメイに小龍にエドか。覚えたでよ」老人はうなずき、両手をファンメイとエドにそれぞれ差し出して「まあ、何だ。よろしく頼まぁ」

　ファンメイは「うん」とうなずき、その手を取る。エドも真ま似ねして老人と握手する。

　三人と一匹の間に流れる、和なごやかな空気。




　……セラ一人ひとりが、少し離はなれた場所からその光景を見つめていた。




　　　　††††††††††††††




　テーブルに並んだシチューの皿から、ほわりと湯気が立ち上った。

　午後九時。HunterPigeon艦かん内ないの客室に、遅い夕食の時間がやってきた。

「さ！　みんな、冷めないうちに食べましょ」

　エプロン姿でぱんぱんと手を叩たたき、月つき夜よが真っ先に自分の席に座る。人工野菜と合成肉が入った大おお鍋なべのシチューを自分の皿に注ぎ、スプーンを手にとって、

「本当、良い言葉よね『腹が減っては戦いくさが出来ぬ』って。最初にこの言葉考えた人って絶対に天才だと思うわ」

「いや……確たしかにその意見にはオレも賛さん成せいだけどよ」ヘイズは何と無しにため息を吐つき「何で全力で仕切ってんだよお前」

「あ？　何ようっさいわね、男がつまんないこと言わないの」月夜は銀ぎん色いろのスプーンをくるりと回し「だいたい、あんた黙だまって見てただけで何にもしてないでしょうが。材料切ったの私だし、味付けとかは全部クレアがやってくれたし」

「いや、だから材料提供したのはオレ……」

「ホント、すごかったわよ、月夜さんの包丁さばき。あんたも見に来れば良かったのに」と、台所に通じる扉とびらからやはりエプロン姿のクレアが姿を現し「あ、月夜さん。サラダってこんな感じで良いの？」

「うん、完かん璧ぺき完璧」月夜は親指を立ててオッケーのサインを示し「後、『月夜さん』じゃなくて『月夜』で良いから。いちいちさん付けって肩凝こらない？」

「え」クレアは飾り物の瞳ひとみを左右に泳がせ、何な故ぜだか恥ずかしそうに「じゃ、じゃあ……月夜……で」

「オッケー。よろしくね、クレア」

　そう朗ほがらかに笑う月夜に多少つっかえながら「よ、よろしく！」と答え、クレアは自分の席についてシチューをよそい、

「ヘイズどうかしたの？　そんなところぼーっと立って」

「いや、だからよ……」

　必死に言葉を探すヘイズの後ろで、艦内通路に繋つながる方の扉が開く。その向こうから姿を現した黒衣の男が、ロングコートを壁かべのフックに掛けて無言で自分の席に着き、

「どうした？　食わないのかヘイズ」

「旦だん那な！　どうせ聞いてたんだろ。旦那も何とか言って……」

「諦あきらめろ。台所に立った月夜は地上最強だ」

　全すべてを悟さとり切った顔でシチューをよそう祐ゆう一いちの姿に、全身の力が抜ける。

　よろよろと椅い子すに腰を落とし、無言で残り少ないシチューをよそってスプーンで口に運び、

「……うめぇ」

「だ、大丈夫なの？　っていうか何で泣きそうになってんのよあんた」

「大丈夫だ。後、マジでうめぇから心配すんな」

　慌あわてて問うクレアに、空から元げん気きで答えるヘイズ。

　コップの水を飲み干して一息吐つき、諸もろ々もろのショックからようやく立ち直って、

「それで旦だん那な、どうだった？　ロンドン軍とシンガポール軍の方は」

「一応、それらしい警けい告こくは与えた」ついさっきまで両軍の前ぜん線せんで破は壊かい工作を行っていた黒衣の騎き士しはスプーン片手に答え「哨しよう戒かい任務で出しゆつ撃げきしようとしていたフライヤーを、どちらの陣営でも三機きほど目立つように破壊しておいた。両軍とも、出撃はしばらく控えるだろう」

「時間稼かせぎとしては十分、ってことね」クレアが手元も見ずにスプーンを操あやつりながらうなずき「じゃあ、後は転送システムの準備次第か」

「システムの解析とプログラム改修は、俺おれとヘイズも手て伝つだう」祐ゆう一いちはフォークを掴つかんでサラダのボウルに手を伸ばし「本来なら真ま昼ひる一人ひとりでも問もん題だい無いだろうが、向こうもシンガポール軍の監かん視しが付いているはずだ。そうそう自由には動けんだろう」

「ついでに、システムに勝手に変な裏うら技わざ仕込む可能性もあるしね」と、すでに自分の皿を半分空にした月つき夜よが口を挟み「あいつ最近、暴ぼう走そう気味だから。祐一もプログラムいじる時に、気を付けてチェックしといてね」

　心得た、とうなずく祐一を横目に、ヘイズはスプーンをくるりと回す。

　目の前の女が賢けん人じん会かい議ぎの参さん謀ぼうの姉であることを再さい認にん識しきし、同時に疑問が頭に浮かぶ。

「そういや、あんた結局、その真昼とは話してないんだよな？　せっかく通信繋つながってるんだし、何か言っとくことあるんじゃねーのか？」

「あ、いーのいーの。どうせ、今話してもつまんないケンカになるだけなんだし」月夜はひらひら手を振り「ってか、せっかくだから話しとく、ってんならどっちかっていうとそっちなんじゃないの？」

　と月夜が視線を向ける先はクレアの席。

「え？　あ、あたし？」いきなり水を向けられて少女は声を上ずらせ「は、話って何のこと？　あ、あたしは別に」

「あんたねぇ。ダメでしょ、そんなあからさまに慌ててちゃ」月夜は苦笑し「だから、賢人会議にいるっていうあんたの弟くんよ。前のニューデリーの時も全然話出来なかったんでしょ？　良い機会じゃない」

　月夜が『弟くん』と呼んでいるのは、賢人会議の騎士、二重デユアルNo.33のことだろう。あの少年をはじめとした五人が送られた大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの内部とは、地下の転送システムを介してこの艦かん内ないまですでに通信が繋がっている。

　通信経路が不安定らしくてまとまった会話は難むずかしい状態だが、最初のテストでたまたま通信に出た幻影イリユージヨンNo.17にこちらの大まかな状況は伝えてある。

「え、えっと、それは……」クレアは困り果てた顔で「ダメよ……。あたしまだ何話したらいいのか分かんないし、それに、ディーが通信に出てくれるかどうか……」

　最後は消え入りそうな声で呟つぶやいて、ガラス玉のような視し線せんをうつむかせる。

　と、月つき夜よは「あー、もう！」と頭をかき、

「あんた、その子の育ての親みたいな物なんでしょ？　だったら遠えん慮りよなんかしてないで。向こうが『話したくない』とか甘えたこと言ったら、ぱーんと一発張り飛ばしてやれば良いのよ！」

「な、何よ人ごとだと思って！」クレアはすごい勢いで顔を上げ「そっちだって、弟と離はなれて兄弟三人バラバラなんでしょ？　錬れんって名前だっけ、あの子、あんたとあんたの双ふた子ごの弟捜して、世界中飛び回ってるって話じゃない！」

「な──！」今度は月夜が目を見開き「う、うちの教育方針は放任主義なのよ！　錬はもう自分でちゃんと考えて行動出来るし、すごいしっかりした彼女も付いてるんだから！」

　隣となり同どう士しの席で激はげしく睨にらみ合う、二人ふたりの『お姉ねえさん』。

　ヘイズは息を吐き、祐ゆう一いちに視線で助けを求め、

「なあ、旦だん那な……」

「食事に集中しろ。巻き込まれるぞ」

　ぼそりと呟いて、黒衣の騎き士しがスプーンを口に運ぶ。ならばと視線を天てん井じようのカメラに向けるが、普ふ段だんなら呼ばれもしないのにしゃしゃり出てくるはずのハリーは姿を見せる気け配はいが無い。

　……ていうか、何でいきなりケンカしてんだこいつらは……

「だいたい、あたしはマサチューセッツにいる時はすごいしっかりお姉さんやってたの！　ディーが食べるご飯は全部あたしが作ったし、ディーの服も全部あたしが洗せん濯たくしたし、訓練も一いつ緒しよに付き合ったし、休みの日はいっつも遊びに連れていったし！」

「それぐらい私もやったわよ！　……ま、まあ私は真ま昼ひると分担だったけど、でも、こっちは錬と一緒に旅行も行ったし、錬のために玩具おもちやも探したし、錬が初めて一人ひとりで仕事する時だって失敗しなくて経けい験けんになるように依頼内容選えらびに選んでお膳ぜん立だても全部やったんだから！」

「な！　そ、そんな軍属の人間には出来ないことばっかり！」クレアは何が悔しいのか拳こぶしを握りしめ「あ、あたしなんて！　ディーが怖くて眠れない、って時に一緒の布ふ団とんで寝てあげたこともあるんだから！」

　どーだまいったか、とばかりに腰に手を当ててふんぞり返るクレア。

　が、月夜は「はんっ」と鼻で笑い、

「それだけ？　しょぼいわね」余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で胸を張り、完かん璧ぺきに上から目線で「私なんてね、錬と一緒にお風ふ呂ろに入ったこともあるのよ！」

「お風呂──！」

　クレアは飾り物の目を見開き、わなわなと肩を震ふるわせる。何だか知らないが、とてつもない敗北感を味わったらしい。

　ほっほっほ、と勝ち誇る月夜。その隣で完璧に自分のペースを守り、黙もく々もくとシチューを口に運ぶ祐ゆう一いち。

　かつて無いほどに騒さわがしい、HunterPigeonの食卓。

　それをぼんやりと眺め、ヘイズは訳わけも無く苦笑する。

　……まったく、こいつらは……

　こんなばかばかしい話を最後にしたのはいつだっただろう、とそんな言葉が頭に浮かぶ。よく思い出せない。最近はシティだの賢けん人じん会かい議ぎだの大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいだの世界の秘密だの、そんな小こ難むずかしい話ばかりで、愚ぐにも付かない会話で笑い合う事など久しく無かった。

　だから、これはきっと、得え難がたい時間。

　賢人会議に関係無い、シティの利害にも興きよう味みの無い者がたまたま揃そろって、しかもたまたま衛星の話をしても仕方の無い状況に陥おちいっていたからこそ生まれた、この先二度と無いかも知れない情景。

　それを思えば、

　……まぁ、ありか。こーいうのも……

「──美う味まいな」

　唐とう突とつに、ぼそりと呟つぶやく祐一。

「そーだな」

　ヘイズはうなずき、シチューを一さじ口に運んだ。

　HunterPigeonの夜は、喧けん噪そうと共ともに過ぎていった。




　　　　††††††††††††††




　壁かべに掛けられた見事な木彫りの時計とけいが、午後九時ちょうどを示した。

　立体映像ディスプレイの向こう、ファンメイが発した言葉に、フィアは息を呑のんだ。

「それじゃあ、そのお爺じいさんを助けるために右腕の『黒の水』を使っちゃったんですか──？」

『うん、そーなの』パジャマ姿のファンメイは長い黒髪を三みつ編あみに結ゆわえながらうなずき『龍りゆう使つかいの能力を使えば他ほかの人の体も修復出来るんじゃないかなー、って思って。けっこうどきどきだったけど、上う手まくいったみたい』

「そう……なんですか？　それは、あの……良かったですね」どうにか言葉を紡つむぎ、少女の顔をじっと見つめて「それで、ファンメイさんの体は……」

『だいじょーぶ！』ディスプレイの向こうの少女は笑い『最近ずーっと調ちよう子し良かったおかげかな？　全然気持ち悪い感じもしないし、右手も普通に動くし』

　ほらほらとカメラの前で指を曲げ伸ばし、あっ、と口元を押さえて、

『で、でも先生には秘密なの！　バレたら絶対怒られるから、だからフィアちゃんもこのことは内ない緒しよで！』

　お願ねがいっ、と手を合わせる少女に、フィアはとっさにうなずく。本当は自分も怒るつもりだったのだが、先にそんなことを言われてしまうとタイミングを逃してしまう。

『ありがと！』ファンメイはにこにこ笑え顔がおで『それじゃ、そろそろ通信切るね。これ、あんまり長く話してると、転送システムに負荷がかかるみたいだから』

　またねー、と手を振り、少女の姿がディスプレイから消える。

　システム表示に戻った画面をしばし見つめ、フィアは息を吐く。

　……大丈夫、ですよね……？

　直接調しらべたくとも、ここは地上から二万二千メートル離はなれた雲の中。もどかしい気分で椅い子すから立ち上がり、可愛かわいらしいデザインのライトが揺れる白い天てん井じようを見上げる。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの中に隠された広い庭園、その一角に建てられた大きな屋や敷しきの二階にある書斎。

　合成品ではない本物の木材で作られているらしいテーブルをそっと撫なで、部へ屋やを後にする。

　廊下から広い階段を下って一階に下り、みんなが集まっているはずの広間に向かう前に台所の様よう子すをうかがう。と、そこには何な故ぜか銀ぎん髪ぱつの少年が一人ひとり、温め終わったレトルト食品を前に困った顔で立ち尽くしている。

「あ……フィアさん」

　扉とびらから覗のぞき込むこっちの姿に気付いて、小さく笑う。

　はい、と笑い返して中に入り、ディーの隣となりに立って美お味いしそうに湯気を立てるパスタとスープの器うつわを見下ろし、

「あの……ご飯に変な物でも入ってたんですか？　それとも傷いたんでたとか」

「え？　ああ、違います違います」ディーは苦笑混じりに手を振り「何て言うか、広間に入りづらくて」

「入りづらい、って？」

　どういうことか、と首を傾かしげた瞬しゆん間かん、廊下の先からものすごい音。

　誰だれかがテーブルを思いっ切り叩たたいたらしい音に続いて、少女の怒ど声せいが響ひびき渡る。

「だから、貴方あなたに話しているのでは無いと何度言えば分かるのだ幻影イリユージヨンNo.17──！」

「そない言われて、はいそーですか、て黙だまって聞いとれるかボケ──！」

「待って！　落ち着いて！　二人ふたりともいいから落ち着いてってば！」

　怒ど鳴なり返す少年の声に、何とか押しとどめようとする別な少年の声。最初がサクラで、次がイルで……

「け、ケンカですか──？」

「ケンカって言うか何て言うか」ディーは人差し指で頬ほおをかき「最初はみんなそれなりに仲良くしてたんですけど、サクラが錬れん君に『貴方は賢けん人じん会かい議ぎに入るべきだ』とか言い出した辺あたりから話がややこしくなって……ってフィアさん！」

　最後まで聞かずに台所を飛び出す。「待って！　ちょっと待って！」という少年の声を背中に、廊下を二度曲がって大きな扉とびらに飛び込む。

「あ、フィア！　良いところに！」

　切せつ羽ぱ詰つまった錬れんの声。

　少年はテーブルを挟んで睨にらみ合うサクラとイルの間に割って入り、二人ふたりを両手でかろうじて押しとどめている。

　慌あわててテーブルに駆かけ寄り、サクラを背中から羽は交がい締じめにする。「ま、待て！　何をするフィア！」と叫ぶ少女をがんばって後ろに引っ張り、どうにか椅い子すに座らせる。反対側では、同じようにイルを羽交い締めにする錬。が、近接戦せん闘とうの達人であるイルは錬の力ではびくともしないらしく、黒髪の少年は両足を必死に踏ん張って顔を真まっ赤かにしている。

　と、「あー、分かった分かった」とイルの声。

　少年がいきなり体の力を抜き、勢い余った錬が後ろに転がって尻しり餅もちをつく。

「あ……すまん」

「だ、大丈夫」振り返るイルに錬は手を振って立ち上がり「とにかく、二人ともちょっと落ち着いて。僕は賢けん人じん会かい議ぎの味方になるつもりもシティに手を貸すつもりも無いって、何回も言ってるのに」

「私も、貴方の主張は理解出来ないと何度も言っている」サクラは大きく一つ息を吐き「貴方あなたはシティに虐しいたげられる魔ま法ほう士しを救うことを否定し、そのシティを助けるために我われ々われを倒すという選せん択たく肢しも否定する。ならば何もせずに傍ぼう観かん者しやに徹てつするつもりなのか問えばそれも違うと言う。……いったい、何をしたいのだ貴方は」

　最後には困こん惑わくすらにじませて、サクラが問う。

　テーブルの向かいで聞いていたイルも「せやな」とうなずき、

「別にこっちの味方せえとは言わへんけど、それやったらそこの女の味方になってもええんと違うか？　言うとくけどその女は本物やぞ。やることメチャクチャやし後先考えてへんしいつでも偉そうやけど、絶対に信用だけは出来る女や」

「……おかしな言い方やめてもらいたい幻影イリユージヨンNo.17。貴方と私は友人でも何でも無いのだぞ」

「当たり前やろボケ。上う手まいこと地上に戻れたら、その場で絶対に決着付けたるからな」

　友好的なのか敵対的なのか、良く分からない会話を繰くり広げるサクラとイル。

　そんな二人を前に錬は「だから……」と息を吐き、

「『シティが』とか『魔法士が』とか、そんなことばっかり考えてて本当に世界が良くなるの？　アニルさんだって、マザーシステムを無くすためにがんばってがんばって、それでも最後は自分がマザーコアになってみんなを助ける道を選んだ。まっすぐ自分の主義を貫つらぬく人ばっかりじゃ、いつまで経たっても戦いは終わらないよ」

　ニューデリーで出会った男、いつも柔にゆう和わな笑え顔がおを浮かべていた執しつ政せい官かんの顔を思い出す。

　と、サクラもどこか遠い目をし、

「アニル・ジュレは素す晴ばらしい指し導どう者しやだった。それは認める。人を導みちびく者とは、あのように誇り高く、気け高だかくあるべきだ」そう呟つぶやいて、鋭するどい視し線せんをこっちに向け「だが、そのことと、彼の主張を認めることはイコールでは無い。私は彼のような指導者でありたいと思うが、彼が自らをマザーコアとし、ニューデリーにおけるマザーシステムの使用を正当化してしまった事実を良しとすることは出来ない」

「ま、待ってください！」思わずフィアは口を挟み「ニューデリーの人はみんなアニルさんの演説を聞いて、マザーシステムのことを真剣に考えなきゃいけないって分かったはずです。だから……」

「人が全すべて、彼のように気高い訳わけでは無い」が、サクラは首を横に振り「ニューデリーの市民がかつての指導者の志こころざしを忘れ、他ほかのシティと同様の道を歩むことにならないと誰だれに言える。誰かが抑よく止し力りよくにならなければ魔ま法ほう士しは虐しいたげられ続けるだけのこと。……戦後にそれぞれのシティで最初のマザーコアになった魔法士達は全員が自ら志し願がんしたと聞くが、彼らが今の、この世界の現状を予想していたと思うか？　彼らもまた、Ｉ－ブレインを持たない人々の優やさしさや善意を信じていたのではないか？」

「そない言うけど、ほんならシティはどないしたらええねん」

　と、テーブルの向こうから声を投げるイル。

　少年は攻こう撃げきする、というよりは議ぎ論ろんに参加する顔で、

「シティ一個で一千万人。周りで暮らしてる連中も数えたらその二倍ぐらいの人がマザーコアになった魔法士一人ひとりの力で生きてんねんぞ？　マザーシステムを使うのはあかん、いう話になったら、その人らはどないしたらええねん」

「前提条件が間違っている、幻影イリユージヨンNo.17」サクラはテーブルに身を乗り出し「そもそも魔法士にはＩ－ブレインを持たない通常人を助ける義務も無ければ、彼らのために命を投げ出さなければならない謂いわれもない。極端な話、世界中の魔法士を一カ所に集めて魔法士だけの町を作れば、全てのシティが滅んだとしても『我われ々われ』は何も困らない」

「でも、魔法士の能力って普通は遺い伝でんしないよね？」

　と、イルの後ろで手をあげる錬れん。

　え？　と視線を向けると、少年は「へ、変な意味じゃなくて！」と何な故ぜか顔を真まっ赤かにし、

「……だから、もし魔法士だけの町が出来て、そこで暮らして行けたとしても、生まれる子って普通の人間だよね。町の機き能のうは……まあ人工培養で新しい魔法士を作り続ければいいとして、その生まれてきた『普通の子』はどうするの？　後天的なＩ－ブレインの埋め込み技術なんかもうシティにもほとんど残ってないし、邪じや魔まだから海に捨てる？」

「その問もん題だいが存在することは私も認める」サクラはあっさりと肯定し「が……そうだな。例えば世界中の研究施設の跡地を調しらべ尽くせば、Ｉ－ブレインの埋め込み技術を復活させることも可能なのでは無いか？　あるいは我々自身が研究を行って、その技術を新たに作り上げるという方法も考えられる」

「や……それはさすがに楽らつ観かん的てきっていうか、都つ合ごうが良過ぎるんじゃ」

「希望的観測だということは承知している」思わず、という風に口を挟む錬れんに、サクラは少し憮ぶ然ぜんとした顔で「だが、解決の困こん難なんな問もん題だいを抱えているのはマザーシステムも同じ事だ。我われ々われの側の問題点は貴方あなたが指摘したその一点だけ。現状のシティ体制を維持し続けることの問題と比べて、我々の主張が否定される根拠たり得るものとは思えない」

「いや待て、問題それだけちゃうやろ」イルはテーブルに両手をつき「せやから、シティに今住んどる人らはどないするねん、ってさっきから訊きいとるやろ！　生まれたばっかりのちびっ子もおれば、体弱い爺じいさん婆ばあさんもおるねんぞ。それを……」

「だから、その辺の事情は我々の知ったことでは無いと……」

　テーブルを挟んで再び睨にらみ合う二人ふたり。

　と、

「……そっか」何かを思いついた様よう子すで錬は目を見開き「ねえ。二人に訊きたいんだけど」

「何だ？」

「何や？」

　揃そろって少年に顔を向けるサクラとイル。

「うん、けっこう大事なことだと思うんだけど……」錬はしばし考え「だから……魔ま法ほう士しって人間だと思う？　それとも、人間じゃない？」

「はぁ？」と、イルは首を傾かしげ「そんなもん、人間に決まっとるやろ」

「そっか。そうだよね。イルならそうだよね」錬は納得顔でうなずき「じゃあ、サクラは？」

　一同の視し線せんが、黒髪の少女に集中する。

「わ、私か？」が、サクラは何な故ぜか顔を伏せ「そうだな……いや、私は……」

「──えーっと」

　と、唐とう突とつに扉とびらの方から声。

　振り返ると、ディーが両手に夕食の皿を乗せて、

「みんな忙しいのは分かるけど、そろそろどうかなって。……ほら、もう二回温め直しちゃって、三回目だとさすがにパスタも美お味いしくなくなるし……」

　そんなことを言いつつテーブルにたどり着き、てきぱきと皿を並べる。

「ゆ、夕食か！　そうか、確たしかにそんな時間だ」サクラは何だかほっとした顔でうなずき「私も手て伝つだおう。食器は台所だな？」

　ツインテールの黒髪を背中に流し、立ち上がろうとする。

「いや待て待て、全然話終わってへんやろ」イルが慌あわててその動きを制し、ふと銀ぎん髪ぱつの少年に視線を向け「っていうか、お前はどうやねんディー。お前らは賢けん人じん会かい議ぎの仲間に入れー、って何か言わんでええんか？」

「え……？」とディーは困った顔で「それは……何て言うか、錬れん君とフィアさんが決めることですから」

「そうなの？」と目を丸くする錬「え、でも、君もシティから魔ま法ほう士しを解放しよう、とかそういう感じで……」

「ぼくはただ、セラの居場所を守るために戦ってるだけ」ディーは何だか寂さびしそうな顔で「あの子はどこのシティにも、もう居場所が無いから。……ぼくはあの子のために戦ってるだけで、政治とか世界とか、そういう難むずかしいのはあんまり……」

「ディー、言葉を選えらんで欲しい」サクラは息を吐き「貴方あなたの事情は良く承知しているし、私と同じ思想を持てと言うつもりも無いが、もう少し、こう……」

「でも、ホントのことだから」ディーは笑い「小さくて、つまらなくて、頭の悪い答えかも知れないけど……でもぼくは、セラが幸せならそれで良いんだ」

「そっか……」

　何だか嬉うれしそうに、錬が笑う。
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「あー……何か、お前はそれでええわ」とイルもうなずき「ほんなら食おうか。何しろおれら、他ほかにやることもあらへんしな」

　地上では真ま昼ひると祐ゆう一いちが中心になって、転送システムの解析が進められている。何か分かればこちらでやるべきことが生まれるかも知れないが、現状では幾ら慌あわててもどうにもならない。

「では、改めて手て伝つだおう」

　サクラが立ち上がり、台所に向かう。

「あ、待ってください。私も……」

　その後を追い、フィアも駆かけ出そうとして、




　……え……？




　床ゆかの下から感じる、わずか、ほんのわずかな違和感。

　立ち止まって足あし下もとを見下ろし、絨じゆう毯たん敷じきの床に膝ひざをついて手を当てる。

　……これって……

　Ｉ－ブレインの同どう調ちよう作用が、床の下に存在する『何か』を伝える。イメージがぼんやりし過ぎていて正体が分からない。たぶん情報制せい御ぎよによる偽ぎ装そう。「天使」の能力が無ければ、存在することにすら気付かないはずだ。

　錬れんが「どうしたの？」と首を傾かしげ、すぐに何かに気付いた様よう子すで駆け寄ってくる。

　他ほかの三人も次々に、フィアの周りに集まってくる。

「どないしたんや？　ちびっ子」

「分かりません……でも、何か……」

　サクラが隣となりに膝をついて「この下か」と呟つぶやき、同じように床に手を当てる。取り出した投とう擲てきナイフで絨毯を切り裂き、一メートル四方ほどの四角い領域を引っぺがす。

　その下に姿を現すのは、何の変へん哲てつも無い板張りの床。

「何もあらへんやないか」と呟くイルを、サクラが「いや、待て」と制する。

　少女の指が床を伝い、ある一点で唐とう突とつに止まる。サクラは投擲ナイフの切っ先を床に突き立て、一いつ直ちよく線せんに横に引く。

　そのままナイフに力を込めると、まっすぐ横にスライドしていく床板。

「……随ずい分ぶん、古典的な隠し方やな」

「そうでもない。論ろん理り回路による偽装は完かん璧ぺきだ」

　その下にぽっかりと口を開けた階段を、全員が見下ろした。




　短い階段を下った先は、ライトの淡あわい白光に照らされた広い部へ屋やだった。

　壁かべ一面に並ぶ大きな棚、一つ一つに薄うすい板状のコンピュータがぎっしり詰め込まれたデータ端末の塊かたまりを見回し、フィアはため息を吐ついた。

「ずいぶん、いっぱいですね……」

「うん。それに、全部戦前の最高級品だ」

　金属むき出しの床を爪つま先さきでつつき、錬が答える。四方の壁にぐるりと視線を向け、入ってきたのとは反対側の一番奥を指さし、

「で、向こうにはもう一枚扉とびら、と」

「うっし、ちょい待っとれ」

　その言葉にうなずき、イルが扉に駆かけ寄る。ノブを何度か回して鍵かぎが掛かっているのを確かく認にんし、「そらそーやわな」とうなずいて、扉の表面に手を当てる。

　白いジャケットを羽は織おったその体が、どういう理り屈くつが扉の奥に吸い込まれていく。

　……と思ったら、すぐに、少年は入った時とは反対向きでドアをすり抜けて出てくる。

「ど、どうしたんですか？」思わず問う。

「あ、ありゃ？　いや、おれはちゃんと……」

　言いかけて、イルは扉の脇わきに手を触れる。金属質の壁かべに刻まれた論ろん理り回路に息を吐き、

「こらあれやな、空間ごと閉じられとるから、扉抜けても無む駄だ、いう……」

「そのようだな」

　と応じるのはサクラの声。

　少女は部へ屋やの中央、机の上に置かれた端末に取り付き、

「その扉、情報制せい御ぎよによる空間構造改変で『入る方向』と『出る方向』が直結されている。扉から入ったつもりでも、まっすぐ進めばそこは入ったのと同じ側、という訳わけだ」

「やっぱりかいな」イルはわしわしと頭をかき「ほんで、どないしたらええねん。解除キーとか見つけたか？」

「ああ」サクラはうなずき、部屋の周囲を手で示して「そこの棚に並ぶコンピュータ、全すべてが扉のロックになっている」

　はぁ？　と顔をしかめるイル。

　サクラは「今説明する」と部屋の全員を見回し、

「この部屋の棚、詰め込まれたディスク型コンピュータの一つ一つにデータが詰め込まれている。と言っても、一つのコンピュータに入っているデータはほんのわずかで、容量のほとんどはデータを暗号化するために使われてるようだ」

　言葉を切り、入ってきた扉のすぐ左の棚、一番上の段を左から右に指さし、

「中身を読む順番は決まっていて、最初の一つの暗号を解除して中身を読み終えると次のコンピュータのアクセス権が得られるようになっている。扉の鍵はどうやら、その最後のコンピュータに連動しているらしい」

「ってことは……」と呟つぶやく錬れん「このコンピュータの中身、順番に全部読まないと奥には進めないってこと？」

「そういうことになる」サクラはうなずき「強引に突破出来ないかと調しらべてみたが、随ずい分ぶん入念なセキュリティだ。扉の奥の部屋は空間的に完全に独立していて、強引に入ろうとすれば完全に切り離はなされて二度と誰だれにも立ち入ることが出来なくなるよう設定されている。それでも手は在あるのだろうが……まあ、大人おとなしく正規の方法で鍵かぎを解除した方が早いだろう」

「え？　そうなの？」

　と驚おどろく錬れん。

　サクラは「ああ」とうなずき、

「一つ一つのコンピュータに掛けられた暗号は大した物では無い。今、その最初の一つ目を解除……」言いかけてディスプレイを示し「終わった。これが最初のデータだ」

　全員の視し線せんが、サクラの示す画面に集中する。

　──瞬しゆん間かん。

　五人の魔ま法ほう士しは一様に息を呑のみ、目を見開いた。




　　　　††††††††††††††




『──西せい暦れき二一七七年九月二十九日、アルフレッド・ウィッテン記き録ろく。




　朝一番に、天あま樹ぎ博士からメッセージが届く。

　面おも白しろい物を手に入れたから研究室まで来い、と、いつも通り説明も何も無い呼び出しで──






　　　断章　遠き日に君の名を呼べば　～The origin～







　キンモクセイの花が、ほのかに香った。

　黄き色いろくなり始めた銀杏いちようの葉っぱが、風の中にくるりと踊った。

　レンガ色のタイルで舗ほ装そうされたまっすぐな林道。宿舎から続くいつもの道を自転車で急ぐ。友達のお兄にいさんに格安で売ってもらった骨こつ董とう品ひんの自転車はモーターもエンジンも何も付いていない不ふ思し議ぎな形式で、ペダルを漕こげば漕いだだけしっかり進むのが面おも白しろい。収まりの悪い金髪が揺れる。頬ほおに浮かんだ汗が、風に溶けてさらりと流れていく。

　初等学校の子供達が道の外はずれに座り込み、教師と一いつ緒しよに落ち葉の形を調しらべている。

　おはようございまーす、と手を振る子供達に、片手を上げて応こたえる。

　空は青。ゆったりと流れる雲の向こうに、シティ・ミュンヘンの白いドームが悠ゆう然ぜんとそびえる。細くたなびく雲は山よりも遥はるかに大きなドームの周囲を巡り、遠く、視界の彼方かなたまで流れていく。

　一羽の鳥が低い雲を横切り、太陽の下に八の字を描く。

　見事な秋晴れの月げつ曜よう日び。

　研究棟に続く長い坂道を、ゆっくりと下っていく。




　アルフレッド・ウィッテンは、先週、十四歳になった。

　一年前から身長は一〇センチ伸び、体重も一キロ増え、走はしり幅はば跳とびは五〇センチ余分に跳べるようになり、頬ほおのそばかすはますます目立つようになって、ついでに、彼女いない歴は十四年に更新された。

　十四歳といえば普通は中等学校の二年生をやっているはずで、実際、ウィッテンの友達もみんな地元の学校に通っている。が、飛び級ですでに大学の博士課か程ていまでを修めてしまったウィッテンは、もうそんな初等教育機き関かんに通うことは無いし、通いたいと言っても許可が下りない。

　時々、ものすごく損をしてるんじゃないか、と思うことがある。

　学校で誰だれと誰が付き合い出したの、誰と誰がケンカしたのと──普通の学校に通っている友達からそんな話を聞かされる度たび、世界の不公平を嘆なげかずにはいられない。

「ウィッテン先生、おはようございます」

「あ……おはようございます」

　大きな建物の前で自転車を止めたところで、事務のお姉ねえさんに挨あい拶さつされる。先生、という肩書きで呼ばれるようになってもう半年以上経たつが、いまだにその言葉を聞くと背筋がむずがゆくなってしまう。

　自分がいちおう「准じゆん教授」という役やく職しよくについていて、目の前のお姉さんや廊下ですれ違う研究員のお兄にいさんよりもたくさんお給料をもらっていて、形の上では立場も上になるのだ──と、分かっていても全く実感がわかない。

　だいたい、そういう役職というのは、ややこしいことにならないように年ねん齢れいの順に決めればいいのだとウィッテンは思う。自分は人よりちょっと数学が好きで、人に分からないことがちょっと分かるだけなのに、そのせいでずっと年上のお姉さんに「先生」呼ばわりされてしまうなんて酷ひど過ぎる。

「今日きようの午後の講こう義ぎはＤ３２７教室です。よろしくお願ねがいしますね」

「あ、はい。分かりました」

　……などと心の中で愚ぐ痴ちってみても、そこにあるのはただ無情な現実。

　こっそりとため息一つ、年代物の自転車を自分用の駐ちゆう輪りんスペースに置き、目の前の建物を見上げる。

　景けい観かんを損そこねないように三階建てで高さを制限された、左右に長く続く白い建物。

　周囲の森に溶け込むように佇たたずむその姿は、中世の古い城のようにも見える。

　森は建物の周辺数キロにわたって延々と広がり、ウィッテンが暮らす宿舎やその他ほか無数の施設がその森の中に点在している。シティ・ミュンヘンとシティ・シュトゥットガルトの中間に位置する森は完全な円形の外がい壁へきに区切られて一つの町を形成し、内部の機き関かんに務める研究員とその家族、あわせて二万人ほどが暮らしている。

　その名をフリードリッヒ・ガウス記念研究所。目の前にあるのはそこに属する研究機関の一つ、数理物理研究棟。

　人じん類るいの最先端、叡えい知ちの城じよう塞さい──世せ間けんではそんな風に呼ばれているらしいこの建物が、ウィッテンの今の居場所だった。




　……生まれた時はごく普通の子供だったらしい、とウィッテンは聞いている。

　三歳の時に受けた知能テストでも他ほかの子と比べて特に優すぐれた成せい績せきだった訳わけでは無いようだ、と誰だれかに教えてもらったことがある。

　どうして全すべての情報が「らしい」とか「ようだ」とか伝でん聞ぶん形けいなのかというと、ウィッテンの幼い頃ころを知る両親と兄と祖母とついでに近所のおばさんが、ウィッテンが四歳の時にまとめて死んでしまったからだ。データベースを検けん索さくすれば今でも簡かん単たんに見つかる、シティ体制確かく立りつ後ご最悪と言われた航こう空くう機き事故。衛えい星せい軌道上の観かん光こう用ステーションに向かったシャトルが高度五万八千メートルで爆ばく散さん、乗組員と乗客あわせて二五三人が犠ぎ牲せいになった。

　ウィッテンはその奇跡的な生き残り……という訳では無く、たまたまシャトルの年ねん齢れい制限に引っかかって保育所に預けられていて難なんを逃れただけ。

　他にどこにも身よりの無かったウィッテンはシティ・ミュンヘンの公営養よう護ご施設に引き取られ、数年後にはそこから初等学校に通うことになった。

　初めは真ま面じ目めに授業を受けていたウィッテンだったが、入学式の一週間後にはもうぼろが出た。算数の時間に常に寝ている生徒がいる、という噂うわさは学校長の耳にも届き、ウィッテンは職しよく員いん室しつに呼び出された。

　何な故ぜ授業を真面目に聞かないのか、と問う校長に、ウィッテンは答えが全部分かって詰まらないから、と答えた。

　そんな偉そうなことを言うならやってみせろ、と突き付けられた第一学年の年度末テストを、ウィッテンは一分で全て解いて見せた。

　ならばと出てきた第二学年のテストをクリアし、第三学年のテストも全問正解で終了した。第四学年、第五学年とテストの難なん易い度どが上がりとうとう中等課か程ていのテスト問もん題だいが取り出されるに及んで、ようやく教師達は事態がただ事では無いことを認にん識しきした。

　すぐさま政府の専門機関に情報が伝わり、ウィッテンの転校が決まった。

　編へん入にゆうさせられた自治政府直営の学校は、「ギフティッド教育」と呼ばれる、年齢に不ふ相そう応おうな能力を持つ子供達の才能を引き出すことだけを目的に作られた施設だった。

　そこでますます数学の世界にのめり込んでいったウィッテンは、九歳の誕たん生じよう日びを過ぎる頃には大学に進める程度の能力を有するに至っていた。日々送り付けられる世界中の教育機関の誘いから、ウィッテンが選えらんだのがフリードリッヒ・ガウス記念研究所だった。

　理由は単純。データベースで検けん索さくしたら一番最初に出てきて、有名だと思ったから。

　かくして研究所付属のアカデミーに入学したウィッテンはその後も順じゆん調ちように飛び級を重ね、今年ことしの春に博士号を得ると同時に准じゆん教授の役やく職しよくを得て現在に至るのだった。

「──失礼しまーす」

　研究棟二階の長い廊下を抜け、突き当たりの扉とびらをノックする。ウィッテンの研究室は同じフロアの反対の方に在あるのだが、今はこの部へ屋やが先決だ。

「天あま樹ぎ教授、いないんですかー。いないなら、勝手に入っちゃいますよー」

　立体映像のインターホンに何度も呼びかけ、いつもと同じように返事が無いのを確かく認にんして一つうなずく。いつもと同じように勝手に暗証番号を入力し、いつもと同じように扉を引き開けて音を立てずに中に滑すべり込む。

　途と端たん──

「まったく！　何を考えているのだあの連中は！」

　アンティーク調の家具で統一された、重厚な雰囲気の研究室。

　豊かな髭ひげをたくわえた男が執務机の周りをぐるぐると歩き回り、

「けしからん。実にけしからん！　一体、私の論ろん文ぶんの何を読んだというのだあの連中は！　この重大性が理解出来んとは、何という愚ぐ物ぶつの集団なのだ！」

　論文らしき紙の束たばを机の上に放り出し、手にしたパイプタバコに口を付ける。

　そこでようやくこっちの姿に気付いた様よう子すで仰ぎよう々ぎようしく両手を広げ、

「おぉ！　これは見苦しいところを見せたなウィッテン君。いつからそこに？」

「今来たところです」ウィッテンはぺこっと頭を下げ、机に歩み寄って論文を手に取り「またこれですか？　『太陽光発電プラントの危険性』ってやつ」

「そうだ」最高級品のスーツを完かん璧ぺきに着込んだ東洋人の男は低く、よく通る声で「私は何も、世界中でプラントの使用を停止しろ、などと言っている訳わけでは無い。だが、私の理論によれば、プラントが将来的に重大な事故を引き起こす可能性があることもまた事実なのだ。だから、私はしかるべき対策を講こうじるべきだと……」

「いや、その辺は前に聞きましたけど」

　ウィッテンは数学者である自分には今ひとつ理解出来ない、同じ物理学者同士でもおそらくまともに読める人間は五人ぐらいなのではないかという論文を机に置き、

「でも、確たしか天樹教授の理論が全部正しかったとしても、そんな大事故が起こる確かく率りつって〇・〇〇〇〇……」適当に、息の続く限り〇を並べ「……〇〇一パーセント以下のはずですよね？」

「〇が二つ足りんな、ウィッテン君」男は当たり前のような顔で「だが発生時に全ぜん人じん類るいが壊かい滅めつ的な被害を受ける可能性を考えると、タンスの角に小指をぶつける程度のリスクはあることになる訳で……」

「そんなこと言ったら、外宇宙から謎なぞの異星人が攻めてくる可能性だって、地球の中心にいきなりブラックホールが発生する可能性だって、全部対策しないといけなくなりますよ」

「いや、それはその通りだが……」男は、むぅ、と唸うなり「仕方あるまい。また、別なアプローチを考えるとしよう」

　来客用のソファーに座って足を組み、パイプタバコを吹かす。一いち分ぶの隙すきも無い着こなしのスーツ姿はその東洋人らしからぬ長身と相まって、学者というよりは財ざい界かいの大物めいた空気を醸かもし出している。

　物理研究科教授、天あま樹ぎ健けん三ぞう。

　世界最高の物理学者と名高い男はテーブルを挟んだ向かいの席をウィッテンに勧すすめ、自分は立ち上がって研究室の奥の棚に歩み寄り、

「まったく見苦しいところをお見せした。……ウィッテン君は紅茶で良いかな？　秋あき摘つみの良い葉が手に入ったのだが」

「はい、いただきます」

　手をあげてそう答えると、健三はうむとうなずく。先ほどまでの荒あれ模も様ようとはうって変わって、淀よどみ無く紅茶を淹いれるその手付きには優ゆう雅がさすら感じさせる。

　パイプや紅茶といった小道具がこれほど似合う人も珍しい、とウィッテンはいつも思う。

　それは一般的な評価としても同じであるらしく、学生達が密ひそかに行っている「紳士ジエントルマンという言葉が一番よく似合う教授選せん手しゆ権けん」では三年連続ぶっちぎりの一位を獲かく得とくしていて、「実は騎サ士ーの称号持ちらしい」なんて、とんでもないデマがまことしやかに囁ささやかれていたりもする。

「で、今日きようは何の用ですか？　『面おも白しろい物を手に入れた』ってメッセージに在あったんですけど」

　一息吐ついたところでようやく本ほん題だいに入る。と、健三は「おぉ、そうだったそうだった」とティーカップをテーブルに二つ並べ、

「ウィッテン君にも是ぜ非ひ見てもらいたい。実に興きよう味み深ぶかいデータだ」

　そう言ってテーブルの隅すみの操そう作さ盤ばんを叩たたき、立体映像ディスプレイを目の前に呼び出す。

　ウィッテンは「えーっと……」と半透明の画面を覗のぞき込み、すぐに首を傾かしげて、

「何かの実じつ験けんのデータ、ですか？」

「まあ、そう思ってもらって間違いは無い」

　ディスプレイに映し出されるデータは、様さま々ざまな、特に珍しくも無い実験の結果を表している。大きいところでは単純な物体の落下から、小さいところでは素粒子の量子力学的な干渉まで。物理系の学生が課か題だいでよくやりそうな様々な実験の結果に、しかしウィッテンは首を傾かしげ、

「……これ、プログラムのシミュレーションですか？」

「何な故ぜそう思うね？」

「だって、どの結果も万有引力定数が半分です」

　目の前にある実じつ験けん結果はどれもこれもでたらめ。理り論ろんから予想される数値と、結果がまるでかみ合っていない。

　が、データをよく見ると、そんなおかしな結果を系統立てて説明する方法が一つだけ在あることが分かる。

　物理学の基本定数の一つ、万有引力定数が本来の半分になっていると仮定すれば──

「そのデータ、エリザから送られて来た物だ」

　と、唐とう突とつな健けん三ぞうの声。

　ウィッテンは「え？」と目を丸くし、

「エリザって、あのエリザですか？　エリザベート・ザイン！」

　そうだ、とうなずく健三を前に、ウィッテンは今話わ題だいになっている人物のことを思い出す。フリードリッヒ・ガウス記念研究所、生物学研究科教授、エリザベート・ザイン。世界最高の大脳生理学者と呼ばれ、同時に学内最高の変人とも称される彼女のことは、この研究所に籍せきを置く者なら誰だれもが知っている。

　美しいブロンドをなびかせて気け怠だるそうに研究所内を歩く姿は、ウィッテンも何度か目にしたことがある。年ねん齢れいは二十代後半と言われているが、本当のところは誰も知らない。知らない、というのは比ひ喩ゆでも何でも無く、研究所に入る際の手続き書しよ類るいの年齢と生年月日の欄らんに堂どう々どうと「不ふ詳しよう」と書き、それで許されてしまった人間などおそらく世界で彼女一人ひとりだろう。

「天あま樹ぎ教授ってエリザベート・ザインの知り合いだったんですね。初耳です」

「知り合いなものか。向こうが勝手にメッセージを送り付けて来ただけだ」健三は一いつ瞬しゆん、憮ぶ然ぜんとした顔をし「だが、このデータは確たしかに面おも白しろい」

「面白いって、このシミュレーション結果がですか？」

「事実だとしたら、どうする」

「え？」とっさに何を言われたのか分からず、ウィッテンは目を瞬しばたたかせ「事実、って？」

「これがシミュレーションではなく、全すべて実際に観かん測そくされた結果だとしたら、ウィッテン君はどう思うかね」

「あ。教授、またいつもの冗じよう談だんですか？」ウィッテンは、あははは、と笑い「勘かん弁べんしてくださいよ。こんな馬ば鹿かげたこと、本当に起こる訳わけ……」

　言葉が、自然に止まる。

　妙な空気に黙だまり込むウィッテンの前で、健三はぷかりとパイプを吹かし、

「そもそもの発ほつ端たんは、エリザがシティ・ニューデリーに住む研究者から連絡を受けたことだそうだ。ハービス博士と言って脳関係の世界ではそこそこ名が知られた研究者らしいが、その男が一いち面めん識しきも無いエリザにいきなりメッセージを送ってきた。実に奇妙な症例の患者を発見したのだが、これが自分の手に余るということでな」

「奇妙な……患者？」

　今は物理の実じつ験けんの話ではないのか、という思考。

　それを見み透すかしたように健けん三ぞうは小さく笑い、

「ウィッテン君に見せたデータだが……その患者を適当な部へ屋やに入れて、同じ部屋の中でごく普通の実験を行った結果だそうだ」

「……え……？」

　今度こそ、ウィッテンはぽかんと口を開ける。

　目の前の男はやはり自分をからかっているのではないか。そんな考えが頭に浮かび、

「あの……確かく認にんしますけど、冗じよう談だんってことは」

「大おお真ま面じ目めだとも。私はそれほど暇ひまでは無い」健三は愉ゆ快かいそうに「困り果てたそのハービス博士は、問もん題だいの患者をエリザのところに送ることに決めたそうだ。エリザは実験のために私と、もう一人ひとり信頼出来そうな数学者として君をご指名でな」

　そう言って、健三はディスプレイを消去する。

　テーブルに身を乗り出し、こっちの顔を覗のぞき込んで、

「さて。そこで改めて質問だ。……『万有引力定数を半分に出来る人間』が本当にいるとしたら、どうする？」
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　一週間があっという間に過ぎて、問題の日がやって来た。

　十月五日、普ふ段だんは立ち寄ることの無い生物学科の研究棟で、ウィッテンは自転車を降りた。

「ここ……で合ってるよね？」

　正面玄関をおそるおそるくぐり、立体映像の案内表示を頼りに三階に上がる。階段を出てすぐ右手に目的の部屋を発見し、扉とびらの前で深呼吸する。

　生物学科、ザイン研究室。

　ノックしようとした手が、何と無しに止まる。

　……やっぱり、かつがれてるんじゃないかな……

　そんな言葉が頭に浮かぶ。一週間前に健三に話を聞かされた時は危あやうく納得しそうになったが、『物理定数が書き換えられる人間』なんて普通に考えればいる訳わけが無い。健三がこの部屋の主あるじと結けつ託たくして自分をからかっていると考えた方がよほどしっくり来る。

　……それに……

　正直言ってこの場所については、これまで悪い噂うわさしか聞いたことが無い。夜な夜な正体不明の悲鳴が聞こえるだの、頭に電極ヘルメットをかぶった男の亡ぼう霊れいを見ただの、何とか単位をもらえるように頼みに行った学生が廃人になって帰ってきただの。

　よく考えれば実じつ験けん嫌いで知られるエリザベート教授の研究室で電極男とは妙な話なのだが、その話をする学生達の顔を見ていると何かよほど恐ろしい目にあったに違いないと確かく信しんしてしまうのも事実な訳わけで……

『──何をしている』

「うわっ！」

　いきなり、扉とびらから女の声。

　びっくりして飛とび退のき、木もく目め調ちようの扉にスピーカーが埋め込まれているのに気付いて、

「え、あ、あの……」

『君の行動は一分前からカメラでモニターしている』エリザベート・ザインの物らしき声は何とも気け怠だるそうに息を吐き『さっさと入れ。それでなくても、君の姿は目立つ』

　言われるがままに扉を開け、中に入って素す早ばやく扉を閉める。正面のついたてを迂う回かいして、部へ屋やの奥に進む。

　白一色に統一された殺風景な研究室。執務机一つに書棚が一つ。応接テーブルも何も無い部屋の奥には折りたたみ式の椅い子すが一つだけ置かれ、

「……あ」

　知らず、息を呑のんだ。

　そこに、『アリス』がいた。




　──透すき通るような白い肌の、青い瞳ひとみの少女だった。

　コントラストを成すような黒髪が、肩から背中へと柔らかに流れていた。

　お嬢じよう様然とした白いワンピースに、薄うすいケープを羽は織おっていた。スカートの裾すそから覗のぞく足がどきりとするほど細くて、無ぶ愛あい想そうな来客用のスリッパまでもが何かの意い匠しようのように見えた。

　胸元に飾られた蝶ちよう結むすびのリボンが、ゆったりと風に揺れていた。

「初めまして」

　少女が笑った。

　鈴を鳴らすようなその声に、ぼんやりとうなずいた。
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　トレーに置かれた簡かん易い型がたのコーヒーカップから、ほわりと湯気が立ち上った。

　どうぞ、と無愛想に呟つぶやくエリザの言葉に、ウィッテンはとっさに頭を下げた。

「思考の邪じや魔まになるので応接セットの類たぐいは置かないことにしている。慣なれてもらいたい」

　静かなその言葉に、はぁ、と答え、カップを手に取る。エリザも同様にコーヒーカップを取り上げ、空からになったトレーを適当に床ゆかに放り捨てる。

「不作法だな」と、ぽつりと呟つぶやく健けん三ぞう。

「気にするな、私の研究室だ」と気け怠だるく呟いて、エリザは傍そばの椅い子すに腰掛けた。

　がらんとした研究室の中央には折りたたみ式の椅子が三つ向かい合って並び、ウィッテン、健三、エリザの三人がそれぞれ座っている。先ほどの少女はニューデリーから今日きようここに着いたばかりらしく、奥の仮眠室で眠っている。

　残された三人は、それぞれ無言でコーヒーを一口。

　思い出したように、エリザが口を開く。

「改めて初めまして。エリザベート・ザインだ」

「あ……アルフレッド・ウィッテンです」

　慌あわてて頭を下げると、エリザは気怠そうに「知っている」と答える。これまた足あし下もとに放り捨てられたままの携けい帯たい端末を拾い上げて何かを確かく認にんし、

「ウィッテン准じゆん教授の論ろん文ぶんは全すべて読ませて頂いただいている。恥ずかしながら二三八カ所ほど理解が及ばない点があるのだが、後で講こう義ぎ頂けるだろうか」

「え。それはもちろん構いませんけど……」思わぬ申し出に戸と惑まどいつつ「それで、えーっと、さっきの子……」

「アリス。アリス・リステルだ」

「あ！　そうそう、アリスでしたね？」エリザの素す早ばやい訂正にちょっと慌て「えっと、あの子のあの能力ですけど……トリック、じゃないんですよね？」

　おそるおそる問うと、エリザは「ふむ」とうなずき、

「柔軟だな、ウィッテン准教授。普通の研究者ならあんな物を見せられれば、怒り狂って席を立つところだぞ」

　ウィッテンがエリザと話しているのは、ほんの数分前にこの場所で起こった出来事、あのアリスという名の少女が見せた不ふ思し議ぎな現象のことだ。

　何の支えも無しに浮かび上がり、天てん井じようをぐるりと一周して見せたボール。

　そのボールは今、ウィッテンの足下に転がっている。仕掛けが無いのはすでに確認済みだ。

「柔軟というなら、私にも同じ言葉を贈おくって頂きたい物だな」と、横から口を挟む健三「そもそもウィッテン君がここにいるのも、そちらのよこしたデータを信じた私が説得したればこそなのだから」

「不要だ、天あま樹ぎ教授」が、エリザは無ぶ愛あい想そうに「あなたの発想の奇想天外ぶりは、この生物学棟でも聞き及んでいる。今いま更さら確認するほどの事も無い」

「褒ほめられた、と理解して良いのかな？」

「ご随ずい意いに」

　馬が合うのかいがみ合っているのか、良く分からない会話を繰くり広げる二人ふたり。

「あの……」そんな二人ふたりを前にウィッテンはおそるおそる「それで、あの子の能力なんですけど……」

「そうだったな」

　エリザはうなずき、携けい帯たい端末を叩たたいて立体映像ディスプレイを呼び出す。

　医学関係のツールを起動し、脳の三次元画像らしき物を表示して、

「まず見てもらいたいのだが、これがあの子の脳だ。一見どこにも異常が無いように見えるが」エリザの指が詳細に描かれた脳の右前ぜん頭とう葉ようを示し「そこだ。そこに注目してもらいたい」

　言われて、ウィッテンはじっと目を凝こらす。

　ややあって、あ、と声を上げ、

「何か、左脳に比べて膨ふくらんでますね」

「正解」エリザはうなずき「後ほど詳細なスキャン画像を見せるが、それは腫しゆ瘍ようや炎症の類たぐいでは無い。脳の一部が異常に発達した物だ」

「異常発達？」とウィッテンは首を傾かしげ「それって、あの、ガンとかのあれですか？」

「違う。この組そ織しきは人体に何ら悪あく影えい響きようを及ぼさない」エリザは気け怠だるそうに首を振り「そうだな……通常の人間には存在しない、新しい器官が備わっている、とでも理解してくれればいい」

「新しい器官……」

　思わず呟つぶやく。にわかには信じがたい話だが、何しろ目の前にいるのは大脳生理学の世界的な権けん威いだ。

　と、事前に説明を受けているらしい健けん三ぞうが「という訳わけでだ」とうなずき、

「否定しても始まらん。そこまでは事実として受け入れてくれ」コーヒーカップを床ゆかに置いてパイプタバコを取り出し「さて、そこで問もん題だいになるのは、この器官の正体が一体何なのか、ということだが……」

「コンピュータだ」

　あっさりと言葉を奪うエリザ。

　憮ぶ然ぜんとした顔で黙だまり込む健三の隣となりでウィッテンは顔をしかめ、

「あの……すいません、もう一回」

「コンピュータ、だ」エリザは律りち儀ぎに答え「この謎なぞの器官の内部を走る神しん経けい網もうは、論ろん理り的てきには完全に通常のコンピュータと同じ構造を持っている。データを受け渡しするための入出力回路があり、中央で演算を行うためのＣＰＵがあり、計算結果を一時保存するためのメモリと長期的に保存するための記き憶おく装置も備え、驚おどろくべき事に、視覚に直接介入して脳の通常部分に映像を見せるためのグラフィック処理系まで備えている」

「えっと……すごいですね」ウィッテンは、もう何を聞いても驚かないぞ、と心に誓い「それで、どのくらいのスピードが出せるコンピュータなんですか？　子供向けのゲーム機きぐらいとか？」

　それなら十分に大した物だと思い、訊きいてみる。

「いや」が、エリザは首を横に振り「現在世界最高と言われているコンピュータ──ここの情報工学科が抱えている『ＤＲ－９』の、およそ一千万倍だ」

「え……」

　今度こそ言葉を失う。

　助けを求めて健けん三ぞうに視し線せんを向けると、男は人の悪い笑え顔がおでパイプに火を点つけ、

「私とエリザは、こいつを『Ｉ－ブレイン』と名付けた。Informational-Brain。情報を扱う脳、という意味だ。こいつはわずか百グラム足らずの神経細胞の塊かたまりでありながら、世界中のどの演算装置よりも遥はるかに高い性能を備えている。こいつを研究するだけで、コンピュータの歴史が百年は進むだろう」

「ま、待ってください！」

　とっさにウィッテンは叫ぶ。

　思考が追いつかなくなっていた頭を心の中で叩たたき、強引に本ほん題だいを思い出して、

「その何とかブレインがすごいコンピュータだってのは分かりましたけど、それとあの子の能力とどう関係するんですか！　まさか、コンピュータが現実に影えい響きようを与えてるとか、そんな」

「そう。良い発想だ」

「え？」

　あっさり答える健三に、思わず目を丸くする。

　そんなウィッテンを前に健三はパイプタバコの煙をくゆらせ、

「問題は、このＩ－ブレインが何な故ぜ、現実世界に対して干渉することが出来るかだ。何でも良いから仮説を立てろとそこの女がせっつくのでな。私も随ずい分ぶん悩んだが、一つ思い付いた」

　そう言って、ウィッテンは自分の携けい帯たい端末を取り出す。

　立体映像のメモを頭上に表示し、

「彼女のＩ－ブレインがたまたま現実世界に干渉出来るのではなく、『ある一定以上の速度を持つコンピュータなら全すべて、現実世界に干渉出来る』としたらどうなるだろう、とね」

「え……そ、そんなめちゃくちゃな……」

　言いかけて、ウィッテンは健三のメモを見上げる。

　走り書きされた幾つかの数式に視線を走らせ、無む意い識しきに口元に手を当てて、

「物質の存在情報に干渉……シミュレーション内部の仮想世界で数値を書き換えるみたいに、現実世界のパラメータを書き換えるってことですか……？」

　頭の中でスイッチが音を立てる。

　ポケットから紙とペンを取り出し、大おお慌あわてで計算を始める。

　途方も無く馬ば鹿かげた、空想と呼ぶことすらはばかられるようなとんでも無い仮説。

　だけど、もし──

　もし本当に、そんな仮説が成り立つのだとしたら。

　これまで同様の現象が発生しなかったのはただコンピュータの演算速度が足りなかったからで、世界は本来『そういう風に出来ている』のだとしたら──

「……出来ました」書き殴った式を他ほかの二人ふたりの前に示し「こんなイメージで、もしかしたら何もかも公理化出来るんじゃないかと思うんですけど……」

「検けん証しよう実じつ験けんが必要だな」と健けん三ぞうがうなずき「そうだな……情報工学科から、コンピュータを何台か借りてくるというのはどうだろう。それ自体は現実世界に干渉するほどの演算速度を持っていないにしても、アリスが能力を使っている状態で稼か働どうさせれば物理定数の変化に何らかの影えい響きようが見られるかも知れん」

「──素す晴ばらしい」

　と、やっぱり無ぶ愛あい想そうにうなずくエリザ。

　見事なブロンドの女は他の二人にぐるりと視し線せんを向け、

「では、三日後のこの時間、またこの場所で」言葉を切り、気け怠だるく息を吐いて「アリスはしばらく、この研究室で預かる。彼女の存在は人目に触れぬようにしたい。言うまでも無いが、ここで見たことは他言無用に」
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　壁かべに掛けられた木彫りの時計とけいが、午後十一時を示した。

　十月十八日。衝しよう撃げきに満ちたあの日から、もう二週間が過ぎた。

　エリザの宣言通り三日後に行われた実証実験は、完かん璧ぺきな成果を残した。情報工学科から借りてきた高速演算用のコンピュータはアリスの能力に干渉し、万有引力定数の変化率を時に大きくし、時に小さくした。結果が毎回異なるのはコンピュータが『現実世界に影響を与えるために演算している訳わけではない』ためにカオス的な振ふる舞まいを示しているためではないかと思われたが、ともあれこれで、健三の仮定に一つ裏付けが与えられた。

　もちろん、全すべてが単なる思い込みで真実はもっと別の何か、という可能性もある。と言うより、現時点ではまだまだそっちの可能性の方が遥はるかに高い。

　が、そうは言っても、新しい理り論ろんを構こう築ちくするのはやっぱり楽しい。

　あれから二週間、ウィッテンは毎晩遅くまで、紙とペンに向かい合う日々を過ごしていた。

　……って、もうこんな時間か……

　大きく伸びをして椅い子すから立ち上がり、台所に向かう。准じゆん教授のウィッテンにあてがわれた宿舎は部へ屋やが四つもあって、一人ひとりで暮らすには広過ぎる。一つの部屋が生活スペース、一つの部へ屋やが要いらない物を積つんでおく部屋。後の二つは使い道が無いので、とりあえず片方を掃除ロボットを充電する場所ということにしている。

　一人ひとり暮ぐらしを始めて、そろそろ半年。

　この宿舎での生活も、ようやく慣なれてきた。

　九歳で大学に入ってからずっと過ごしてきた付属の寄宿舎は、准じゆん教授の資格を得ると同時に追い出された。立場上は寮りよう母ぼさんよりも遥はるかに偉くなってしまった訳わけだから、それも仕方無いだろう。最初の頃ころは寄宿舎時代の友達も面おも白しろがって遊びに来ていたが、隣りん室しつの他ほかの先生から苦情が入ってからは遠えん慮りよして来なくなった。遊ぶ時は自分の方から寄宿舎に出向く形。それも、最近は滞とどこおりがちになっている。

　……みんな、何してるのかな……

　冷れい蔵ぞう庫こを開けたところで、ぐー、とお腹なかが鳴る。自分が昨日きのうの朝から何も食べていないことを思い出し、途と端たんに猛烈にお腹が減ってくる。今日きようは豪ごう勢せいな食事にしよう、と思ってみても冷蔵庫の中にあるのは山と積まれたレトルト食品。料理が出来ないウィッテンにとっては貴重な日々の糧かてだが、こういう時は味気ない。

「いいや。こうなったらステーキ二つ食べよっと」

　半分やけくそでそう宣言し、パックを二つ引っ張り出す。簡かん素そな白いパックを二つまとめて調ちよう理り器きに放り込み、お茶でも飲もうとウィッテンは後ろを振り返り、

「──こんばんは！」

　目の前には、白いワンピース姿の女の子。

　ぼんやりとそれを眺めて回れ右し、ウィッテンは両目をこすって、

「あれ……何か今、変な幻まぼろしが……」

「こんばんは、ってば！」

　その目の前にいきなり突き出てくる、長い黒髪の女の子。

「うわぁ！」今度こそ悲鳴を上げてのけぞり、ウィッテンは台所の入り口まで一気に後退して「な、なななななな──！」

「もー、何そんなに驚おどろいてるんですか？」

「い、いや、だって！」全力で叫んだところで、ようやく目の前の女の子の正体に気付き「……えーっと、アリス？」

「はい、そうですよ」

　自分が今やっている研究の、発ほつ端たんになった少女。

　と言っても、ウィッテンが会ったのは最初の日と三日後の実じつ証しよう実じつ験けんの時の二回だけで、ろくに話したことも無い。

「そ、そっか。びっくりした……」胸を押さえて大きく息を吐き「あれ？　でも、どうやってここに入ったの？」

「天あま樹ぎ教授に鍵かぎもらいました」

　あっさり答えるアリス。確たしかに、健けん三ぞうとは度たび々たび夕食を共ともにする関係上、お互いの家の鍵を交換し合っている。

　……勝手に合い鍵作っちゃった、ってことかな……？

　しょうが無いなあ、と頭をかき、少女に向き直って、

「それで、何の用？　ザイン教授が呼んでるっていうならすぐ行くけど」

「ううん、そういう訳わけじゃなくて」

　答えてアリスはにっこり笑い、

「実は、住む部へ屋やを探しているのです」

　手にした大きな鞄かばんを床ゆかに置き、台所の真ん中で可愛かわいらしくくるりと回る。

「……あ、そうなんだ」

「はい、そうなのです」

　しばし無言で見つめ合う二人ふたり。

　ウィッテンは、そっかそっか、とうなずき、玄関の方を指さして、

「お帰りはあちらで」

「ちょっと！　今ので話の流れ分からなかったですか──？」たちまち少女はまなじりを吊つり上げ「わたしは住む場所が無くてすごく困ってて、ここなら部屋が空あいてるぞって教えてもらって来たんです！　どうして追い返すんですか！」

「誰だれ？　そんな無責任な情報教えたの」

「天樹教授です」

　あの人は……とウィッテンは手のひらで顔を覆おおって呻うめく。

　そんな家や主ぬしに構わず、少女は奥の部屋を覗のぞき込み、

「ほら、この部屋とあっちの部屋と空からっぽじゃないですか！　空いてるスペースは有効活用しないといけないと思いません？」

「思いません」ウィッテンは一いち言ごんのもとに否定し「だいたい、どうして僕のところに来るわけ？　天樹教授……のところは無理にしても、ずっとザイン教授の研究室で寝泊まりしてたんでしょ？　そっちに帰ればいいじゃない」

　健三が幼い双ふた子ごを抱えて育児に追われていることを思いだし、とりあえずエリザの方に責任を振ってみる。

　が、アリスは何か恐ろしい物でも思い出すようにぶんぶん首を振り、

「だめです！　エリザの仮眠室って本当にベッド一つしか無いし、そのベッドも医務局で使わなくなったのをタダでもらってきたのだからお薬くすりの匂においがすごいし！　食べる物もお酒とおつまみとサプリメントだけだし、私の食べるものが無いって言ったら売店の一番安いお弁当を、半はん額がくに値切って買ってくるし──！」

「そんなこと僕に言われても！」ウィッテンも全力で反はん論ろんする。ここで引いたらアウトだ。「だいたい、前から気になってたんだけど君のお父とうさんとお母かあさんってどうしてるの？　ニューデリー出身だって話だけど、一人ひとりでこんな遠くまで来てずっといて、家族が心配してるんじゃないの？」

「残念でした。私にはパパもママもいません」そう言って、アリスはちょっと沈んだ顔で「ずっと昔に、病気で死んじゃって……」

　立ち尽くしたまま、視し線せんを伏せる。

　──しばしの沈ちん黙もく。

　少女はいきなり顔を上げ、すごい勢いでこっちに詰め寄って、

「ちょっと──？　どうしてそこで無反応なんですか！」

「え、そんなこと言われても」ウィッテンは視線を逸そらして頭をかき「両親いないのはこっちも同じだし、そこで勝負されても……」

　もちろん本気で悲しいと思うことはウィッテンにもあるが、ここで出して来るというのは明らかに計けい算さん尽ずくだ。その手には乗らない。

「そ、そうなんですか……？」が、少女は明らかに狼ろう狽ばいした様よう子すで視線を右う往おう左さ往おうさせ「え、でも、天あま樹ぎ教授はそんなこと一言も……」

　小さな声で呟つぶやく……と思ったらまたしてもいきなり顔を上げ、

「もう良いです！　その話は終わりです！」

「いや、勝手に終わられても。っていうか先に持ち出したのはそっちだし……」

「失礼します！」

　一方的にそう言い置いてアリスが鞄かばんを持ち上げる。思いがけなく優ゆう雅がな動作で台所の出口に向かう少女の背中を見つめ、ウィッテンは大きく息を吐く。

　……良かった……

　何だか分からないが今日きようのところは帰ってくれるらしい。とにかく明日あしたは朝一で健けん三ぞうとエリザのところに言って話をしてみよう。探せば官舎の空あき部べ屋やぐらい見つかるかも知れないし、少女も自分と同室よりは一人の方が──

　……って、待てよ……？

　今のは本当に断るところだったのか？　という思考が頭に浮かぶ。いきなりの展開に動転して追い出してしまったが、よく考えればこれはものすごいチャンスだったのではないか。同おない年どしぐらいの女の子と一つ屋根の下で、しかもけっこう美人で、

　……だから、ダメだってばそれは……！

　頭に浮かんだ想像を全力で追い出す。ともかく少女を見送ろうとウィッテンは玄関に向かって歩き出し、

「それじゃ、おやすみなさい！」

　思いがけない方向から声。

　え？　と振り返り、空あき部べ屋やのドアが動いているのに気付いて目を見開き、

「ちょ！　ちょっと何やってるの！」

「今夜はもう遅いですから、泊めてもらいます」ちゃっかり空き部屋に入り込んだ少女が扉とびらの隙すき間まからこっちを睨にらみ「明日あしたには出て行きますから、ご心配なく！」

「嘘うそだ！　絶対嘘だ！　居い座すわるつもりだよね。それ、全力で居座るつもりだよね──？」

　慌あわてて扉に駆かけ寄り、ノブに手を伸ばすウィッテン。

「何するんですか！　女の子の部屋に入るなんて失礼です！」

「そこは君の部屋じゃない！　いいからさっさと開けて！」

「また明日！」

　間かん一いつ髪ぱつ、内側から閉め切られる扉。

　鍵かぎの落ちる音が、深夜の宿舎にむなしく響ひびいた。




　……結局、ウィッテンは少女のために客用の布ふ団とんを出してあげた。

　それどころか、「美お味いしい物が食べたい」という少女のために、食事の準備までしてあげるハメになった。
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　落おち葉ば焚たきの煙が、窓の遠くにたなびいた。

　十一月も終わり。宿舎の庭に植えられた銀杏いちようの木もとうとう最後の一葉が落ち、フリードリッヒ・ガウス記念研究所に冬が訪れようとしていた。

『──さて、「祭典」の開かい催さいを九ヶ月後に控え、会場に選えらばれたここ、オーストラリア内陸地帯では早くも周辺のシティによる準備が始まっています』

　ソファーにだらしなく座って肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをつき、ウィッテンは立体映像ディスプレイの公営放送をぼんやりと眺める。カメラの向こうでは数台のロボットがここ百年ほどの間にすっかり緑化されたオーストラリア内陸部の大森林地帯を切り開き、建けん築ちく用よう地ちを確かく保ほしていく。

「次の『祭典』、オーストラリアに決まったんですか？」

　と、アリスの声。

「みたいだね」答えて手を伸ばし、少女の手からコーヒーカップを受け取って「ども」

「いえいえ」少女はふんわり笑い、ソファの隣となりに座って「それにしても……毎年毎年、みんなよく飽あきないですね」

「あれ？　アリスは嫌いなの？　『祭典』」

「そういう訳わけじゃ無いですけど……」少女は小さく首を傾かしげ「毎年、あんなにたくさん兵器を作って全部壊こわすのって、ちょっともったいないな、って」

　祭典というのは、一年に一度、世界中のシティが自分の国の威い信しんを賭かけて争う、ゲームとしての『ルールのある』戦争だ。

　遠えん隔かく操そう縦じゆうの無人兵器が決められたフィールド内で戦い、撃げき墜つい数すうと重要拠点の制圧得点を競きそう。

　と言っても、世界全部で二千を超えるシティが同時にそんな競きよう技ぎを行えば大変なことになってしまう。一回の祭典に参加出来るのは地球連合法に基づいてランダムに選えらばれた五一二のシティからそれぞれ一つずつ五一二の大隊だけ。つまり、それぞれのシティから見れば祭典は四年に一度、それもいつ来るか分からないイベント。出撃するのはもちろん各国のトップエースのみで、この大会の参加者に選ばれるのは軍人にとって最大の名誉と言われている。

　去年の祭典の舞ぶ台たいは南なん極きよく。最後まで勝ち残り優ゆう勝しようをさらったのは、シティ・ニューデリー代表、アニル・ジュレ中ちゆう尉い率いる『ヴィシュヌ大隊』。

　弱じやつ冠かん十五歳の、しかも中尉に率いられた大隊の優勝ということで今年ことしの夏は大変な盛り上がりだったが、同時に来年の参加を予定している部隊には大変なプレッシャーになっている──というのが、その辺の軍事関係に詳しい友達に教えてもらった情報だった。

「アルは好きなんですか？　こういうの」

　うーん、と小首を傾げてアリスが問う。少女はいつからか、ウィッテンのことを「アル」と呼ぶようになった。アルフレッドを縮ちぢめてアルらしいが、特に困ることも無いのでそのままにしている。

「え？　うん、まあ、かっこいいし」

　そう答えると、少女は「そうですか……」と難むずかしい顔をする。

　長い髪を珍しくリボンで束たばねたその横顔を見つめ、ウィッテンはふと首を傾げて、

「それで……そろそろ出て行く気になった？　アリス」

「む、まだそれを言いますか」たちまち、少女はまなじりを吊つり上げ「そういうことを言う人の晩ご飯は抜きにします。いいですね？」

「あ、ごめんなさいごめんなさい！」

　慌あわてて頭を下げると、アリスがくすくすと笑う。

　少女がやって来たあの日から一ヶ月半、こんなやりとりにもすっかり慣なれてしまった。

　ウィッテンが予想した通り、少女は結局、家に居い座すわった。当初は何とか追い出そうとしたウィッテンだったが、少女は当たり前のように空あき部べ屋やにベッドを置き、洋服棚を置き、宿舎の一角をすっかり自分専用の空間に改造してしまった。

　誰だれかに相そう談だんしようにも健けん三ぞうは面おも白しろがってアリスをけしかけるだけだし、エリザに至っては厄やつ介かい払ばらい出来たとばかりに完全に我われ関せず。

　当初は途方に暮れたウィッテンだったが、そのうち、ある重大な事実を知ることとなった。

　きっかけは、レトルト食品の買い置きをうっかり切らしてしまったことだった。仕方無いから買い物に行こうとするウィッテンを「待って」と制し、アリスはレトルト食品の代わりに、メモに書き付けた食材を揃そろえてくるように命じた。

　半信半疑で食材を手に戻ったウィッテンの前で、アリスは素す早ばやくエプロンを身につけた。巧たくみな包丁さばきで野菜と肉を切り刻み、少女は見事なカレーを作り上げた。

　勧すすめられるままに一口食べたウィッテンは、以降、少女の存在を黙もく認にんするようになった。

　餌え付づけされてしまった、とも言う。

『ウィッテン君、いるかね？』

　通信用のディスプレイが目の前に浮かび、健けん三ぞうが姿を現す。ソファに並んだウィッテンとアリスを眺めてうむうむとうなずき、

『仲良くやっているようだな。感心感心』

「変なこと言わないでください」ウィッテンは苦笑し「それで、今日きようはどうしたんですか？　日にち曜よう日びなのに」

『おお、そうだそうだ』健三は手を叩たたき『例のあれだが、さっそく試作品が完成した』

「え？　もうですか──？」思わずソファから腰を浮かし「すごいですね！　それで効果は！」

『目もく論ろ見み通り、と言ったところだな』健三がうなずき『〇・〇三ミリ角のごく小さな欠片かけらだが、周囲の空間でエントロピーの減少が確かく認にんされた』

　健三が言っているのは二週間ほど前からウィッテン達が考えていた、新しい実じつ験けんのことだ。ウィッテンが構こう築ちくしつつある理り論ろんに基づいて、「現実世界に変化を及ぼすような情報」を持った図形を金属の表面に刻印し、周囲の物理量の変化を測定する。材質に金属を用いているのは原子一個単位の精度が欲しいからだが、将来的にはありとあらゆる材質で、それも〇・〇三ミリ角どころか建造物サイズの図形の作成を計画している。

『という訳わけでこいつの名前を考えたいのだが、何か案は無いかね』

「名前、ですか？」ウィッテンは何となしに口元に手を当てて「そうですね……図形ですから、紋章とか、何かそんな感じの……」

「──論理回路」

　唐とう突とつなアリスの声。

　え？　と視し線せんを向ける二人ふたりの科学者を前に少女は胸を張り、

「どうです？　論理回路。かっこいいでしょ？」

『よろしい、採用』健三がうなずき『ウィッテン君、何か異論は？』

　ありません、と即座に答えた。

　その新しい技術の名は、論理回路と決まった。
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　窓の外に見下ろす宿舎の庭に、真っ白な雪が降り積つもった。

　コートの上から毛布を羽は織おったアリスが、ソファーの上でぶるぶると肩を震ふるわせた。

「さ、寒いですね！」

「え？　そうかな」

　壁かべに掛けられた温度計を確たしかめ、ウィッテンは首を傾かしげる。十五度。完全に閉へい鎖さされたシティの暖かさに比べれば見劣りするのは確かだが、いちおう空くう調ちようは出来ているから家の外に出なければどうってことは無い。

「このぐらいなら平気だと思うけど……」

「そんなこと無いです！」

　真まっ赤かな顔で力説するアリスに、そういえばニューデリーは赤道直下だったけ、と気付く。それぞれのシティの内部温度は現地の気候に準じているから、確かにこんな寒さは体たい験けんしたことが無いかも知れない。

「あれ。そういえばアリスって、暖かいところで暮らしてた割には肌真っ白だよね」

「私はもともと北ほく欧おう系けいなんです！」とアリスは震えながら答え「パパとママが死んだ後でニューデリーの親しん戚せきに引き取られましたけど、その後もずっと病院にいたからお日様とか浴びなかっただけです！」

「え？」その話は初めて聞く。「病院って？　どこか悪いの？　体」

「もう、何言ってるんですか？」と、アリスは毛布で丸くなったまま自分の頭を指さし「これです、これ」

　少女の前ぜん頭とう葉ように存在する器官、Ｉ－ブレイン。

「あ……」そっか、とウィッテンはうなずき「脳の病気、って診断されてたんだっけ」

「そうです」

　こくこくとうなずくアリス。

　毛布にくるまったまま立ち上がり、ウィッテンの隣となりに寄ってきて、

「正体不明の病気だから色いろ々いろ検査を受けて。学校は病院の中で通ってましたけど、友達は病気の子ばっかりで。こっちに来たのも、エリザが『病院を変わる』ってことにしてくれてるはずです」

「そっか……」

　何だかしみじみと呟つぶやく。

　壁の時計とけいに視し線せんを向け、「あ！」と思わず声を上げ、

「いけない！　急がないと！」壁に掛けたコートを羽織り、マフラーを適当に結んで「じゃ、戸と締じまりよろしく！」

　と、アリスが「え？」と何な故ぜか驚おどろいた顔で、

「ど、どこに行くんですか？　一人ひとりで！」

「どこって、寄宿舎のクリスマス会だよ。昨日きのう話したでしょ？」

「え？　そうでしたっけ……」

　アリスが困った顔でうつむく。そういえば説明した時はちょうど公営放送のドラマを観みている最中だったから、そっちに夢中で聞いていなかったのかも知れない。

「そうなの」ウィッテンは大おお慌あわてで話を打ち切り「ってことで、行ってきます！」

　最近は遊びの誘いにもろくに付き合っていないから、こういうイベントぐらいは参加しておかないと友達付き合いが本当に絶えてしまう。

　玄関に降りて靴を履はき、ドアノブに手を掛け、

「うわっ──！」

　いきなり、後ろからマフラーの端っこを引っ張られる。

　振り返ると、アリスは毛布にくるまったまま仁に王おう立だちで、

「わたしも行きます！」

「え？」ウィッテンは目を丸くし「だ、ダメだよ！」

「どうしてダメですか！」

「ダメに決まってるじゃない！　寄宿舎のみんなはアリスのこと知らないんだよ。どうやって説明するの？」

「遠とお縁えんの親しん戚せきって事にしてください」

「僕の親族はもう残ってない、ってみんな知ってるよ」

「じゃあ、近所の子ってことで」

「そんなすぐバレる嘘うそついてどうするの！　とにかく急いでるから、もう行くよ！」

「アルのバカ！」とうとうアリスのかんしゃくが炸さく裂れつし「けちんぼ！　意地悪！　どうして連れて行ってくれないんですか！　もう、帰ってきても家に入れてあげないです！」

「分かった、分かりました！」とうとう根負けしてウィッテンは両手を上げ「じゃあ、おみやげ持って帰ってくるから」

「おみやげ……？」

　途と端たんに、マフラーを引っ張る手が止まる。

「うん、そう。おみやげ」ウィッテンはげほげほと咳せき込み「何が良い？　クリスマスっぽい物用意してくるけど」

「ケーキ！」

　即答するアリス。

　てっきりクリスマスプレゼントを要求されると思っていたウィッテンはちょっと驚き、

「そんなので良いの？　もっと、何かばーん、って物でも」

「ううん、ケーキ」アリスはうれしそうに「甘いケーキにロウソク立てて、二人ふたりで一いつ緒しよに食べるんです」

「そうなの？　……うん、それで良いなら」

　何だか不ふ思し議ぎな気持ちでうなずく。

「じゃあ、約束しましたよ」アリスは解ほどけたマフラーを拾ってこっちの首に巻き「ほら、急がないと遅れます」

「う、うん」

　少女に背中を押されるまま、玄関から外に出る。

　世界は一面の雪ゆき景色げしき。

　振り返り、家の中を覗のぞき込んで、

「それじゃ……行ってきます」

「いってらっしゃーい！」

　にこにこと手を振るアリス。

　それに背を向けて、ウィッテンは駆かけ出した。

　何だか、ものすごく後ろめたい気持ちがした。
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　やはり春は花見だな、と健けん三ぞうがワイングラスを傾けた。

　同意しよう、とエリザがうなずき、水割りの焼しよう酎ちゆうをあおった。

　カレンダーの年号は西せい暦れき二一七八年に切り替わり、三月も終わりに近付いた。研究所の広大な森の一角に植えられた桜並木には薄うす紅べに色いろの花が咲き誇り、時折舞まい落おちて一片、一片と風に揺れた。

　今日きようは天あま樹ぎ研究室とザイン研究室合同の、年に一度の花見の日。

　芝生しばふの上に座り込んだ両研究室の学生と研究員達は互いにコップ酒を酌くみ交わし、倉庫の奥から持ち出した金かな網あみに昔ながらの木炭燃ねん料りようで肉を焼いている。

「にしても不合理だ。何な故ぜこの時代に、わざわざ屋外で炭で料理を行う必要がある」

「祭りの華はなだ。野や暮ぼなことを言うな」

　気け怠だるそうに呟つぶやくエリザに答えて、健三が豪ごう快かいに笑う。そんな二人の後ろで、ウィッテンは一人ひとり、コップのオレンジジュースを傾ける。

　学生の一人もいない特例の准じゆん教授は、部下を仕切る必要の無い気楽な身。

　焼けたよー、とお兄にいさんが差し出してくれる肉を皿に受け、こっそり抱えて研究棟に戻ろうとする。

「どこに行くのかねウィッテン君」

「いえ、ちょっとアリスに持っていってあげようかな、って」

　少女は今いま頃ごろ、健けん三ぞうの研究室の奥で、この桜を見下ろしているはずだ。研究棟の中で一番桜がよく見える絶好の場所とはいえ、一人ひとりでピザを食べているだけでは寂さびしいだろう。

「そうだな。私も後から行こう」

　うなずく健三。

　と、男は桜並木の向こうに目を凝こらして「あれは……」と呟つぶやき、

「ちょうど良い。ウィッテン君も来たまえ」

「え？　でも僕、アリスに……」

　そう反はん論ろんするが、健三は立ち上がって一人でさっさと歩き出してしまう。仕方無いので皿とコップを芝生しばふの上に置き、後を追って駆かけ出す。

　行く先には、車くるま椅い子すを押して静かに歩く、いかめしい顔の軍服姿の女性。

　その前で立ち止まり、健三は右手を掲かかげて敬けい礼れいする。

「これは七なな瀬せ中ちゆう将じよう。ようこそ、フリードリッヒ・ガウス記念研究所へ！」

「天あま樹ぎ博士か。久しく」

　七瀬中将、と呼ばれた女性が敬礼を返し、視し線せんをふとこっちに向け、

「そちらは？　博士のご子息か」

「私の息子むすこと娘はまだ一歳になったばかりですよ」健三は笑い「ご紹介します。我わが研究所の数学科准じゆん教授、アルフレッド・ウィッテン博士です」

「そうか」七瀬中将がかすかにうなずき「噂うわさはかねがね。シティ・神こう戸べに立ち寄られる際は、是ぜ非ひ連絡頂いただきたい」

　はい、と慌あわててうなずき、視線を下げたところで、こっちを見つめる女の子に気付く。

　車椅子の上、十歳ぐらいの東洋人の女の子が、「こんにちは」と笑う。
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「こ、こんにちは」

　慌てて言葉を返すと、女の子が嬉うれしそうにうなずく。そんな様よう子すを見下ろして小さく笑い、健三は七瀬中将に顔を向け、

「今日きようは、どのようなご用件で？」

「なに、シティ・ミュンヘンに用があって来たのだが、娘が桜が見たいと言い出してな」

　そう言って、中将は車椅子の女の子を見下ろす。女の子がうんうんとうなずき、頭上に広がる満開の桜を見上げる。

「どこの国で見る桜も良い物だな」中将は呟つぶやき「天樹博士は、そろそろ神戸の桜を見に来る気はないか」

「もったい無いお言葉ですが、今はこちらの水が合っておりますので」

「そうか……」

　小さく笑って答える健けん三ぞうにうなずき、七なな瀬せ中ちゆう将じようは車くるま椅い子すを押す。「ではまたいずれ」と声を掛ける中将に頭を下げ、顔を上げた時にはもうその姿は桜並木のずっと遠く。

「今のは？」

「シティ・神こう戸べ自治軍、陸軍中将、七瀬静しず江え。未来の総司令だ」

「……娘さん、病気なんですか？」

「生まれつきのな」健三は珍しく沈んだ顔で「確たしか『雪ゆき』という名前だったか……。脳の運うん動どう野やに障害があって、両足が全く動かないそうだ」

「治ち療りようは？」

「残念ながら、な」健三は静かに首を振り「脳の障害と言っても具体的にどこが悪くて、どうすれば正常に戻るのか全く分からんらしい。足自体は何もおかしくないのだから、いくら治療してもどうにもならん。……この先、一生、車椅子無しで歩くことは無いそうだ」

「そうなんですか……」

　ウィッテンは息を吐いた。

　舞まい散ちる桜の下、去りゆく親子の背中を、ずっと見つめていた。
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　自転車に乗りたい、とアリスが言った。

　それも、自分で漕こぐのではなく、誰だれかに運転してもらって自分は後ろに座りたいのだとまた無む茶ちやなことを言い出した。

「え、でも、二人ふたり乗のりなんてやったこと無いから危ないよ」

「大丈夫です！　……たぶん」

　問もん題だいはどこで乗るかということで、健けん三ぞうとエリザに相そう談だんした。「出来るだけ人目に付かないように」と常々に言っている二人がどう反応するか心配だったが、意外にも返ってきた答えは友好的な物だった。

「ウィッテン君の宿舎から、研究棟までのルートが良いだろう」

「そうだな。夜間ならば人目にも付かない」

　六月三十日の夜遅く、作戦を決行した。宿舎を抜け出して骨こつ董とう品ひんの自転車を引っ張り出し、森を抜ける林道の前で準備を整えた。

　遊びに行く時用のパーカーを羽は織おったウィッテンは運転席。

　いつものお嬢じよう様然としたワンピースにケープを羽織ったアリスは、荷台に横向きに腰掛けた。

「じゃあ、行くね」

「はい！」

　ゆっくりとペダルに力を込めると、自転車はよたよたと頼りなく進み出した。アリスが「わわ！」と慌あわてた声を上げ、こっちの背中にしがみ付いた。

　大丈夫、と声を掛け、勢いよくペダルを踏み込んだ。

　スピードが、ぐんっ、と上がり、自転車がまっすぐに安定した。

「ほら、大丈夫」

「ほんとですね……」

　嬉うれしそうなアリスの声を背中に、一つ、また一つとペダルを漕いだ。行く手に広がる暗い森。街灯に照らされたレンガ色の道を、無む我が夢む中ちゆうで進んだ。連なる銀杏いちようの並木は大きな枝葉を重ねて自転車の進む道を塞ふさぐようで、それが左右に流れていく様さまはまるで黒い海をかき分けるみたいだった。

「アリス！」ペダルを漕ぎながら、背中の少女に声を掛けた。「楽しい──？」

「楽しいですーっ！」少女がはしゃいだ声を上げ「風が、すごく気持ちいい！」

「ほんとだね──！」耳元で唸うなる風に負けないように大声を張り上げ「もっと飛ばすよ！」

　さらに足に力を込め、自転車のスピードを上げた。緩ゆるやかにうねる道に自転車のタイヤが跳はね、ふわりとした浮遊感が体を包んだ。

「飛んでるみたいです──！」アリスが笑い「もっと、もっと高く飛びます！」

　自転車のタイヤがふわりと宙に浮き、緩ゆるやかな放ほう物ぶつ線せんを描いて着地する。

　何度も、何度も、まるで空を駆かけるみたいに、自転車が闇やみの中を飛ひ翔しようする。

「すごいね！」

　アリスが力を使っているのだと気付き、歓かん声せいを上げる。

「はい、魔ま法ほうみたいですね！」

　少女の細い腕が、体を強く抱きしめる。

　自転車は曲がりくねった小道を抜け、緩やかな下り坂にさしかかる。背中に少女の体温を感じ、突然、あることを思いつく。

「アリス、決めたよ──！」

「決めたって、何をですか──？」

「君の名前──！」

　そう叫んで、肩越しに振り返る。

　少女は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、

「名前って？」

「だから、君みたいに不思議な力を使える人達の名前だよ！」ウィッテンは少しだけ自転車の速度を落とし「ちゃんと原理があって存在が証明出来る力なんだから、名前ぐらい付いてても良いと思わない？」

「え、でも……」アリスは戸と惑まどった様よう子すで「こんな変な力持ってるの世界で私一人ひとりだけなんですから、名前なんか別に無くても……」

「だから、これからだよ！」ウィッテンは胸に回された少女の手に自分の手を添え「天あま樹ぎ教授が言ってた。アリスの力は人じん類るいの新しい進化なんじゃないかって。世界にはこれから、アリスみたいな子がどんどん生まれてくるんじゃないかって」

「そう……なんですか？」アリスは戸惑ったように目を瞬しばたかせ、すぐに小さく笑って「分かりました。それで、どんな名前なんですか？」

「うん、『魔ま導どう師し』！」

　自信満々に答える。

　が、アリスはものすごく不満そうに頬ほおを膨ふくらませ、

「……何ですか？　その普通の名前」

「え……普通かな」

「普通過ぎます。誰だれでも思い付きそうで、全然面おも白しろくないです」

　容よう赦しやの無いダメ出しにウィッテンは「うーん」と悩み、

「えっと、じゃあ魔法使い」

「もっと普通にしてどうするんですか」

「じゃあ呪じゆ術じゆつ師し」

「アルがこの前やってたゲームの職しよく業ぎようですね？　それ」

「……錬れん金きん術じゆつ師し」

「やっぱりゲーム。それに私、金なんか作れません」

「妖よう術じゆつ師し！」

「どうして妖あやしくするんですか！　一番ダメです！」

「うーん……」

　とうとうアイディアに詰まる。

　ウィッテンは暗い夜空を見上げ、苦くるし紛まぎれに、

「よし、それじゃあ『魔ま法ほう士し』！」

　え？　とちょっと不ふ思し議ぎそうな顔をするアリス。

「どう？　魔法士！」ウィッテンはここぞとばかりにたたみかけ「良いと思わない？　何か在ありそうで無い言葉だし、かっこいいし！」

「そう……ですね」アリスは何度かうなずき「分かりました。アルも他ほかにアイディアが無いみたいだし、それで良いことにしてあげます」

「え……いや、気に入らなかったら他の考えるけど……」

「いいです！　もう決めました！」と、アリスは何な故ぜか声を張り上げ「魔法士……うん、魔法士！　私、今日きようから魔法士です！」

「そ、そっか……良し！　決まり！」

「はい！　決まりです！」

　わーい、と歓かん声せいを上げる少女を背に、ペダルを踏みしめる。

　──西せい暦れき二一七八年六月の、最後の夜。

　二人ふたり分の歓声が、森の中を駆かけ抜けていく。
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　八月も半ばを過ぎると、暑さも幾らか和やわらいできた。

　ウィッテンは健康のために窓を全開にした部へ屋やにぺたっと座って、立体映像ディスプレイの公営放送を眺めた。

『──いよいよ始まりました。地球連合主しゆ催さい、第九五回「祭典」！　メイン応援会場となりましたここシティ・メルボルン中央スタジアムでは、全世界から抽ちゆう選せんを勝ち抜いた二十万人の観かん客きやくが、開会の時を今や遅しと待ちわびています──！』

　アナウンサーの声に続いて映像が切り替わり、オーストラリア大陸の全景が映し出される。ＣＧ合成の大陸が一気に拡大し、広大な森林の中継へと変化する。

『今回の「祭典」には地球連合法に基づいて選別された五一二のシティから五一二の大隊が参加。ここ、オーストラリア大陸内陸部の大森林地帯を舞ぶ台たいに、世界一の座を争い──』

　何の前置きも無く、いきなり消失する立体映像ディスプレイ。

　ウィッテンは眉み間けんにしわを寄せ、背後の少女を振り返って、

「もー。アリス、何するの？」

　少女は無言でウィッテンの隣となりに座り、手にしたグラスをテーブルに置く。なみなみと注がれた牛乳に口を付け、勢いよく飲み干して、

「──海に行きたいです」

「はい？」

　思わぬ発言に戸と惑まどうウィッテン。

「海に行きたいです！」アリスは同じ言葉を二度繰くり返して「せっかくのお休みの日に一日公営放送を見て過ごすなんて、もったい無いと思いません？　遊びに行くべきです！　海に！」

「やだよ、暑いしめんどくさいし」

　あっさりと否定し、再びディスプレイを表示するウィッテン。

　アリスが素す早ばやくテーブルの操そう作さ盤ばんに手を伸ばし、そのディスプレイを消去する。

「だめです！」

「いや、だめって言われても」

　諦あきらめずにディスプレイを表示し、またしても消去ボタンが叩たたかれる。それでもめげずにディスプレイを呼び出し、すぐさまそれが消滅する。点ついたり消えたり、点いたり消えたり。ちかちかと明めい滅めつするディスプレイの隅すみに、ほんの一いつ瞬しゆん、何か気になるニュース速報が表示される。

『──ハービス博士、ニューデリー郊外で謎なぞの死』

　そんなテロップが視界に止まり、すぐにまたディスプレイが消去される。

「ま、待って！　今の名前、何か見覚えある気が！」

「誤ご魔ま化かさないでください！」

「誤魔化してないってば！」ウィッテンは悲鳴を上げ「だいたい、どうして海なの。ちょっと前までは毎日山山言ってて、仕方無いから先週ハイキングに行ったばっかりじゃない」

　あの時は健けん三ぞうに軍用の偏へん光こう迷めい彩さいを借りて、しかもそれが途中で故障して酷ひどい目にあった。

「山は山、海は海です」アリスは腰に手を当て「そもそも、どうして私は外に出てはいけないんですか？　この頭が病気じゃないならもうどこに行っても平気だし、誰だれに見られても困ることなんか無いはずなのに」

「それは……」

　答えようとして言葉に詰まる。考えてみれば、健三とエリザから再三「アリスを人目に触れさせるな」と言われているだけで、その理由までは知らない。

　と、アリスは「ほら」と勝ち誇り、

「そうだ。私、シティの街を歩きたいです。ニューデリーにいた時も外出許可が下りなくて一人ひとりで街を歩いたこと無かったし。だから、ね？」

「だめ！　それもっとだめ！　天あま樹ぎ教授とザイン教授がだめって言うんだから、きっと何か大変な理由があるんだよ。そうだ。今度訊きいてみようよそれ！」

「だったら、せめて海！」アリスは仁に王おう立だちにこっちを見下ろし「夏だし、二人ふたりだし、こんな良い天気なんだし。だから海！　うみ！　うーみー──！」

「だから行かないってば！」

　ウィッテンはテーブルをばんばん叩たたき、

「今日きようは家で静かに『祭典』の開会式見るの！　行かないったら行かない。絶対に行かないからね──！」




　──寄せては返す波の音が、照り付ける太陽の下に響ひびいた。

　青い空のずっと遠くで、カモメの群れが高く鳴いた。

「海ーっ！」

　麦わら帽子にパーカーを羽は織おったアリスが、ビーチパラソルの下でばんざーいと両手を上げる。それを横目にデッキチェアに寝そべり、ウィッテンはどうしてこんなことになったんだろうと一人考える。

『海か。なるほど、悪くない』

『おお、そうか。なら、私のツテでプライベートビーチを手配しておこう。ちょうど、「祭典」の開会式で客も少ないことだしな』

　てっきり反対してくれると思っていたのに、エリザも健けん三ぞうもあっさりとアリスの計画に賛さん成せいしてしまった。健三に至っては人目に付かないように専用のビーチを手配した上に、行き帰りのために自分のフライヤーまで貸してくれた。

　全くもって、予想外。

　白い砂浜と青い海を、憂ゆう鬱うつな気分で眺める。

「泳がないんですか？」

「しばらくお日様で暖まってから」アリスの顔も見ずに手を振り「先に泳いでて。後で追いかけるから」

「そうですか……」

　じゃあ行ってきますね、とアリスの声がして、砂を踏みしめる音が駆かけていく。寝そべったまま首だけ起こして、小さくなっていく背中を見つめる。

　初めて出会ってから、十ヶ月と少し。

　ウィッテン達の研究は、順じゆん調ちような進展を見せていた。

　解析を進める仮定で分かったことは、アリスのＩ－ブレインは何か特定の機き能のうを持っている訳わけでは無い、ということだった。本来ならアリスのＩ－ブレインはプランク定数でも光速度でも、それこそありとあらゆる物理定数、法則を書き換えることが出来る。少女の能力が万有引力定数を書き換えるという形で発現しているのは、ただ、「物の重さを変える」という作用が生物の本能として一番分かりやすいからに過ぎない。

　今のアリスのＩ－ブレインは、プログラムのインストールされていないコンピュータと同じ。

　一番基き礎その、コンピュータを動かす大元になるオペレーティングシステムさえ書き込むことが出来れば、少女の能力は飛ひ躍やく的てきに、圧倒的なレベルにまで向上するはずだった。

　ウィッテンはここ三ヶ月ほど、そのプログラムを生み出す作業に没ぼつ頭とうしてきた。様さま々ざまな角度からのアプローチは幾つかの副産物──もっと能力を限定した、特定の物理定数に対してのみ作用するようなプログラムを生み出した。

　これらのプログラムは専用の構造を持つＩ－ブレインと組み合わせればそれこそ生身の人間を弾丸より早く走らせることすら出来る代しろ物もので、既存の兵器を軽く凌りよう駕がする、新世代の主力と成りうる可能性を秘めていた。

　だが、それらはあくまでも、一つの目的だけに特化された専せん用よう機き。

　もっと汎はん用よう的てきな、アリスのまっさらなＩ－ブレインに合がつ致ちする基礎的なシステムを生み出すことが、ウィッテンにはどうしても出来ずにいた。

「──アル、危ない！」

「え？」

　いきなり投げられるアリスの声。とっさにデッキチェアから顔を浮かし、ウィッテンは「うわ！」と悲鳴を上げる。

　顔めがけて飛んでくる、スイカ模も様ようのビーチボール。

「びっくりしましたか？」あはは、と笑って駆かけ寄る少女。

「びっくりしたに決まってるよ！」勢いよくデッキチェアから起き上がり、ウィッテンはビーチボールを掴つかみ「危ないじゃない！　何考えて……」

　そこで言葉が途と切ぎれ、ウィッテンは中途半端にボールを掲かかげた姿勢のまま硬直する。

　パーカーを脱いだ、水着姿のアリス。

　白いビキニタイプの布地で申もうし訳わけ程度に隠された少女の体から、目が離はなせなくなる。
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「どうかしましたか？」

「な、なななな、何でもないよ！」

　大おお慌あわてで首を振り、後ろを向く。

　と、アリスは小走りに駆け寄って、止よせばいいのにこっちの正面に回り込み、

「アル、何か変ですよ？」

「へ、変じゃない！　全然変じゃないって！」

　心しん臓ぞうがばくばくと悲鳴を上げる。太陽の下で見るアリスの肌は本当に真っ白で、細い足も首もお腹なかも何もかもが繊せん細さいで、つまり、本当に勘かん弁べんしてもらいたい。

　困り果てて下を向き、深呼吸して必死に気持ちを落ち着ける。

　と。

「アル」

　いきなり目の前から声。

　……ま、待って待って待って……！

　少女に下から顔を覗のぞき込まれ、ウィッテンは今度こそ動けなくなる。

「アルってば」

「は、はい！」

「私、来週で十四歳になります」

「そ、そそそ、そうだよね」

　もちろんその日は、健けん三ぞうとエリザと一いつ緒しよにお祝いの準備をしている。

「はい！　だからアルと同おない年どしです」アリスはにこにこ笑ったかと思ったらすぐに息を吐き「でも、一ヶ月もしたらまたアルの方がお兄にいさんになってしまうので、つまらないです」

　しばしの沈ちん黙もく。

　少女はそのまま砂の上にぺたっと腰を下ろし、三角座りになって、

「……怒ってますか？」

「え？」何を言われたのか分からず「怒るって、何を？」

「無理やり海に連れてきたことです」アリスはいつになくしょげた顔で「ううん、今日きようだけじゃなくて、いつも。私がアルにつきまとうからアルは前までの友達と会えなくなって、それで怒ってるんじゃないかな、って」

　少女の言葉に息を呑のむ。

　確たしかにここ数ヶ月、平日は研究、休みの日は少女と過ごす時間に取られて、寄宿舎時代の友達とはすっかり疎そ遠えんになってしまっている。

　だけど、それは──

「嫌いやじゃないよ」

　はっきり、そう告げる。

　アリスが、え？　と顔を上げ、

「でも……アルは……」

「嫌じゃないってば」もう一度そう言って少女と同じように砂の上に座り「嫌だったら自分の家にずっと置いたりしない。僕は、アリスとずっと一いつ緒しよがいいんだよ」

　たぶん、それが本当。

　嘘うそ偽いつわりの無い、自分の気持ち。

「だから、一緒に泳ごう」

　そう言って立ち上がり、少女に手を差し伸べる。

「はい！」アリスはうなずいてその手を取り「それじゃあ競きよう争そうです！　あの島までどっちが早くたどり着けるか。私、負けないですよ？」

「よしっ、受けた！」

　海岸から少し離はなれた場所に浮かぶ島を指さす少女に、ウィッテンはうなずく。

　さんさんと照り付ける太陽。

　寄せては返す、潮しお騒さいの音。

　空のずっと遠くを行く、カモメの鳴き声。

　ウィッテンはアリスの手を引いて浜辺を駆かけ出し、

　──そして、気付いた。




　初めは、目の錯さつ覚かくかと思った。

　視界のずっと遠く、弧こを描いて広がる砂浜の先で、打ち寄せる波がかすかに揺らいだ。

　……何……？

　立ち止まって目を凝こらし、違和感の正体を確かく認にんする。自分とアリス以外には誰だれもいないビーチ。打ち寄せる波は砂浜を洗い、その度たびに一いつ瞬しゆんだけ、わずかな光を撒まき散らす。

　あれと同じ光を、先週の山で見た。

　水に濡ぬれた軍用の偏へん光こう迷めい彩さいが撒まき散らす、偽ぎ装そう映像のわずかなノイズ──

「アリス！」

「え？」

　とっさに少女の名を呼び、細い手を強引に引く。

「な、何ですか？」

「いいから走って！」

　戸と惑まどう少女を連れて海とは反対側、護ご岸がん壁へきの上に止められたフライヤーに向かって走る。

「──気付かれたぞ！」

「波による偏光迷彩の散乱だ！　どこの部隊の所属だ、馬ば鹿か者もの！」

　誰だれの物とも分からない怒ど声せいが、砂浜の向こうから幾つも響ひびく。立て続けに三発の銃じゆう声せいが響き、アリスが悲鳴を上げる。

「誰が発砲を許可した！　ターゲットに当たったらどうする！」

「し、しかしこのままでは！」

　そんな謎なぞの叫びを背中に護岸壁の階段を駆かけ上がり、アリスをフライヤーに押し込む。続けて自分も操そう縦じゆう席せきに飛び乗り、起動スイッチを叩たたく。

　電気モーターの唸うなりを上げて浮上するフライヤー。

　滑すべるように走り出した車体が瞬またたく間に速度を増し、海かい岸がん線せんが遥はるか彼方かなたに遠ざかっていく。

「い、今のって！」

「分かんないけど、たぶんどこかの自治軍だ！」

　ハンドルを左右に操あやつりながら答える。

　アリスは、え？　と目を見開き、

「そんな……軍がどうして」

「だから、分かんないよそんな……」

　そんなこと、と言いかけて目を見開く。頭の中でいきなり記き憶おくの線が繋つながる。

　今け朝さのニュースで見た、殺人事件の速報テロップ。

　……思い出した……

　被害者は、シティ・ニューデリーのハービス博士。

　アリスをフリードリッヒ・ガウス記念研究所に送った、その人だった。




　　　　††††††††††††††




　壁かべに掛けられた時計とけいの針が、午後十時を示した。

　知らせを聞いてウィッテンの宿舎に駆け付けた健けん三ぞうとエリザは、沈痛な面おも持もちで互いの顔を見合わせた。

「すまん、私のミスだ。連中が他ほかのシティの管理区域内で、こうも思い切った行動に出てくるとは思わなかった」

「謝しや罪ざいには及ばん。それは私も同じだ、天あま樹ぎ」

「えっと……どういう、ことですか？」

　全すべてを理解したような二人ふたりの会話にウィッテンは割って入る。さっぱり訳わけが分からない。何な故ぜ、自分達が軍の兵士に襲おそわれなければならないのか。

「うむ……」健けん三ぞうは難むずかしい顔で息を吐き「こうなってみると、ウィッテン君には全てを話しておくべきだったかも知れんな」

「だから、いったい何の……」

「アリスがニューデリーで暮らしていたという病院だがね」と、口を挟むエリザ「病院というのは表向き。実は軍の研究施設だ」

「え？」目を丸くするアリス「エリザ、それ、本当ですか？」

「本当だ。残念ながら、な」と、健三が後を引き継ぎ「ニューデリー自治政府はアリス君が幼い頃ころからその能力に目を付け、何とか正体を探ろうと研究を重ねていた。……まあ、彼らが十年掛かっても発見出来なかった真実に、我われ々われは一週間でたどり着いてしまった訳だが」

「ハービス博士は、君の研究担当官だった」と、今度はエリザ「ニューデリー自治政府は一いつ向こうに進まない研究に業ごうを煮やし、君を生きたまま解体して標本にすることを計画していた。それを察知したハービス博士は一計を案じ、君をこのフリードリッヒ・ガウス記念研究所に送った、という訳だ」

「そ、そんな……」

「嘘うそだ！」震ふるえるアリスの体を抱きしめ、ウィッテンは健三とエリザを睨にらみ「そんな非人道的なこと、許される訳が無いじゃないですか！　だいたい、どうしてそこまでしなきゃいけないんです！　確たしかにアリスの能力は貴重だし僕らはすごい研究成果を得ましたけど、でも、二十世紀みたいにみんなが殺し合いしてた時代ならともかく、今のこの平和な世界で──！」

「『祭典』で勝利を収めるためだ」

　エリザは静かに答える。

　二人の少年と少女を見つめ、気け怠だるそうに息を吐き、

「正せい確かくに言えば、『祭典』でより上位の結果を残すことで、以降四年間の希少資源の分配権を独占するため、だが」

「……え……？」ウィッテンは息を呑のみ「な、何言ってるんですか……『祭典』は平和的なゲームで、賭かけるのはそれぞれのシティの威い信しんだけで」

「威信のために国力の全てを傾ける愚おろか者は、どこにもおらんよ」答える健三の声「太陽光発はつ電でん網もうの完成とシティの建設は確かに世界の様さま々ざまな問もん題だいを解決したが、余よ剰じようの資源はいつだって必要になる。世界各地で今も採掘されるレアメタルに、残り少ない月のヘリウム３。それらが本当に、全すべてのシティに完全に公平に分配されていると思うかね？」

「でも、だからってそのためにアリスを殺そうなんて！」

　ウィッテンは力任せにテーブルを叩たたく。

　溢あふれてしまった涙を手のひらで拭ぬぐい、必死に息を吸い込んで、

「みんなが戦ったり殺し合ったりしないように、『祭典』のルールを作ったんじゃないんですか？　そのために殺し合ってたら、何の意味も無いじゃないですか！」

「正せい論ろんだ、アルフレッド・ウィッテン」

　エリザは、うなずいた。

　怒るで無く、嘆なげくでも無く、教科書に記された事実を読み上げる教師のような顔で、

「その正論が通るほどに世界が優やさしく、思し慮りよに溢れていればと私も心から思う」

「そんな……」

「ともあれ、事態は深刻だ」もはや何も言えなくなってしまったウィッテンを横目に、口を開く健けん三ぞう「ここは三つのシティの管理区域だから、他ほかのシティの連中もおいそれとは手出し出来ん。が、それにも限度が在ある。何とか、アリスを安全に隠せる場所を見つけなければ」

「言っておくが、難なん題だいだぞ、天あま樹ぎ」エリザが静かに応じ「ニューデリーがあまり派は手でに動けば、他のシティもアリスの存在に気付く。この研究所の出資者であるミュンヘンやケンブリッジ、京きよう都ととて、真相を知ればいつ敵に回らないとも限らん」

「分かっている。だが……」

　言いかけて、健三はふと視し線せんを受けに向ける。つけっぱなしになった立体映像の公営放送。ニュースキャスターの声に従って、画面にテロップが大写しになる。




　──大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せい計画、難航。




「……これだ」

　そう呟つぶやく健三を、全員が見た。

　時に西せい暦れき二一七八年八月十六日。大気制御衛星打ち上げの、十四ヶ月前のことだった。
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　……長い、長い日記の最後の一文が、ディスプレイに映し出された。

　大たい気き制せい御ぎよ衛えい星せいの内部、無数のコンピュータに囲まれた部へ屋や。五人の魔ま法ほう士しは無言で顔を見合わせ、互いの動向をうかがった。

「……えっと」静せい寂じやくに耐えかねて、錬れんはとうとう口を開く。「つまり、どういうこと？　最初の魔法士は『アリス』っていうＩ－ブレインをもって生まれて来た普通の人間で、それを解析して出来たのが情報制御理り論ろん……ってこと？」

「その……ようだな」魂たましいの抜けたような顔でサクラがうなずき「天あま樹ぎ健けん三ぞう、エリザベート・ザイン、そしてアルフレッド・ウィッテン。三人の科学者はたまたまアリスを引き取ることになって、そこから魔法士を生み出した。日記の最後の日付が西せい暦れき二一七八年で情報制御理論の発表が二一八〇年だから、確たしかにつじつまは合う」

「せやけど……この日記、えらい半端なとこで終わっとるで」と、さらに隣となりのイル。「この部屋にある日記はこれで全部なんやろ？　いよいよこっから大気制御衛星が打ち上げられて魔法士誕たん生じよう、いうところやのに、その辺の肝かん心じんな話はどこに……」

　言いかけた少年が部屋の奥を振り返る。他ほかの四人も同様に、同じ方向を見る。

　その場に集つどう全員の視し線せんが向かう先──

　別な部屋へと通じる扉とびらの鍵かぎが、音を立てて外れる。

「行くか？」

「行くしか無いだろう」

　うなずき合うイルとサクラに、他の三人も同意を示す。

　五人は扉の前に集まり、誰だれからともなく息を吐く。

「ほな、開けるで」

　イルの言葉に他の全員がうなずく。イルはうなずき返し、取っ手に右手を掛ける。

　ゆっくりと開いていく、扉の向こう──

「これって……」

「さっきのお部屋と同じ、ですか？」

　壁かべ一面に並ぶ棚に詰め込まれた無数のコンピュータに、錬はフィアと並んで首を傾かしげる。

「……いーや」が、先頭を行くイルは足あし下もとを見下ろし「どーも、違うみたいやで」

　え？　と首を傾げる二人ふたりに、少年は「ほれ」と自分の目の前を示す。その背中から顔を突き出して部屋の中央を覗のぞき込み、錬は息を呑のむ。

　床ゆかの上、薄うす暗くらがりの中に横たわる、細長い円筒形の生命維い持じ槽そう。

　羊よう水すいに満たされたその内部には、一人ひとりの男が目を閉じて浮かんでる。

「い、生きてるの──？」

「残念やけど、アウトやな」と、イルは胸の前で十字を切り「たぶん死んだのはかなり前や。生命維持槽の効果で遺い体たいが保存されとったみたいやけど、それでもかなり痛んどる」

「そう……なの？」

　言われて錬れんは、生命維持槽の中をおそるおそる見つめる。なるほど、よく見れば確たしかに、眠っているだけかと見えた遺体は手足の末端の方から崩れて無くなっている。年ねん齢れいは二十代後半、金髪の白人男性。右胸の辺あたりが刃物で切り裂いたように開いていて、大きな銀ぎん色いろの機き械かいが埋め込まれている。

「機械式の人工心肺だね」と横から顔を突き出すディー「肺や心しん臓ぞうの病気が末期で、何かの理由でクローン臓器の移植が受けられない人が使う模も造ぞう品ひんの内臓だよ。たぶん、この人、重い病気だったんじゃないかな」

　なるほど、とうなずき、男の顔を見下ろす。どう見ても眠っている、としか思えない男の死しに顔がおを見ているうちに、ふと、不ふ思し議ぎな気持ちに襲おそわれる。

「どうかしたの？　錬君」

「あ、いや」ディーの声に振り返り「何て言うか……この人の顔、見たことがある気がして」

「え？」言われてディーも、男の顔をまじまじと見つめ「ほんとだ……でも、どこで……」

　イルとフィアは男の顔を見下ろし、四人はしばし無言でそれぞれに首を捻ひねり、

「──父とう様！」

　いきなり、後ろから声。

　四人がいっせいに振り返り、戸口で立ち尽くすサクラの姿を見る。

「え？　父様……って」

「おいおい待てや。ほんなら、こいつ……」

　思わず問う錬とイルの間をすり抜けて、サクラが生命維持槽に取り付く。

　冷たい床の上に膝ひざをつき、男の顔をガラス越しに覗のぞき込んで、

「父様……」

　呟つぶやく少女の瞳ひとみから、涙がこぼれる。

　──情報制せい御ぎよ理り論ろん創始者、アルフレッド・ウィッテン。

　頼りないほどにやせ細ったその亡なき骸がらが、羊水の中に揺らめいた。
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　テーブルの向かいに座るファンメイが、いきなりスプーンの動きを止めた。

　セラはパンをちぎる手を止めて、「どうかしましたか？」と尋たずねた。

　転送システムが隠された地下の町。あてがわれた部へ屋やの丸テーブルに座って、セラはファンメイとエドと三人で遅い夕食を取っていた。具の無いシチューと固いパンはそれでもここでは大したごちそうらしく、食事を運んでくれたお爺じいさんは「もったい無いから残すんじゃねえぞ」と何度も念を押して去っていった。

「あ、大丈夫大丈夫。大したことじゃないから」

　そう元気よく笑って、ファンメイがシチューを口に運ぶ。が、少女はまたすぐに手を止めてしまい、手のひらを胸に当てて大きく息を吐く。

　エドが心配そうに手を伸ばし、少女のパジャマを引っ張る。「大丈夫だってば」と笑った次の瞬しゆん間かん、ファンメイは崩れるようにテーブルに突っ伏す。

「ど、どうしたんですか──！」

　慌あわてて椅い子すから立ち上がり、セラはファンメイに駆かけ寄る。ファンメイはテーブルから起き上がろうとして失敗し、口元を両手で覆おおって激はげしく咳せき込む。

　エドが目を見開き、必死にファンメイの背中をさする。ファンメイは何度も何度も咳せきを繰くり返し、とうとう、体をくの字に曲げる。

　と、喉のどの奥から漏れる、ごぼり、という音。

　苦痛、と言うよりは驚きよう愕がくに、ファンメイが目を見開く。

　慌てふためいた少女は口元を強く押さえ、溢あふれた「何か」を必死に飲み下そうとする。セラはとっさに空からの皿を取り、少女の前に差し出す。

　と、白い皿の上に、真っ黒な滴しずくが落ちる。

　え？　と息を呑のむセラに、ファンメイは、見ないで、と呟つぶやく。

　ごぼりという嫌いやな音がもう一度喉から漏れ、少女はとうとう床ゆかに膝ひざをつく。両手で支え切れなくなった「何か」が口元から漏れだし、両腕を伝って床に大きな水たまりを作る。

　指の隙すき間まから、唇の端から、とめどなく溢れ出る『黒い水』。

　……セラは、悲鳴を上げた。

　少女の体が、崩れるように床に倒れ伏した。






　　　　なかがき







（注）今回も相変わらず注意書きに書くことが無いので近況報告などしますと、ダイエットのために朝の太たい極きよく拳けんを始めました。教本とＤＶＤを頼りに暇ひまを見て型をなぞっている（套とう路ろっていうんですか？）のですが、当然のように果てしなくぎこちない動きです。手足顔上半身下半身、全すべてが見事にバラバラ。おまけに初歩の型でも意外と左右に動くせいで、両手が部へ屋やの壁かべにつっかえまくりです。大丈夫なのかこれ。いつになったら殺人シュートを受け止めたり「ほりゃーっ！」とか叫びながら敵を投げ飛ばしたり出来るんだろう、いや違う、目的は10kg減量だ。メタボで怠たい惰だで不健康な自分に別れを告げて、ただ怠惰で不健康なだけだった遠い日の自分を取り戻すんだ。取り戻すな。




　珍しくわずか四ヶ月で続きが出来たというのに、うっかり間違えて「一年ぶりの新刊です！」とか書きそうになりました、三枝さえぐさです。

『ウィザーズ・ブレインⅦ　天の回廊』中巻のお届けとなります。

　今回はようやく揃そろったメインキャラが都つ合ごう三つのグループに別れ、敵味方入り乱れての大混戦です。おまけに後半では話が大きく変わって、実質的な新キャラが四人も登場します。カラーページにモノクロイラスト、加えておそらくシリーズ中最初で最後になるであろう（自主規制）シーンまで披ひ露ろうです。

　……本当に、イラストレーターの純すみさんには感かん謝しやの言葉も在ありません。

　作者は出来上がったイラストの前で小こ躍おどりしています。よろしければ、読者の皆さんも付き合ってください（ええー）。




　でもって本ほん編ぺんはといえば、とうとうやってしまった、怒ど濤とうのネタバレ第一幕です。ここまで伏せられてきた諸もろ々もろの真実が、少しずつ明かされて来ています。作者としては全て予定通りで実に楽しいのですが、同時に「いきなり訳わけの分からんことを言うな！」とか「そんなご都合な！」とか怒られるんじゃないかと、ちょびっとだけ不安も在ったり。

　どうかみなさんに楽しんで頂いただけますように。

　作者は心から祈っています。買ったばかりの輸ゆ入にゆう物ものボードゲームのマニュアルを日本語訳したり、カードゲームにシールを貼はったりしながら。ぺたぺた。




　と言ったところで、今日きようのところはこの辺で。

　次回はいよいよ「天の回廊」完かん結けつ編へん。シティ・シンガポールの地下に隠された巨大ロボット「音おん速そく男だん爵しやく」の覚かく醒せいの時です。嘘うそです。っていうかマッ○バロ○のＯＰは本当に素す晴ばらしいですね。時代を軽く二十年は先取りしてます。まさに早過ぎた傑けつ作さく。分からない人はウィキペディアで調しらべてみよう。




　まあそれはともかく、次は六月ぐらいにお会いできると嬉うれしいな、とか思ったり。




　十二月某日、自宅にて。「鬼帝の剣」を聞きながら。


三枝さえぐさ零れい一いち
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県原産。ブレイブルーの使用キャラはアラクネに決定。あと、非電源ゲームではドミニオンが一番の注目株。最近の生活はこの二つを中心に回っていると言っても過言ではない。回すな。原稿書け。
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純すみ 珪けい一いち

くろ…うま…絵師。今回のテーマＢＧＭ

世界再生機構『Iron Blue Intention』

ファンメイ『METHOD_IMPLANTA/.』

過去編『Longing/Love』









[image: ]電撃文庫





ウィザーズ・ブレインVII




天てんの回かい廊ろう〈中〉








三さえ枝ぐさ零れい一いち
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